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プロローグ









　机の上に男の拳が振り下ろされた。

「駄目だ。駄目だ。こんな奴ら認められるか！」

　窓から差し込む夕日の光で茜色に染まった教室で、俺【リオン・フォウ・バルトファルト】は憤っている男子生徒の隣に座っていた。

　興奮している男子生徒に呆れながら、やる気のない態度でなだめてやる。

「そんなに怒るなよ」

　だが、本人は自分が感情的になっているのを認めない。

「怒っていない」

　男子生徒【フィン・ルタ・ヘリング】は不満そうに俺から顔を背けると、腕を組んで黙り込んでしまう。

　褐色肌で高身長のヘリングは、顔立ちも整った美男子だ。

　首の後ろで縛っている長い銀髪に、赤い瞳という目立つ容姿をしている。

　ホルファート王国出身ではなく、外国のヴォルデノワ神聖魔法帝国出身だ。

　異国の美男子様、王国とは顔立ちが違うため女子の間ではミステリアスなイケメンとしてえらく人気だった。

　しかし、周囲の女子に幾ら騒がれても、ヘリングが振り向くことはない。

　ヘリングが大事にしているのは、一人の女子生徒だからだ。

　その女子生徒を守るために、帝国に古くから存在する制度まで利用してホルファート王国への留学についてきた男だ。

　女子生徒の名前は、今年ホルファート王国の学園に留学してきた【ミア】と呼ばれる小柄で活発な女の子。

　あの乙女ゲー三作目の主人公だった。

　そんなミアを守るため、ヘリングが何をしているかと言えば──。

「大体、どいつもこいつもミアに相応ふさわしくない」

　──机の上に並べられた写真を見ながら、主人公の恋人になり得る攻略対象の品定めである。

　ヘリングという男は、主人公との間に恋愛感情を持っていなかった。

　それなのに、ミアちゃんの恋人選びには真剣すぎて怖いほどだ。

　俺は写真の一枚を手に取る。

　写真に写っているのはジェイク殿下──【ジェイク・ラファ・ホルファート】は、ホルファート王国の第二王子にして、現在最も王太子の地位に近い男だ。

　小柄ながら生意気そうな顔をしたジェイクの写真を見る俺は、小さくため息を吐ついてヘリングの目の前に置く。

「あの乙女ゲーでは、ジェイクがメイン扱いらしい。もうこいつでいいだろ？」

　投げやりにジェイクで妥協しろと言えば、ヘリングが目を細めて厳しく評価する。

「こいつは王太子の地位が空席でありながら、未いまだに王子のままじゃないか。それに、こいつは野心が強すぎる。周囲に喧嘩を売るような奴と一緒になれば、ミアが苦労するから駄目だ」

　ヘリングの中で、ジェイク殿下はミアちゃんに相応しくないようだ。

　次の写真をヘリングに見せる。

「それなら【オスカル・フィア・ホーガン】はどうだ？」

　赤髪で体付きのしっかりしたオスカルは、少し──いや、かなりの馬鹿だが根はいい奴だ。

　ジェイクよりは可能性があると思ったのだが、ヘリングは簡単に切り捨てる。

「こいつはミアと同じクラスだが、相当な馬鹿だぞ。個人的に頭の出来でどうこういうつもりはないが、馬鹿にミアは守れないから相応しくない。大体、こいつはお前の姉と付き合っているじゃないか」

　──オスカル。

　バルトファルト家は今、こいつのおかげで大きな爆弾を抱えていた。

　入学当初、オスカルは俺の妹である【フィンリー】と仲良くしていたのだが、気が付けば姉の【ジェナ】といい感じになっていた。

　そもそもフィンリーと正式に付き合っていたわけじゃない。

　ジェナと付き合ったとしても何の問題もないのだが、そこは姉妹である。

　──これまで姉妹として仲の良かったフィンリーとジェナの関係が、一気に冷え込んでしまっている。

　モヤモヤした感情を抱くフィンリーに、ジェナは待望の彼氏を得たと自慢しまくって大喧嘩に発展した。

　フィンリーも気付かぬ内に、オスカルを異性として意識し始めていたのだろう。だが、それを横からジェナにかっさらわれたわけだ。

　──姉妹で何をやっているんだ。

　そういうわけで、火薬庫に火を付けるような所業を行ったオスカルだ。

　オスカルが悪いとは思わないが、それでも二人の家族として文句を言ってやった。

　だが、馬鹿って強いんだよね。

　嫌みも皮肉も笑ってポジティブに受け止めるから、まったく効果がなかったよ。

「やっぱり駄目か」

「彼女持ちを押しつけようとするな」

「そうは言っても、残り実質一人だぞ。──アーロンは女の子になってしまったし」

　攻略対象の一人である【アーロン】という男子生徒がいた。

　過去形なのは、性転換を行い女子になってしまったからだ。

　俺もまさかこんなことになるとは思わなかった。

　ヘリングが頬を引きつらせながら、俺から体を僅かに遠ざける。

「女の子にしたのはお前らだろ」

　お前ら、と一ひと括くくりにされた俺は黙っていられなかった。

「俺じゃない。【マリエ】と【クレアーレ】がやったことだろ！　なぁ、【ルクシオン】？」

　右肩辺りを振り向くと、そこに浮かんだ金属色の球体──ルクシオンに同意を求める。

　ルクシオンの赤いレンズは、ヘリングの近くに浮かんでいる【ブレイブ】に向けられていた。

　ブレイブ──それは新人類が造りだした魔装と呼ばれる兵器のコアであり、マスターと認めたヘリングのサポートを行う存在だ。

　旧人類により生み出されたルクシオンとは敵同士である。

『──はい。ですが、何度状況を説明しても理解できないのは、やはり魔装など使用しているからでしょう。人間的に言えば〝反へ吐どが出る〟でしょうか？　新人類の遺物を使い続けた弊害が、ヘリングに症状として現れているのです。今すぐ、魔装の使用を止やめるべきかと』

　俺の意見に同意しつつ、ヘリングと相棒のブレイブに毒を吐きやがる。

　それはブレイブも同じだった。

　黒い球体に赤い瞳を持った肉眼と、ちょっと不気味なブレイブは体から小さな手を出して指さしてきた。

『こいつ相棒の悪口を言いやがった！』

『何を聞いていたのですか？　あなたに対しても言いましたよ』

『やっぱりこいつムカつくよぉぉぉ!!』

　荒ぶるブレイブを冷めた目で見るルクシオン。

　互いに仇敵同士で、口を開けば罵り合う関係である。

　そんな相棒たちを無視して、ヘリングが俺に小さなため息を吐いた。

「ミアの立場はとても危ういんだ」

「──あの乙女ゲーの設定か？」

「そうだ。平民育ちのミアは、皇帝の隠し子で皇女だ」

「実は凄かったっていうのは、ゲームによくある設定だよな。男女共に憧れる設定だ」

「そんな単純な話じゃない」

　ヘリングの表情は暗かった。

「皇女であるために、ミアは継承権争いに巻き込まれてしまっているんだ」

「はぁ？　どうして？」

　あの乙女ゲーの主人公であるミアちゃんというのは、本人はまだ知らないが皇帝陛下の隠し子という立場だ。

　平民育ちでありながら、ヴォルデノワ神聖魔法帝国の皇女様というわけだ。

　しかし、父親である皇帝陛下は高齢で、継承権争いが始まっているらしい。

　ヘリングは思い詰めた顔をしながら、ミアちゃんの恋人になる男に求める条件を述べ始める。

「ミアも皇帝の椅子なんて狙っちゃいない。だが、本人の意思なんて無関係だ。周りがミアを担いだら面倒だと思う皇族も多いからな」

「言い方は悪いけど、ミアちゃんが皇帝になるのは難しくないか？　本人は自分が皇族だって知らないんだろ？」

「邪魔になる可能性があるなら、消した方が楽だと思っている皇族は多い。だから、愛情だけじゃ駄目だ。ミアの恋人には、どんな敵を相手にしてもはね除のけられる強さを持った男じゃないと務まらない」

　机の上に並んだ写真に視線を落とすヘリングの目は、本当に真剣だった。

　ミアちゃんのために恋人候補を選んでいた。

　なのだが。

「恋人段階で求める条件じゃないな」

　苦笑いをしながら呟くと、ヘリングが机に拳を振り下ろした。

　ダンッ！　という大きな音が教室内に響き渡る。

「覚悟のない男が、ミアに手を出すとか許されるものか！」

「お、おう」

　ドロドロした継承権争いからミアちゃんを守れる立場となれば、単純に力が強いだけでは駄目だ。

　権力や財力、そして家柄も関わってくる。

「ジェイクがアーレちゃんに夢中にならなければ可能性があったのに」

　ホルファート王国第二王子にして、あの乙女ゲー三作目のメインヒーローという立場だ。

　そんなジェイクには、野心以外にも問題を抱えていた。

　アーロン──【アーレ】ちゃんだ。

　マリエとクレアーレによって性転換が行われ、アーロンは女子になってしまった。

　愛称は皮肉なことにクレアーレと同じでアーレである。

　ヘリングは先程までの真剣な表情から、何とも言えない顔になっていた。

「何がどうなれば、攻略対象が女子になるんだ？」

　ヘリングにしてみれば当然の疑問だろうが、それは俺だって同じだ。

「俺が決めたことじゃない。だけど、この三人が駄目となると、残りはこいつだけか」

　現時点では最後の攻略対象となる男子の名前は【イーサン・フォウ・ロブソン】。

　垂れ目の優男なのだが、ルクシオンが用意した写真を見るに性格の悪そうな顔をしているのが気になった。

　ヘリングが写真を手に取り眺めると、気に入らないのか表情が硬い。

「この男子生徒については詳しく知らないな。だが、写真を見ている限りでは、とても強そうには見えないぞ」

　その言葉を聞いて、ルクシオンがロブソンの詳細について報告してくる。

『イーサンですが、実の兄を押しのけ伯爵家の跡取りとなっています。魔法の扱いだけでなく、剣の腕前も確かなようですよ。何しろ、ホルファート王国で剣豪の一人に数えられています』

　それを聞いて、俺はブラッドとクリスの顔が思い浮かんだ。

　イーサンの髪色は紫に近く、何というか──。

「──ブラッドとクリスを足したようなハイブリッドだな」

　剣豪で魔法の扱いにも長たけており、その上領主貴族の跡取りだ。

　何でもできてしまう万能キャラのように見えてきた。

『マスターの言う通りです。イーサンはフィンが言うように、家柄、財力、そして単独でも優秀な実力を有しています。スペックのみで評価すれば、現時点で彼がミアの恋人候補でしょうね。──そもそも、他の候補者が全員論外なのですから』

　ロブソンが特に秀でているという理由ではなく、結果的に一人しか残っていないから最有力候補になっていた。

　俺はヘリングに視線を向ける。

「とりあえず、こいつに接触してみるか？」

　ヘリングは鋭い目つきで、ロブソンの写真を見ていた。

「そうしよう。──俺がミアに相応しい男か、徹底的に調べてやる」

「お前は過保護だな」

　呆れて小さなため息を吐く俺に、ブレイブが同意してくる。

『相棒はミアのことになると目の色が変わるからな。相棒に惚れた女たちが可哀想になってくるぜ』

　色男様は女性の方から寄ってくるらしく、相手にする気もないようだ。

「羨ましい限りだ」

　真剣に写真を見ているヘリングに代わり、ブレイブが俺の相手をしてくれるようだ。

『でも、お前だって周りに沢山女たちがいるだろ？　相棒曰く一作目の主人公と悪役令嬢だろ。それに、二作目の主人公もだ。お前、もしかして狙っているのか？』

　ブレイブにあの乙女ゲーの主要キャラを狙っているのか、と疑惑の視線を向けられた。

　俺は曖昧に笑って誤魔化す。

「奇跡って信じるか？　偶然だよ」

　二度目の人生にして、俺のモテ期がやってきた。

　そのタイミングがどうにも良かったらしく、気が付けば婚約者が三人もいる。

　俺にしては出来すぎだろう。

『偶然で狙ったように主人公と敵役の二人と婚約するのか？　実は狙っただろ？　俺にだけ教えてくれよ。な、いいだろ？』

「お前は思ったより楽しい奴だな」

　ブレイブと話をしていると、やや強引にルクシオンが割り込んでくる。

『マスター、これ以上この場で話し合っても無意味です。イーサンの件はフィンたちに任せて、我々は学生寮に戻りましょう』

　俺とブレイブの間に入り、強引に会話を終わらせた。

「そうだな。そろそろ戻るとするか。ヘリングも戻るだろ？　──まだ見ていたのか？」

　席を立つと、ヘリングはまだ真剣な表情でロブソンの写真を見ていた。

「──こいつ性格の悪そうな顔をしているから気に入らない。本当にミアに相応しいと思うか？」

　まるで敵でも見るような目つきで睨み付けている姿を見て、俺はミアちゃんの恋人探しは難航するのだろうと予想して嫌になる。

「むしろ、お前が認めた男を連れて来た方が早いかもな」




　　　◇




　レッドグレイブ公爵家。

　ホルファート王家の分家として、国を支える大貴族だ。

　公爵家に相応しい大きな浮うき島じまを領地に持つレッドグレイブ公爵家は、下手な小国以上の力を持っていた。

　そんなレッドグレイブ公爵家は、王都にも大きな屋敷を構えている。

　これはホルファート王国を支えるため、当主である【ヴィンス】、もしくは嫡男の【ギルバート】のどちらかが常に滞在するためだ。

　他にも有力な領主貴族たちは王都に屋敷を構えており、有事の際はホルファート王国のために働く用意がされていた。

　──ただ、その状況は近年変わりつつある。

　屋敷に呼び出された【アンジェリカ・ラファ・レッドグレイブ】は、輝くような長い金髪を編み込んで後頭部でまとめていた。

　鋭い目つきに加え、意志の強さを感じる赤い瞳。

　普段は凜り々りしい姿を見せるアンジェだが、今日に限っては表情が優れなかった。

　王都にあるレッドグレイブ家の屋敷に戻ってきたというのに、どこか緊張した様子で実兄であるギルバートの前に立っていた。

　執務室の机に向かうギルバートは、書類仕事をしながらアンジェと会話をしていた。

　ギルバートは書類に視線を落としながら、ペンを走らせサインをしている。

「暴動騒ぎでは随分と活躍したみたいだな。兄としても誇らしいよ」

　少し前に起きた王都での暴動騒ぎ。

　ラーシェル神聖王国が裏で手を引き、王都に隠れ住む反抗勢力を決起させた事件だ。

　幸いなことに本気を出したリオンの手によって、最小限の被害で鎮圧されている。

　アンジェは苦々しい表情を俯くことで、ギルバートに見せないようにしていた。

「私は何もしていません。全てはリオンの手柄です」

「だろうな。だから、義理の兄として誇らしく思っているよ。まさか、一代で公爵にまで上り詰めるとは思いもしなかった。陛下の気まぐれにも困ったものだな」

　微笑しながら返事をするギルバートだが、そこにはアンジェに対する不満が含まれていた。

　それをアンジェも感じ取っている。

「リオンは不満に思っています」

「リオン君は出世に対して消極的だからね」

　第三者から見れば、実の兄と世間話をしているように見えるだろう。

　しかし、アンジェは内心で焦っていた。

（リオンが王国側に加担していると思われていないだろうか？）

　王都の暴動を鎮圧したリオンに対して、レッドグレイブ家が不満を抱いていないかが気にかかっていた。

　──現在、レッドグレイブ家と王家との間には深い溝ができつつある。

　それはアンジェリカの婚約破棄に始まり、貴族たちの間で王家に対する不満が募っている現状に理由があった。

　旧ファンオース公国。現ファンオース公爵家との戦争で、ホルファート王国は切り札である王家の船を失っている。

　建国の原動力になった伝説の飛行船の喪失は、王国が大きく軍事力を落としたことを意味していた。

　封建制度のホルファート王国で、軍事力の低下は領主貴族たちにとって付け入る隙を与えることになる。

　力がない王家に、貴族たち──特に領主貴族たちは従わない。

　それは分家であるはずのレッドグレイブ公爵家も同様だった。

　レッドグレイブ公爵家は、既にホルファート王国に見切りを付けている。

　ギルバートはペンを止めると机に置き、俯いているアンジェの顔を見る。

　だが、その視線は険しかった。

「結果として今回の件は我々にとっても都合良く終わった。たった一人で王都を完全に掌握してみせたのだからね。リオン君が一人いれば、王都は簡単に手に入ることが証明されたわけだ」

　リオン一人いれば、王都は簡単に陥落してしまう。

　それが暴動騒ぎで証明されてしまった。

　ギルバートは結果には不満を述べないが、アンジェには違った。

「だが、お前はリオン君の力を正確に把握していなかったわけだ。事前に知っていれば、我々はもっと効果的に動けていたはずだ」

「それは！」

　反論しようとすると、ギルバートが手を上げてアンジェの発言を止める。

「言い訳をするな。お前は彼に本当に信用されているのか？」

　ギルバートの疑う視線が、アンジェには辛かった。

　兄に疑われたことが、ではない。

　アンジェは手を握りしめ、奥歯を噛みしめる。

「申し訳──ありませんでした」

（私は──リオンに相応しいのだろうか？）

　悔しがるアンジェを見るギルバートは、更にここで追い打ちをかけるような話を振ってくる。

「夫婦となるのだから、もっと互いに信頼し合える関係になるべきだな。それはそうと、リオン君は最近よく王宮に顔を出しているそうじゃないか。──お目当てのエリカ王女に夢中という噂だが、真実ではないだろうな？」

　ホルファート王国王女【エリカ・ラファ・ホルファート】。

　彼女に会うために、リオンは頻繁に王宮に足を運んでいた。

　ギルバートは冷ややかな視線をアンジェに向ける。

　それは妹であるアンジェをたきつけるため、わざと冷たい態度を取っているようだった。

「王妃様に続いて王女様とは、彼は高嶺の花を好むようだな。もっとも、本気で手を伸ばせば届くというのが問題なのだが」

「──リオンは別に」

「お前に彼の本音が聞き出せるとは思っていない。──アンジェ、お前の役割を忘れるな。リオン君をこちら側に繋ぎ止めるのが、お前に与えられた役目だぞ」

　ホルファート王国と敵対する立場に回ったレッドグレイブ公爵家は、アンジェを利用してリオンという王国最強の戦力を手に入れようとしていた。

　アンジェはそれが許せなかった。

　俯きながらギルバートに告げる。

「これ以上、リオンを戦いに巻き込むのは反対です」

　アンジェが反対するとは思わなかったのか、ギルバートは不思議そうな顔をする。

「このままホルファート王国の世が続くと思っているのか？　嫌でも戦うことになる。それに、血を流してこその貴族だ」

　戦争になれば貴族は戦わねばならず、それが当然と信じ切っているギルバートはアンジェを理解できないという顔で見ている。

「リオンは！　──あいつは戦うには優しすぎます」

　優しすぎるとか細い声で伝えたアンジェは、リオンがこれまでの戦いで精神的に追い詰められている姿を想像していた。

　ギルバートは小さくため息を吐く。

「確かに彼は甘いが、他国にまで名が知られた王国最強の騎士だ。彼には今後ともレッドグレイブ家を支えてもらわないとね」

　アンジェとの婚約で、リオンはレッドグレイブ家と深い繋がりを持っている。

　そのため、レッドグレイブ家の争いにも巻き込まれようとしていた。

（兄上も父上も、リオンを戦争の道具としか考えてくださらないのか。あいつは──ただ、田舎で穏やかに暮らしたいだけなのに）











第01話　「第一王女」









　休日の学園というのは静かで過ごしやすい。

　学園の生徒たちは当然ながら若く、休日ともなれば友人を誘って王都に出かけるのが普通の光景だ。

　中には異性とデートを楽しむ学生たちもいるのだが、一昨年の状況しか知らない俺からすれば後輩たちが羨ましくて仕方がない。

　一部には酷い奴らもいるが、多くは健全なお付き合いをしているようだ。

　欠伸あくびをした後に背伸びをしながら静かな廊下を歩く俺の横には、マリエの姿があった。

　前世の妹にして、ホルファート王国を滅亡寸前まで追い込んだ諸悪の根源。

　そして、偽聖女である【マリエ・フォウ・ラーファン】だ。

　今日も小さい体でヒョコヒョコと俺の隣を歩いている。

　その手には王都で購入した手土産が握られていた。

　本人はご機嫌なのか、随分と緩んだ顔をしている。

「エリカとのお茶会は楽しみね。本当なら毎日でもお話をしたいんだけど、周囲が五月蠅うるさいから週末にしか会えないのよね」

　偽聖女がホルファート王国第一王女であるエリカ様──いや、前世では俺の姪であったエリカに会うのは色々と面倒になっている。

　前世の姪。つまりは、マリエにとってエリカは前世の娘だ。

　マリエはこの世界──あの乙女ゲーの世界にて、娘と感動の再会を果たしたわけだ。

　そのため、週末にお茶会で話ができる日を楽しみにしていた。

　わざわざ休日の朝に俺を起こして、お菓子を買いに王都まで連れ出すくらいだ。

「週末に毎朝お前が俺の部屋に来るから、男子の間で変な噂が広まっているんだが？　ちょっとは俺の迷惑も考えろよな」

　文句を言ってやると、マリエが大きく手を振って抗議してくる。

「仕方ないじゃない！　公爵の兄貴がいないと、エリカと面会できないのよ。それに、お菓子を買いに付き合わせるのは、兄貴がお茶会を開くのは俺だ！　って譲らなかったからよ」

　俺は週末にエリカ──前世の姪とお茶会をするのを面倒とは思わない。

　前世の姪との話は俺も興味があるし、何よりもお茶会は俺の趣味。

　いや、生き甲斐だ。

　どうせ参加するなら、お茶会を開くのは俺でありたかった。

「当たり前だ。エリカにお茶の用意をさせられるか。前世の姪でも、今は一国のお姫様だぞ」

　ホルファート王国は大国であり、その王女ともなれば立場もある。

「兄貴の場合は趣味だからでしょ？」

「それもないとは言わないが、エリカにお茶会の準備をさせるのは申しわけないからな。だって前世の姪だし」

「私は兄貴の前世の妹なんだけど？」

「悪いな。俺の中で妹の優先順位は、姪よりも更に下になっている」

「その扱いの差は何よ!?」

「日頃の行いだよ。大体、前世の兄貴を休日の朝に叩き起こして、買い物に付き合わせるとか何だよ。お前、前世と何にも変わってないな」

　前世を思い出してみれば、今世のマリエは何にも変わっていなかった。

　休日に俺をいいようにこき使うところとか、小遣いを強ね請だってくるところとか。

　会話を聞いていたルクシオンが、俺の右肩辺りに浮かびながらマリエに赤い一つ目のようなレンズを向ける。

『前世の話が事実ならば、マリエは転生しても成長していないことになりますね。肉体的な成長は無理でも、精神的な成長は可能だと判断します。マリエ、もう少し大人になってはいかがでしょうか？』

　辛辣なルクシオンの台詞に、マリエは口をパクパクとさせていた。

　それから興奮しながらルクシオンに口喧嘩を仕掛ける。

「肉体的な成長は無理って何よ!?　ここから大人の魅力あふれる体に成長してやるわよ！」

『私が断言するのは、それだけの根拠があるからですよ』

「何が根拠よ。それに、私の中身が大人じゃないって言ったわね？　残念でした〜。私は兄貴よりも長生きしたのよ。中身は、前世で色んな経験を積んだ魅力的な大人の女よ」

　自分は大人であると、ない胸を張るマリエを見た俺は鼻で笑う。

「その自称中身が大人の誰かさんは、若い男五人を騙して悲惨な目に遭っているけどな」

　マリエは誰もおらず、声が響きやすい廊下で絶叫する。

「全部兄貴のせいでしょうが！」

「お前が調子に乗るからだ」

「乗りました。確かに乗りましたよ！　でもさ、だからって決闘で五人をボコボコにする？　どうせ美形のユリウスたちが嫌いだったから、腹いせに痛めつけたんでしょうが！」

　前世の妹だけあって、俺のことをよく理解している。

「あぁ、そうだよ。それが何か？」

　開き直ってやると、マリエが拳を握って悔しそうな顔を見せてくれる。

　──本当にこいつは前世から全く成長していないな。

　むしろ、今の姿もあって前世よりも幼く感じられる。

　前世で経験を積んだ大人の魅力というのは、少しも感じられなかった。

　ルクシオンがヤレヤレと言いたいのか、赤いレンズを左右に振る仕草を見せた。

『精神的に成長が必要なのは、マスターも同じですよ』

　前にも同じやり取りをした事があるな。

　俺はマリエと違って大人にこだわらないので、ルクシオンに言い返してやる。

「少年のような純粋な心を捨てたくないのさ」

『言い訳ばかり上達しますね』

「大人になると、自分に対して言い訳が得意になるんだよ。成長の証あかしだな」

『自分の都合に合わせて子供と大人を使い分けていますね』

「臨機応変って大事だからな」

　くだらない会話を続けていると、俺とルクシオンを眺めていたマリエが手土産のお菓子を抱きしめて口を尖らせていた。

「兄貴もルクシオンも本当によく似ているわ。口が回って嫌みったらしいところとか、本当にソックリね」

　似たもの同士と言われた俺たちは、マリエに向かって抗議する。

「こいつと？　それはないって。だって俺は、こいつより優しいし」

『マスターと似ている？　マリエも目と頭の精密検査をしましょうか？』

　俺たちの反論を聞いたマリエは、深いため息を吐くのだった。

「もういいわよ」




　　　◇




　茶会室。

　一昨年までは毎週のように男子が女子を誘ってお茶会が開かれていたが、今では使用する回数が減っていた。

　使用頻度が極端に下がり、今後は茶会室を減らすことが決定している。

　師匠──学園長もそのことを嘆いていた。

　お茶会好きの俺としても寂しいが、静かな環境でお茶会が開けるのは気に入っている。

　一昨年は色々と騒がしかったからな。

　俺が茶菓子に合うお茶を用意していると、席に着いたマリエがエリカとの会話を楽しんでいた。

　子供のようにはしゃぐマリエと、それを微笑ましそうに聞いているエリカという構図だ。

「嘘でしょ!?　あのお店、潰れちゃったの!?」

「うん。お店の主人が引退するからって」

　前世の話で盛り上がっているのだが、二人にとっての共通の話題であるため俺は話に割り込めなかった。

　だが、こうして二人の会話を聞いているだけでも少し幸せだった。

　自然と笑顔になっていたのか、ルクシオンが話しかけてくる。

『精神的に安定していますね。お二人との週末のお茶会は、マスターにとっても必要だと判断します』

「おかげで、マリエとエリカを狙っているって噂されてもか？」

　二人を頻繁にお茶会に誘っているため、悪い噂が広がりつつある。

　それを懸念しているのだが、ルクシオンにとってはどうでもいいらしい。

『学園内での評価など私には無価値です』

「俺には価値があるんだが？」

『優先順位の問題です。有象無象を相手にするよりも、マスターは自分のことを優先するべきですね』

「こいつ、学園の生徒を有象無象と言い切りやがったよ」

　学園の生徒たちなどその他大勢扱いをするルクシオンだが、これでも出会った当初はもっと酷かったから丸くなった方だ。

　魔法を扱える人類──新人類など滅べばいい。

　そう言っていたのが懐かしい。

『それよりも、マスターはもっと気にかけるべき存在がいるはずです。有象無象の相手をしている暇はありませんよ』

「わかっているって」

　お茶を用意してテーブルに向かうと、マリエが身振り手振りを加えてエリカに色々と話していた。

　それを聞いているエリカは、大人しく微笑んで時々頷いている。

　エリカは前世で六十を過ぎた年齢だと言っていたから、中身は随分と大人なのだろう。

　年齢の割に落ち着いた大人の雰囲気を出している。

　おかげで、マリエの方が子供っぽい。

「お菓子に合うお茶を用意してきたよ。──って、もうほとんど食べた後かよ!?」

　テーブルを見れば、既にお菓子が半分以上消えていた。

　犯人は俺から視線を逸らしているマリエだろう。

「お前は本当に食い意地が張っているな」

「だってぇ〜」

　甘えた声を出すマリエに、ため息が出てしまう。

「少しは実年齢を考えたらどうだ？　誰かに甘える歳でもないだろ」

「大抵の男は甘えると優しくしてくれるのよ」

「嫌な大人に成長したな。少しはエリカを見習ったらどうだ？」

「何よ！　エリカは私が育てた娘よ！」

「お前を反面教師に育ったおかげかな？　お前に似なくて本当に良かったよ」

「言ったわね、馬鹿兄貴！」

　席に着きながらマリエと罵り合いを始めると、エリカが困った顔をしていた。

　俺たちの醜い争いを止めに入る。

「二人とも落ち着きましょう。せっかくのお茶が冷めてしまいますよ」

　仲裁された俺とマリエは、互いに顔を背けてお茶を飲み始める。

　エリカは俺たちを見て、困った顔で小さなため息を吐いたかと思えば急にクスクスと笑い始めた。
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　何か面白かったのだろうか？

「急に笑い出してどうした？」

　尋ねると、エリカは姿勢を正して俺を真っ直ぐに見つめてくる。

　微笑んでいるエリカは、本当に輝いて見えた。

「伯父さんが母さんと楽しそうに話しているのを見ているとおかしくなって。本当に祖父母から聞いていた通りの人ですね」

「祖父母？　親父とお袋か」

　頷いたエリカが、俺の両親について話をする。

「祖父母はいつも伯父さんの話をしてくれました。伯父さんが生きていれば、きっと母さんと大人になっても口喧嘩をしていただろう、って」

　親父もお袋も、姪に何て話をしているんだ？

「両親揃って何て話をしているんだか。そこはもっと、お前の伯父さんは母親と違って優しかったとか、話を盛っていい人風に語ってやる場面だろ」

　前世の両親に対して文句を言うと、ルクシオンが反応する。

『前世のご両親には同情しますよ。マスターのようなお子さんを持って、さぞご苦労されたのでしょうね』

「おい、俺が駄目な子みたいに言うな。迷惑をかけていたのはマリエだぞ」

　マリエに視線が集まると、本人は食べていたお菓子を強引にお茶で流し込む。

　俺の話が納得できないらしい。

「私は普段からいい子でした〜。迷惑をかけたのは兄貴よ。普段大人しい癖に、時々大きな問題を起こしていたじゃない」

「お前に比べれば可愛いものだろうが」

「可愛くない！　全然可愛くなかったから！」

　過去の思い出に対して、互いに食い違いがあるようだ。

　しかし、俺は間違っていないので、マリエの記憶違いだろう。

　俺はマリエに言い返さず、お茶を一口飲んでからエリカに尋ねる。

「──それで、二人はどうだった？」

　曖昧な質問をエリカは察してくれたようで、二人の最期について教えてくれる。

　微笑みながらも、どこか寂しそうに俯きながら。

「私が看み取とりました。二人とも、あの馬鹿たちを叱りに行くって言っていましたね」

　あの馬鹿たち。

　親より先に死んだ親不孝の俺とマリエだろう。

　こっちも好きで死んだわけじゃないのに、叱りに行くとはどういうことだろうか？

　せめてそこは、あの二人に会いたいとか言って欲しかった。

　だが、俺の両親らしいとも思う。

「二人揃って叱りたいとか酷いよな。怒られるのはマリエだけでいいだろうに」

　笑いながら言ってやると、マリエがムッとした表情をする。

「どうして私なの？　ゲームで徹夜して、階段で足を滑らせた馬鹿は兄貴でしょ？　本当に情けない死に方よね」

「責任はゲームを押しつけたお前だからな！」

　指をさしてお前が悪いと言えば、マリエが鼻で笑う。

「体調管理もできない兄貴が悪いのよ」

「こ、こいつ」

　それを言われると言い返せない。

　俺だって徹夜を続けたのはまずかったと思っている。

　分が悪いと判断してお茶を飲む俺は、しばらく間を空けてから天井を見上げた。

「本当に酷い両親だよな。──叱りに行くって言ったなら、会いに来いってんだ」

　あの二人まで、この乙女ゲーの世界に転生していたら笑うしかないな。

　俺が悪態を吐くと、マリエが俯く。

「怒られてもいいから、もう一度くらい会いたかったな」

　俺もマリエも、随分な親不孝者だ。

　そして、姪のエリカには面倒をかけてしまった。

「──二人のこと、本当にありがとうな。俺もマリエも親不孝者だったから、エリカが看取ってくれたと聞いて安心したよ」

　前世で気になっていたことの一つが解消され、少しだけ心が軽くなった気がした。

　ルクシオンが茶々を入れてくる。

『心配されていたのですか？　てっきり忘れているものかと』

「俺だって人の子だぞ。──前世の両親がどうなったかくらい気にしたさ。迷惑をかけたのは自覚しているからな。それに、その後にマリエがこっちに現れて、両親より早く死んだと聞けばなおさらだ」

　兄妹揃って親不孝を行うとか。

　だから、エリカに礼を言う。

「本当にありがとう。この礼は必ずする。何か困ったことがあったら、何でも言ってくれ」

　俺の礼を受けて、エリカは困ったように微笑んでいる。

「そこまで気にしなくてもいいんですけどね。私にとっても祖父母ですから。それに、優しく育ててもらいましたよ。だから、気にしないでください、伯父さん」

　随分と出来た姪に、俺は嬉しくなって照れ隠しで頭をかく。

　ルクシオンはボソリと。

『エリカがマスターの前世の血縁者とは思えませんね』

　すると、何故かマリエが胸を張る。

「凄いでしょ。私の自慢の娘よ」

「お前が威張るなよ」

　娘自慢をするマリエに、ルクシオンが水を差す。

『おや？　育てたのはマリエのご両親ではなかったのですか？　私はそのように聞いているのですが？』

　言われたマリエは、視線をさまよわせていた。

「そ、それはそうだけど」

『それでは、ご両親の成果ですね』

「そうだけど！　それはそうなんだけど！　でも、少しくらい私が誇ってもいいじゃない。私の娘よ！」

『今は他人のお子様です。残念でしたね』

「あんた私に恨みでもあるわけ!?」

　ルクシオンにからかわれているマリエを見て、俺がゲラゲラ笑っていると視界の隅でエリカが少し悲しそうに微笑んでいる姿が見えた。




　　　◇




　女子寮。

　レッドグレイブ家の屋敷から戻ってきたアンジェが自室に入ると、気付いたリビアがやって来た。

　リビアの右手の小指には、インクの汚れがついていた。

　それを見てリビアが勉強をしていたことに気付いたアンジェは、力なく笑みを浮かべると謝罪する。

「邪魔をしたみたいだな」

　リビア──【オリヴィア】は、そんなアンジェに微笑んで答える。

「邪魔も何も、ここはアンジェの部屋ですよね？　お帰りなさい、アンジェ」

「ただいま」

　アンジェはリビアの笑顔に少しだけ癒やされていた。

　だが、すぐにリビアの表情が曇る。

　アンジェの様子から、屋敷でどのような話がされたのか気付いたのだろう。

　あまりよくない結果だろうが、リビアも知らなければならないため尋ねる。

「それで、お話の方はどうなりましたか？」

　アンジェは作っていた笑みを消して、淡々と屋敷での話し合いについて語る。

「兄上からは釘を刺されたよ。お前は何をやっていたのか、とね」

「それは」

「──それから、兄上も父上もリオンがエリカ殿下に夢中になっているのが気に入らないらしい」

　エリカの名前が出ると、リビアの表情が僅かに険しくなる。

　アンジェもリビアも、毎週のようにリオンがエリカとお茶会をしているのを知っていた。

　そこに恋愛感情がないのは二人も知っているのだが、問題は周囲が何を思うか、だ。

　口さがない学園の生徒たちは、リオンがアンジェを捨ててエリカを狙っているなどと噂し始めている。

　それがリビアには悔しかったのだろう。

「私、リオンさんに文句を言ってきます」

「リビア？」

「毎週のようにエリカ王女とお茶会をしているなんておかしいですよ。色々と大変な時期に、どうして」

　リオンに対して怒るリビアだが、アンジェは頭かぶりを振る。

「いいんだ。あいつの好きにさせてやれ」

「でも！」

「──あいつに何か考えがあるのかもしれないだろ？　それに、何度か話をしたがはぐらかされてしまったからな」

　アンジェが苦笑いをすると、リビアが悲しそうに俯く。

「アンジェがこんなに苦労しているのに」

　今のアンジェは、リオンがレッドグレイブ家に利用されないよう守っていた。

　防波堤の役割を行っているのだが、それをリオン自身が理解しているかは怪しい。

　既にホルファート王国は、リオンを中心に動いているのを本人が自覚していないのがリビアには腹立たしかった。

「お前は優しいな」

　アンジェがリビアを抱き寄せ、額同士を当てる。

　リビアがアンジェの腰に手を回した。

「アンジェ、辛くありませんか？」

　リビアの問い掛けに、アンジェは悲しそうに答える。

「──辛いかな。このままでは、私は実家から切り捨てられるかもしれない。そうなれば、私はただの小娘だ。何の価値もなくなってしまう。そうなれば──リオンのそばにいられなくなる」

　そばにいられない、と口にしたアンジェが涙を流す。

　アンジェのおかげでリオンは公爵にまで上り詰めたが、現在では個人の武力を高く評価されている。

　今のリオンは、アンジェがいなくとも公爵に相応しい人物になっていた。

　つまり、アンジェがそばにいなくとも問題ないことを意味していた。

　アンジェがリビアを強く抱きしめ、そのまま泣き始める。

「リビア、私はまた捨てられるのだろうか？」

「そんなことありません。絶対にさせませんから！」

「だが、このままでは──私は本当に何もかも失ってしまう」

　公爵家を追い出されてしまえば、大きな後ろ盾を失うことになる。

　そうなれば、自分に価値などないとアンジェは思い込んでいた。

「嫌だ。私は──また捨てられたくない」

　ユリウスに婚約破棄を宣言された時を思い出し、アンジェはリビアにすがりついて子供のように泣いた。
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　王宮の一室。

　そこでは、一組の夫婦が言い争っていた。

　ホルファート王国の国王と王妃。【ローランド・ラファ・ホルファート】と【ミレーヌ・ラファ・ホルファート】だ。

　周囲に設置された家具は一部が乱れ、倒れている。

　二人の激しい言い争いは、随分と過熱していた。

　ミレーヌがローランドを一喝する。

「いい加減にしてください！　これが最善であると、何度も説明したではありませんか！」

　対して、ローランドはミレーヌの話を聞き入れるつもりがない。

「何が最善だ！　エリカは元々フレーザー侯爵家との間で婚約が決まっていただろうが。お前が強引に話を進めたんだぞ！　それを破棄して、あの小僧に嫁がせる？　私の可愛いエリカをあの腐れ外道に嫁がせるなど我慢できるかぁぁぁ!!」

　激怒するローランドは、あまりの怒りに我を忘れてそばにあったテーブルを蹴り飛ばした。

　その際にすねでテーブルの脚を蹴ってしまい、激しい痛みに転げ回る。

「痛ぁぁぁいぃ!!」

　そんなローランドをミレーヌは、冷たい目で見下ろしていた。

「では、エリカをリオ──バルトファルト公爵に嫁がせる以外に王国が存続する方法があるとでも？」

「あったらお前と口論などするものか！」

「代案もないのなら黙っていてください」

　二人が喧嘩している理由は、リオンにエリカを嫁がせるとミレーヌが言い出したからだ。

　エリカは以前よりラーシェル神聖王国との国境を守るフレーザー侯爵家との間で、婚約が成立していた。

　これはミレーヌの実家であるレパルト連合王国が大きく関わっている。

　レパルト連合王国も、ラーシェル神聖王国とは隣国だ。

　今も争いが続いており、レパルト連合王国とホルファート王国が手を結んだ。

　その際に送られてきたのが、ミレーヌだった。

　ミレーヌは祖国を救うために、自らが生んだ娘のエリカをフレーザー侯爵家に嫁がせて万全の態勢を整えようとしていた。

　──なのだが、ここで突然現れたのがリオンである。

　ほぼ独力で公爵にまで上り詰め、前回の騒ぎでは短時間で王都を掌握してみせた。

　ミレーヌにとって、祖国を救うために取り込みたいのはフレーザー家ではなくなっていた。

　ミレーヌ──王家から婚約を申し込み、そして破棄すればフレーザー家にとっては耐えがたい屈辱だろう。

　だが、それを理解してなお、ミレーヌはリオンの力を欲ほっしていた。

　それに反対するのがローランドだ。

「私の可愛いエリカが結婚するだけでも耐えられないのに、それがよりにもよって小僧だと？　これならまだ、フレーザー家の小僧のがマシだ！」

「個人的な感情で国を潰すつもりですか？」

　ミレーヌに理路整然と返されて、ローランドは分が悪いと判断すると感情で押し切ることに。

「あの小僧に嫁いだらエリカが苦労するだろうが！」

「それが王族に生まれた者の務めです」

「お前は鬼か!?　お前の娘でもあるんだぞ！」

「──娘だからこそ、幸せになって欲しいと願っていますよ。その相手が、バルトファルト公爵だっただけです」

　ミレーヌの冷めた表情が、一瞬だけ苦々しいものに変わっていた。

　それをローランドは見逃さなかった。

「いっそお前が嫁いだらどうだ？」

「馬鹿を言わないでください。とにかく、エリカとバルトファルト公爵の婚約の話を進めます。レッドグレイブ家に、彼の力を渡すわけにはいきません」

　ミレーヌにとって、今のレッドグレイブ家は敵と同じであった。

　ローランドも認識はしているのだが。

「エリカをあの小僧に嫁がせれば、アンジェリカが黙っていないぞ。王家は二度もあの娘の気持ちを踏みにじることになる」

　それを聞いて、アンジェを幼い頃から知るミレーヌも心が痛んだのだろう。

　一度だけ目を伏せて悲しそうな顔をするが、すぐに表情を戻す。

「あの子の気持ちと一国では、天秤にかけるまでもありません」

「嘘をつけ。今、悩んだだろ？　お前はあの子を可愛がっていたからな」

「──そうだとしても、私の決定は覆りませんよ」

　これ以上の話し合いは無意味と判断したミレーヌは、ローランドに背を向けると部屋を出て行く。

　その背中を見送るローランドは、床に寝転がりながら大きなため息を吐いた。

「小僧の癖に女を惑わせる。あいつは最悪の男だな」

　自分のことを顧かえりみないローランドの言葉。

　すぐにローランドは真剣な顔になる。

「ミレーヌの案が成立するなら、確かに王国にとってはこれ以上ない朗報だろうな。貴族共もすぐに尻尾を振ってくるだろうさ。しかし、リオンの糞ガキに大事なエリカを嫁がせるというのは──絶対に我慢ならん」

　かつてユリウスが廃嫡された際は、ローランドはユリウス自身の責任であると割り切っていた。

　しかし、これがエリカになると話が変わってくる。

　ローランドはエリカを溺でき愛あいしているからだ。

　ローランドは床を転げ回る。

「あぁぁぁ!!　エリカちゃんが結婚するなんて、パパは絶対に嫌だよぉぉぉ!!」











第02話　「デート」









「最低ね」

「リオンさんは酷すぎます」

　休日明けの朝。

　学園の校舎に来ると、俺を待っていたのは仁王立ちをしている【ノエル・ジル・レスピナス】と、俯いて不機嫌ですと態度で告げてくるリビアの二人だった。

　ノエルは毛先に近付くほどピンク色になるグラデーションの金髪をサイドポニーテールでまとめている。

　それを片手ではね除け、背中側に回すと俺に詰め寄ってきた。

　ノエルの指先が、俺の胸に押しつけられる。

「どうして毎週のように王女様のところに通うのよ？」

　怒っているノエルは、俺が毎週のようにエリカとお茶会をしているのが気に入らないようだ。

　後ろめたいことはしていないのだが、説明するのは不可能だった。

　何しろ俺もマリエも、そしてエリカも前世の血縁者だ。

　まずは前世の話からしないといけないのだが「実はこの世界はあの乙女ゲーの世界だったんだよ！」と言っても信じてくれるわけがない。

　そもそも俺がノエルやリビアの立場なら、こんな状況で異世界やら転生者の話をしてくるなら何か隠し事をしていると思うはずだ。

　下手な嘘を吐いて騙そうとしている、と。

　だから真実を告げられない。

　しかし、嘘も言いたくない。

　──だが、このような状況も俺は想定していた。

「マリエとエリカ王女が仲良くしているからな。俺がいないと、あの二人が話をするのも難しくて」

　マリエの名前を出すと、ノエルがつり上がった目尻を下げてくれた。

「マリエちゃんと？　確かに、毎回一緒にお茶会に参加していたわね。でも、あたしには何も教えてくれなかったわよ」

　ノエルとマリエは仲良しだ。

　留学時代に親しくなり、マリエが偽者の聖女だと知ってからも友人関係を続けてくれている優しい子だ。

　ただ、ノエルは納得したとしても、リビアは違った。

　今度はリビアが俺に詰め寄ってくる。

「それでも、アンジェに何か言ってあげてください。アンジェが大変な時期だって、リオンさんも知っているはずですよね？」

　俺もアンジェが実家から色々と言われているのは聞いている。

　だが、そこがよく理解できなかった。

「俺のために実家と争う必要はないって伝えたんだけどな」

「そうじゃなくて！　リオンさん、どうして気付いてあげないんですか？　アンジェが求めているのは、そういうことじゃなくて」

　察しが悪いことを責められているようだが、俺は前からこんな感じだ。

「どうせ俺は察しが悪いですよ」

　拗すねたように言うと、リビアが俺の胸倉を掴んで顔を近付けてくる。

「私は今、本気で話をしています」

　リビアの無表情でハイライトの消えた瞳を前に、俺は背中が震えた。

「はい！　冗談が過ぎました。すぐにアンジェと話をしたいと思います！」

「そうじゃありませんよね？　今度の休日にアンジェを誘ってデートですよね？」

「デートですか!?」

「当然です。──王女様とマリエさんとは休日を過ごせても、アンジェとは無理だなんて言いませんよね？」

「い、言うわけないじゃないか。あは、あははは──そもそもみんなとは、日頃から過ごす時間も多いわけだし」
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　そう、休日以外では顔を合わせる機会も多い。

　週末に顔を合わせているマリエやエリカよりも、アンジェたちと過ごしている時間の方が長いのは間違いない。

「リオンさん、デートをしましょう。いいですか、デートですよ。休日にアンジェと二人で出かけてください」

　だが、今のリビアには何を言っても無駄なようだ。

「──はい」

「誰か付き添うのもなしですよ。本当は駄目ですけど！　ルク君だけは同行を許可します」

「い、いいの？」

　何故かルクシオンの同行だけは許されたのだが、リビアの表情は優れない。

　何か心配事でもあるのだろうか？

「──ルク君はリオンさんのそばにいた方がいいと思いますから」

「そうかな？」

「はい。だから、週末はアンジェとデートをしてください。いいですね、リオンさん？」

　無表情から一変して、リビアは満面の笑みを俺に向けてくれた。

　その笑みは、拒否を許さないという圧を放っている。

「もちろんです！」

　学園内で話をするだけでは許されないらしく、休日にデートをすることになった。

　有無を言わさないリビアの態度を見ていたノエルが、ボソリと呟く。

「リビアちゃん怖い」
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「最高のデートプランって何だ？」

　昼休み。

　空き教室に集めた面めん子つは、俺の子分となった元あの乙女ゲーの攻略対象の面々だった。

　何故かこいつらを養うことになった俺は、たまにはこき使ってやろうとイケメン共の知恵を借りてアンジェとのデートを計画することにした。

　集められた野郎共が顔を見合わせると、何故か不機嫌そうに俺を見ている。

「何か文句でもあるのか？」

　尋ねてやると、大声で不満を述べるのはユリウスだ。

「当たり前だ！　お前という男は、週末ともなれば毎回のようにマリエと朝から出かけて夕方までお茶会をして過ごしているじゃないか。羨ましいぞ！」

　マリエと長く過ごせて羨ましいとのたまう元王太子様を前に、俺は役に立たないと判断して本題に戻る。

「どうでもいいから、さっさとデートプランを考えろ。お前ら無駄に恋愛経験は豊富だろうからな」

　投げやりな態度で聞いてやると、腕を組んだグレッグが腕の筋肉を膨らませて服がミチミチと音を立てている。

「お前より慎つつましいのは間違いないけどな」

「は？　お前らの方がモテるだろ？　一年の頃から、女には困らないです、って態度だったじゃないか」

「俺がまともに付き合ったのはマリエだけだ！」

　女性経験の少なさを堂々と宣言するグレッグに、俺はちょっと引いてしまう。普通なら恥じる場面だろうに、こいつはむしろ経験の少なさを誇っていた。

「そうか。聞いて悪かったな。──あれ？　でもグレッグ、お前は婚約者がいたよな？」

「政略結婚だからな。何度か顔を合わせただけだと前にも教えただろうが」

「あ、そう。なら筋肉馬鹿は頼りにならない、と」

「おい！」

　ユリウスに続いて、グレッグも役に立たなかった。

　次に視線を向けるのはクリスだ。

　だが、こいつは五人の中で一番不器用な奴でもある。

「じゃあ、次はクリス」

「デートプランか。マリエと一緒に王都を散策した時は、剣術の試合を観に行ったな。試合を観ながらマリエに解説したんだが、楽しそうに聞いてくれたのが嬉しかった」

　マリエとのデートを思い出しながら、嬉しそうにするクリスを見て気付いてしまった。

　あ、こいつも駄目だって。

　何しろデートの話を聞いて、マリエの話しか出て来ない。

　俺はため息を吐きながら、今度はブラッドを見る。

「それなら、自称一番の美形のブラッド君」

「自称!?　僕が美しいのは真実だ！」

「お前の中では真実でも、世間は違うの。ほら、早く教えろよ」

　ナルシストのブラッドは、紫色の髪を指先で遊ばせながらデートプランについて話をする。

「ふん！　僕くらいの美形になるとね、デートなんて日常なのさ」

「は？」

「リオンには理解できないかもね。女子は僕と過ごすだけで、それだけで非日常になるのさ。つまり僕は、存在するだけで周囲に特別な日常を与えられる存在だよ」

　自分の台詞に酔っているのか、ブラッドがウインクをしてくる。

　俺は頭を振って、最後に残ったジルクを見た。

「最後はジルクか。聞く前から駄目だってわかるわ」

　深いため息を吐くと、ムッとしたジルクが眉尻をピクピクさせていた。

「これまでの四人と一緒にしないでください。私は恋愛経験も豊富ですし、女性を喜ばせることは得意ですからね」

　他よりも自分は女性にモテると言い張るジルクに、他の四人が険しい視線を送っていた。

　仲間割れだろうか？　いや、いつものことか。

　自信満々のジルクだが、俺は以前にこいつが何をしたのか知っている。

「女性を喜ばせるとは言うが、お前はクラリス先輩に酷いことをしたのを忘れたのか？」

　クラリス。【クラリス・フィア・アトリー】先輩は、ジルクの元婚約者だ。

　ジルクが面会を拒み、話をややこしくしたせいで俺が面倒に巻き込まれた。

　ただ、本人は悪びれた様子がない。

「彼女には悪い事をしましたね。ですが、本当に会わないのが正解だったんですよ。私だって謝って済むなら、さっさとそうしていましたからね」

「だったらさっさと謝れよ」

　こいつは何を言っているんだ？　そう思っていると、ジルクは俺から視線を逸らした。

　何故か俺に同情しているようにも見える。

「リオン君には申し訳ないと思っていますよ。でもね、クラリスはその──重いですから」

「普通じゃない？」

「体重の話と勘違いしていませんか？　クラリスが重いのは愛情ですよ」

「そりゃあ、優しい人だし」

　ジルクは俺が何も理解していないと思ったのか、顔に右手を当ててこちらを心配してくる。

「その鈍感さを尊敬したいくらいですよ。あのですね、クラリスはとにかく重いんです。昔の話をしますが、私が新型のエアバイクを見かけて見入っていたことがあります。別に欲しいとか、口にしたわけじゃありませんよ」

　クラリス先輩との思い出話をするジルクは、何故か冷や汗をかいていた。

「そしたら、翌日にクラリスが私の家にエアバイクを届けに来たんです」

「プレゼントだろ？　良かったじゃないか」

「本当に鈍感な人ですね。私がエアバイクを見ていた時は、クラリスと一緒ではなかった時です」

「──おい、ちょっと待て」

「どこで聞きつけたのか、私が見入っていたエアバイクを送ってきましてね。これが一度ならば偶然と思えますが、その後に何度も続いたんですよね」

　遠い目をするジルクに、他の四人もなんと言っていいのかわからない顔をしていた。

　そうか。クラリス先輩って重かったのか。

　ジルクの話を聞いていても、その程度なら別に──って思ってしまう自分がいた。

　そんな俺の心情に気付いたジルクは、何故か俺を褒めてくる。

「前から思っていたのですが、リオン君は重い女性が好きなのですか？」

「いや、別に」

「本当にそうですか？　私から見ると、リオン君の周りにいる女性は全員重そうな──」

　アンジェたちが重いなら、マリエなんか風で吹き飛ぶくらい軽い女だと思うのだが？

　まぁ、こいつらは軽い女が好きなのだろう。

　俺は無難に普通が好きだけど。

「それで、お前のデートプランは？」

「お嬢様の気を引くなら、普段通い慣れていない場所がおすすめです。大衆店にでも誘えば、刺激的と思ってくれますよ。むしろ、予算のかかるデートは彼女たちにとっては普通すぎて刺激が乏しく感じられますからね」

　意外と頼りになるアドバイスをもらえた。

「お前、卑怯な奴だけど実は頼りになるのか？」

「卑怯だけは余計ですが、褒め言葉として受け取っておきますよ」

　まさかジルクの意見が役に立つとは思わなかった。

　それでは、アンジェが行ったこともないような店に連れて行こう。

　どの店がいいかと思案し始めると、ユリウスが俺に声をかけてくる。

「リオン、ちょっといいか？　昼食がまだなら、俺に付き合ってくれ」

「お前と？」
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　校舎裏にあるベンチに腰掛けた俺とユリウスは、屋台で買ってきた串焼きを食べていた。

　ユリウスが案内してくれた店で買ったのだが、結構おいしい。

　本人は申し訳なさそうにしている。

「すまない。もう少し時間があれば、俺が焼いてやれたんだが」

「お昼休みまで串を焼こうとするな。それで、話って何だ？」

　串焼きにかじりつきながら尋ねると、ユリウスは少し間を空けてから口を開いた。

「アンジェリカのことだ」

　──俺が動きを止めると、ユリウスは真剣な表情で続ける。

「俺はアンジェリカを一度裏切った」

「そうだな」

　串焼きにかじりつき、食事を再開しながら俺は話を続けた。

「今にして思えば、俺は何も見えていなかった」

「今も、だ」

「昔よりは見えているさ。いや、第三者になったからこそ見えているのかもな」

　何が言いたいのか？

　ユリウスが本題を切り出してくる。

「虫のいい話だと理解している。だが、お前はアンジェリカを裏切らないでやってくれ」

「俺が？　そもそも裏切るつもりなんて──」

「お前がそのつもりでも、アンジェリカは違うだろ？」

　何か言い返してやろうと思ったのだが、妙にユリウスの言葉が胸に突き刺さった。

　黙って串焼きにかじりつくと、ユリウスは過去の話をする。

「俺はアンジェリカとの婚約破棄をした時、裏切っているつもりはなかった。むしろ、裏切られたと思っていたよ」

「あの頃のお前らは最悪だったな」

「認めるさ。だが、今のお前はどうだ？」

「何が言いたい？」

　ユリウスは串焼きを食べ終えると、空の容器や串を丁寧に片付ける。

　その辺にゴミを捨てるようなことはしない。

「お前には俺と同じ間違いをしないで欲しいと思っただけだ。もし、アンジェリカがお前に裏切られたと思ったら、立ち直れないかもしれないぞ」

「だから、裏切るつもりは──ないって」

　傍はたから見れば、俺の振る舞いはアンジェに対する裏切りだろう。

　週末になればマリエとエリカとお茶会をして、時には王妃であるミレーヌ様に手紙を出す。

　裏切っているつもりはない。だが、それをアンジェがどう思うかは別だ。

　俺が俯いていると、ユリウスが何とも言えない微妙な顔をしていた。

「それから友人として言わせて欲しい」

「何だ？」

「母上を口説くのを止めろとはもう言わないから、できれば俺の知らないところでやってくれ。息子としてどんな顔をすればいいのかわからないんだ」

　本当に悩んだ顔をするユリウスを見て、俺も困ってしまう。

「う、うん」

　とりあえず、返事だけはしておいた。




　　　◇




　週末。

　その日のアンジェは、ドレッシーな赤のワンピースに身を包んでいた。

　瞳の色と同じ赤い服装を好むアンジェは、白くて小さな手提げ鞄を両手に持っていた。

　パンプスを履いており、カジュアル寄りだがフォーマルでも通じそうな恰かっ好こうだ。

　そんなアンジェが、待ち合わせ場所に来ていた。

　──まだ十分前だ。

「ごめん、待たせたね」

　謝罪から入ると、アンジェは小さく頭を振る。

「いや、私が早く来すぎただけだ」

「そ、そっか」

　普段は一緒に過ごすことが多いのだが、今日に限って外での待ち合わせを希望したのは俺だ。普段と違う日常を、という五馬鹿の意見を採用したためだ。

　おかげで普段と違う刺激はあるものの、俺もアンジェもぎこちなくなっている。

　二人で歩き出すと、ついてきているルクシオンが俺にだけ聞こえるように。

『マスター、アンジェリカの外見を褒めなくてよろしいのですか？　今日のために、随分と気合いを入れてきているようですが？』

　言われて初めて気付いた俺は、しまったと思いながらアンジェの姿を褒める。

「アンジェ、その服装よく似合っているよ！」

「そうか。ありがとう」

　微笑むアンジェだが、何故か失敗したような気がした。

　恋愛シミュレーションゲームであれば、きっと好感度が上がらないか、もしくは下がるような効果音が聞こえるような場面だろう。

　ゲームであればロードでもすればいいが、現実となればセーブもロードもない。

　リセットすらない。

　あるのは電源ボタンだけだ。

　俺は素直に謝ることに。

「ごめん。もっと先に褒めるべきだった」

「謝るな。お前はもっと堂々としていろ」

「いや、でもさ」

「──いいから行くぞ」

　アンジェが歩く速度を上げたので、俺は慌ててついて行く。

　その様子を見ていたルクシオンは、呆れていた。

『無自覚である時の方がマスターは実力を発揮しそうですね。自覚すると駄目になるタイプですよ』




　　　◇




　デートを開始して王都を歩いていると、壊れた建物の周りに足場が作られ解体作業が行われていた。

　作業用に改良した鎧よろいが、次々に瓦礫を撤去していく。

　その様子に足を止めたアンジェは、復興作業について話をする。

「金のかかる鎧まで出して復興作業を急いでいるな」

　鎧というのは基本的に、魔石を燃料として動いている。

　王都にあるダンジョンで採掘される魔石が常に買い取られているのは、エネルギー資源として利用されているからだ。

　ただ、需要と供給のバランスが取れていない。

　需要に対して供給が追いついておらず、普段の仕事に鎧を持ち出すというのは採算が合わないことが多かった。

　それを無視して復興作業が行われるのは、ここが王都だからだ。

「やっぱりどこでも金持ちが強いよね」

　皮肉を口にすると、アンジェが俺の顔を見て小さくため息を吐いた。

「え、何か悪い事でも言った？」

　今の台詞はまずかったのだろうか？

　不安に思っていると、アンジェは「いや、そうではない」と言って呆れた理由を話してくれる。

「王国の財政でも厳しいはずだ。一昨年は旧公国との戦争があったばかりだ。傷も癒えぬ内に、王都が被害を受けたのだからな」

　短期間に二度も王都は被害を受けている。

　ホルファート王国の財政も厳しいようだ。

　そして、アンジェは誰が復興作業を急がせているかを知っていた。

「それでも急がせるのは、王国の権威を保つためだ。いつまでも王都に生々しい傷跡が残っていれば、それを見た領主貴族たちが王国の力が弱ったと判断するからな。──王妃様も頭を抱えておられるはずだ」

「ミレーヌさんが？」

　王妃様を名前で呼ぶと、一瞬だがアンジェの表情が曇った。

　しまったと思って手で口を押さえると、アンジェが無理をして笑顔を作る。

「あの方がお前と同年代でなくて安心したよ」

「いや、別に本気で口説いているわけではなくて」

　言い訳をすると、アンジェが微笑む。

「知っているさ。さて、そろそろデートに戻ろうか」

「あ、あぁ」




　　　◇




　再び歩き出し、目的地である喫茶店へと向かう。

　そこは誰でも入れる雰囲気を出す喫茶店だが、店内は落ち着いた雰囲気で過ごしやすい。

　家具などもいつも綺麗で手入れがされ、お茶や軽食などのいい匂いが漂う店だ。

　二人して店に入ると、カウンター越しに店主が席を案内してくれる。

　窓際のテーブル席に向かうと、店主がメニューを持ってきた。

　アンジェと一言二言会話してからメニューを決めると、店主がカウンターに戻っていく。

　この店が前回の騒ぎで破壊されずに済んで良かったと思っていると、アンジェが口を開いた。

「いい店だな」

「そうだね。俺も初めて来たけど、気に入ったかも」

「リオンが好きそうな店だからな」

　確かに俺好みの店だな。

「アンジェは嫌い？」

「嫌いではないよ。ただ、私の好きな紅茶がないのは気になるな。店主の趣味ではないらしい」

「あ」

　今になって気付いてメニューを見れば、確かにアンジェが好きな紅茶が載っていない。

　他にもアンジェが好きそうなお茶請けがなかった。

　失敗したと頭を抱える。

「ごめん、もっと詳しく調べるべきだった」

「別に構わない」

「いや、でも今日はアンジェのためにデートをしたわけで」

「だから、気にしていない。お前はもう公爵だ。この程度で謝るな」

「それでも悪いと思うしさ」

　俺がなおも謝ろうとすると、アンジェがテーブルに拳を振り下ろした。

「私は気にしないと言っている！」

「──アンジェ？」

　急に激高するアンジェに驚くと、周囲の客たちも何事かと俺たちの席に視線を集めていた。

　店主がカウンターから様子をうかがっていたので、何でもないとジャスチャーをするとアンジェも気付いたらしい。

「す、すまない」

　顔を赤らめるアンジェは、一度俯くが居たたまれなくなったのか席を立つと店を飛び出してしまう。

「アンジェ！」

　追いかけようと席を立った俺は、注文したのを思い出して財布からお金を取ってカウンターに置いた。

「釣りはいいから」

　そのまま店を飛び出すと、ドア鈴が何度も揺らされ大きな音を立てた。

　周囲を見回すと、アンジェの姿が見えない。

「くそ！　どこだよ」

『──問題ありません。アンジェリカの現在位置は把握しています。ナビゲートを開始しましょうか？』

「頼む」

　ルクシオンに案内されながら走る。

「何がいけなかった？」

　走りながら問い掛けるが、ルクシオンもハッキリした答えを持っていなかった。

『不甲斐ないマスターに憤いきどおった、にしてはおかしいですね。これまでにも情けない姿を披露していますから』

「悪かったな！」

『精神的に疲弊しているのでしょう。マスターに自分の理想を重ね、その違いに苛立っているというのが私の予想です』

「確かにアンジェの理想は高そうだな」

『それでもアンジェリカはマスターと婚約しました。理想と違うのは事前に知っていたはずです』

　走っていた俺は、ルクシオンの言葉に足が止まる。

「呆れられたってことか」

　何となく予想はしていたし、来るべき時が来たか──そう思えてしまう。

　ただ、ルクシオンはヤレヤレという仕草をしながら。

『この程度で呆れられるなら、そもそも婚約などしていないでしょう。マスターはアンジェリカの愛を疑っておられますね』

「愛だって冷めることもあるさ」

『同意します。ですが、今回の場合は違うはずです。アンジェリカは、マスターとのデートを楽しみにしていましたからね』

　歩き出してアンジェがいる場所に向かうと、高台が見えてきた。

　高台から王都を眺められる場所として人気らしく、そこにはベンチなどが設置されている。

　アンジェは柵に掴まり、王都の景色を眺めていた。

　近付くと振り向いてくるのだが、アンジェは泣いていたらしい。

「アンジェ、その──」

「謝るな。お前が謝ると、私が情けなくなってくる」

「──え？」

　アンジェが俺に今の気持ちを吐露し始める。

「お前に謝らせたと──自分が嫌になる」

　そのままアンジェはその場に泣き崩れてしまった。




　　　◇




　高台にあるベンチに座り、アンジェが落ち着くのを待っていたら夕方になった。

　時々人が来るのだが、俺たちを見ると別れ話でもしているのかと思って離れていく。

　──泣いている女性は苦手だ。

　落ち着いたアンジェは、先程の件を謝罪してくる。

「すまなかった」

「いや、それよりさっきの自分が嫌になるって？」

「そのままの意味だ」

「えっと──」

　俺たちのやり取りにらちがあかないと思ったルクシオンが、俺とアンジェの間に入って取り仕切り始める。

『アンジェリカ、どうしてマスターが謝罪すると貴女あなたの責任になるのですか？　マスターが情けないのは、マスターの責任です』

　俺が情けないのは事実だが、ここまでハッキリ言われると腹が立つ。

　しかし、ルクシオンと口喧嘩をしている場合ではないので、ぐっと堪える。

　アンジェは涙目のまま、ルクシオンを見て首をかしげる。

「リオンは公爵だぞ。それに、国を何度も救った英雄だ」

『──社会的立場から、マスターは安易に謝罪をするべきではない、と？』

「そうだ。それなのに、私はリオンに謝らせてばかりいる。私は妻になる女なのに。それに、リオンを満足に支えてやれない」

　両手で顔を覆って涙を流すアンジェに、俺は素直な気持ちを伝える。

「いや、そんなの関係ないって」

　だが、俺の価値観はアンジェには通じなかったらしい。

「関係ない、だと？　それは私がお前に相応しくないという意味か？　私の力などいらないと？　あぁ、そうだろうな。お前にはルクシオンがいるからな」

　顔を上げたアンジェは、泣きながら笑い始める。

「そういう意味じゃないって！　力とかそんなのじゃなくて──」

　俺が必死に伝えようとしていると、ルクシオンが割り込んでくる。

『マスター、時間です。学生寮に帰宅してください』

「今はそんなの──」

『どうでもいい、ですか？　お互いに距離を置いた方がよろしいと思いますが？』

　アンジェはまた泣き出してしまい、説得する状況でもなかった。

「戻ろう。だけどその前に言わせてくれ。俺はアンジェをいらないなんて思ったことはないから」

　だが、アンジェに俺の言葉は届かないようだ。

「──私たちは互いを知らなすぎたな」




　　　◇




　アンジェを送り届けて学生寮の自室に戻って来た俺は、ベッドにそのまま仰向けに倒れ込む。

　天井を見上げていると、ルクシオンが報告してくる。

『クレアーレから報告です。アンジェリカは、リビアに慰められ眠ったそうです。結果を聞いたリビアは、マスターにお怒りのようですよ』

「──どうしろっていうんだよ」

　何を間違えたのだろうか？

　アンジェが俺のために頑張っているのは知っていたし、今日はあまり無理をしないで欲しいと伝えたかった。

　俺のために実家と争う必要はない。

　それが、丸く収まるどころか最後のあの台詞だ。

「互いを知らなすぎた、か。確かにここまで勢いだけできたからな。俺みたいな浅い人間を近くで見ていれば、幻滅くらいするか」

『マスターにしては自己評価ができていますね。しかし、今回の場合、問題は別にあります』

「別？」

『価値観です。マスターもマリエも、前世の価値観が強すぎます。クレアーレが得た情報から推測するに、アンジェリカはマスターを支える存在になりたかったのでしょう』

「今でも十分に支えてもらっているさ」

　俺には勿体ないくらいの素晴らしい女性だ。

　それを理解しているから、無理はして欲しくなかったのに。

『アンジェリカはマスターを過大評価していますね。一代で公爵にまで上り詰めた英雄となれば、その相手となるアンジェリカにはプレッシャーもあったのでしょう。そのために努力してきた彼女にしてみれば、それらが無駄であると言われているようで腹も立つのでは？』

「理解できないね」

『アンジェリカは、マスターがレッドグレイブ家に利用されないよう立ち回っていました。あの年齢でする苦労ではありませんよ』

「レッドグレイブ家の力とかいるかよ。アンジェさえいれば」

『それを言って、アンジェリカは納得してくれるでしょうか？』

　俺が黙ってしまうと、ルクシオンが価値観について話をする。

『マスターが前世で生きた時代とは違います。この世界にはこの世界のルールがありますからね。それをマスターの基準で安易に否定するというのは傲慢ですよ』

　前世の記憶を持つ俺からすれば、そもそもこの世界は価値観が違いすぎる。

　貴族社会も前世の俺には馴染みがなかった。

　面倒くさいから遠ざけて見ないようにしてきたが、出世しすぎて無視もできない。

　ただ、価値観の違いというのはどうにもならない。

　前世でもよく価値観の違いで離婚する夫婦がいたな、と思い出す。

「価値観の違いは致命的だよな。いっそ婚約を破棄して、アンジェを自由にした方が──」

　そこまで口にして、ユリウスの言葉を思い出した。

　俺に裏切られたら、アンジェはもう立ち直れない、と。

「──俺がアンジェに合わせてやればいいのかな？」

『マスターがこの世界の貴族社会に馴染めるでしょうか？』

「無理だな。でも、それっぽく振る舞うことくらいできるさ。──今度レッドグレイブ家の屋敷に顔を出すぞ」

　取り繕うことくらいできるはずだ。

　いつもそうやって問題を乗り越えてきたのだから。











第03話　「愛好家」









　王都にあるレッドグレイブ家の屋敷。

　出迎えてくれたのは、何故かヴィンスさん──アンジェパパである公爵だった。

「よく来てくれた。君が来ると聞いて、大急ぎで駆けつけたよ」

「は、はぁ」

　ギルバートさんが交代で自領に戻ったらしいが、わざわざ公爵が俺に会うために王都まで来たのか？

　ちょっと信じられなかった。

　アンジェパパは、応接間に客を一人連れて来ていた。

　事前に知らせを受けていたが、その人物は俺を見ていた。

「あの、そちらの方は？」

「君に是非とも紹介しようと思っていた男だよ」

　アンジェパパが連れて来た人物が、俺の前で恭しく頭を下げてくる。

「お初にお目にかかります、バルトファルト公爵。私は【ドミニク・フォウ・モットレイ】伯爵です」

　ミドルネームがフォウならば領主貴族である。

　伯爵ともなれば、かなりの領地規模なのだろう。

　だが、モットレイ伯爵はどう見ても三十代に見える。

　サラサラした金髪は毛先が外向きにカールし、髭は手入れが行き届いて不潔な感じがない。

　体も引き締まっており、見た目も悪くない出来る男に見えた。

　アンジェパパが連れて来た経緯を話す。

「モットレイ伯爵とは縁があってね。彼は浮島を領地に持つ伯爵で、国境を預かる者の一人だよ」

「国境を？」

　モットレイ伯爵を見れば、本人は笑っていた。

「当家単独で守っているのではなく、辺境伯を中心に領主貴族たちが合同で守っています。おかげで旧公国の戦いには、公爵の下に馳せ参じることが出来ず無念でした」

「そ、そうですか」

　随分と口の回る人だ。当時の俺の評価など、ゴミ屑以下──とは言わないまでも、かなり低かったからな。

　好んで俺の下に付きたいと言い出す馬鹿はいなかったはずだ。

　ただ、アンジェパパが俺に。

「モットレイ伯爵は君のファンでね」

「──え？」

　驚いてモットレイ伯爵を見れば、俺の手を両手で掴んで大きく上下に振ってくる。

「バルトファルト公爵の活躍を聞いて、私は救われる思いでした。一昨年の決闘騒ぎの頃から注目していましたが、まさかここまでの偉業を達成してくださるとは思いませんでしたけどね」

「い、偉業!?」

　俺が何をしたかと考えていると、モットレイ伯爵がニヤリと笑う。

「王国の糞みたいな慣例をぶち壊して下さいました」

「あ、はい」

　この人はもしかして、学園で女子に何らかの被害を受けたのだろうか？

　俺の考えは的中したらしい。

「当家は父の代で伯爵家に陞しょう爵しゃくしたのですが、私が学園に通っている頃はまだ子爵家でしたからね。結婚相手は酷い女でしたよ」

「そ、それは何と言っていいのか」

　きっと今も苦労しているのだろう。

　だが、俺の予想は裏切られた。

「本当に最悪な女でした。子供が生まれる前に愛人を何人も囲っていましたからね。いったい、誰の子を産むつもりだったのか。──しかし、バルトファルト公爵が公国と一緒に慣例もぶち壊して下さった！　ありがとう。本当にありがとう！」

「え？　え!?」

　困惑していると、アンジェパパが詳しい話を教えてくれる。

「モットレイ伯爵は不貞を理由に妻と離縁している」

「はぁ!?　離縁!?」

　貴族社会の結婚とは、家同士の繋がりを意味している。

　個人の感情で勝手に離婚も出来ないわけだが、これまでの王国は不貞を理由とする離婚すら認めてこなかった。

　それが認められるようになり、モットレイ伯爵はすぐに離婚したらしい。

「レッドグレイブ公爵にも感謝しております。妻のことも何とお礼を言ったらいいか」

　妻？

　首をかしげると、モットレイ伯爵が現在の奥さんについて教えてくれる。

「再婚したのです。彼女は私を長年そばで支え続けてくれた女性なのですが、使用人であったため身分が問題になりましてね。そこで、レッドグレイブ公爵家を頼ったのですよ」

　そこから先はアンジェパパが話をする。

「奥方を当家と関わりのある騎士家に養子に出し、その後子爵家に養子として受け入れ、ある程度の教育をした後にモットレイ伯爵と結婚させてね」

　──それ、経歴ロンダリングじゃない？

　つまり、貴族でもない女性と結婚するために、モットレイ伯爵はアンジェパパに頼んで貴族の地位を買ったのか？

　いや、買わなくとも何か取引でも？

　そう考えていると、モットレイ伯爵が話を変える。

「お二人には頭が上がりませんね。それはそうと、バルトファルト公爵の王都での活躍も伺いましたよ。一夜にして王都を支配下に置いたとか。流石さすがに一代で公爵にまで上り詰めた英雄は違いますね」

「いや、それは」

　俺ではなくルクシオンのおかげ、と言えれば楽なのだが。

　無難に皆の協力があったからこそ、と言うつもりがモットレイ伯爵に遮さえぎられる。

「ですが、少しばかり甘かったですね。私ならもう少しだけ王都に被害を出させていましたよ」

「──あんた何を言って」

　俺が驚いていると、モットレイ伯爵が困惑した様子を見せる。

　すぐにアンジェパパが俺の肩に手を置いた。

「すまないね。彼は出世が早すぎて色々と追いついていなくてね」

　それを聞いたモットレイ伯爵は、数回頷くと笑顔を見せる。

「急激な出世による弊害ですね。いや、むしろ羨ましい悩みと言えるでしょう」

　二人が笑顔で会話をしているのを聞きながら、俺はルクシオンに確認するため合図を送る。

　二人の会話から何を言いたいのか、それをルクシオンが解読した。

『ドミニクはマスターがレッドグレイブ家に加担し、王国に反旗を翻ひるがえすつもりであると考えていたようです。マスターが何も知らないのを不審に思ったのでしょう』

　──そういうことか。

　すると、モットレイ伯爵が俺を真っ直ぐ見つめてくる。

「バルトファルト公爵、一緒に王都を焼きませんか？」

「──笑えない冗談だな」

「冗談？　あなたも領主貴族なら理解しているはずではありませんか？　長年、王国は我々を敵視して虐げてきました。その報いを受けるべきでは？」

　モットレイ伯爵の目は、俺を見極めるような──それでいて、本気の目をしていた。

　本当に王都を火の海にしてやりたい、という気持ちが伝わってくる。

　アンジェパパもこれには待ったをかける。

「モットレイ伯爵は急ぎすぎるな。もっと慎重な態度を心がけた方がいい」

「これは失礼しました。どうやら憧れの英雄殿に出会えて興奮していたようです」
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　モットレイ伯爵が帰ると、アンジェパパと二人になった。

　アンジェパパは笑っている。

「モットレイ伯爵は国境で戦う貴族らしく、過激なところがあってね。今回の件は私の顔に免じて許して欲しい」

「──本気で王国と戦争するつもりですか？」

　単刀直入に尋ねると、アンジェパパは笑みを崩さなかった。

「アンジェと喧嘩をしたそうだね。あの子も何をやっているのか」

　どうやら、アンジェと俺の関係がうまくいっていないのを掴んでいるらしい。

「答えて下さい。もしも本気なら、俺は止めますよ」

　そう言うと、アンジェパパは──ヴィンスさんはやや声が低くなる。

「このまま無理矢理王国を存続させても、いずれ不満が爆発する。それならば、我々の手で被害を最小限にしたいというのは傲慢かな？」

「不満？」

「モットレイ伯爵を見ただろう？　彼のように虐げられた領主貴族たちは、王国に対して不満を抱いている。昨今は状況も変わりつつあるが、だから許せと言って彼らが素直に聞き入れると思うのかな？」

「それは──」

　王国に虐げられてきた領主貴族たちの不満は、状況が変わったからといって収まりはしない。むしろ、弱った王国に対して恨みを晴らそうと考える貴族たちが多いようだ。

　そうか──モットレイ伯爵を連れて来たのは、俺に領主貴族たちが本気であると見せるためなのだろう。

「必要な犠牲だ。このまま無秩序に反乱を起こせば、他国に隙を見せてホルファート王国は分裂することになる。それだけは避けなければならない」

　ヴィンスさんが俺の肩に手を置く。

「君には期待している。君のロストアイテムの力があれば、流す血は最小限で済むだろう。それから、アンジェには私からきつく言い聞かせておこう」

　──アンジェはずっと、こんなやり取りをしてきたのだろうか？
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　レッドグレイブ家の屋敷から学生寮の自室に戻った俺は、ベッドに横になり天井を見上げていた。

「いずれ起こる反乱なら、被害は最小限に、か」

　俺のそばに浮かんでいるルクシオンは、ヴィンスさんの話について語る。

『確かに効果はあるでしょうが、レッドグレイブ家は王家の分家です。快く思わない貴族たちも多いでしょうね。むしろ、レッドグレイブ家は下手をすれば王家と一緒に滅ぶことになりますよ』

　領主貴族たちからすれば、レッドグレイブ家も王家の分家で憎い敵だろう。

　レッドグレイブ家が存続するためには、先頭に立って新たな国を興すしかなかった。

「このまま王家を守ればいいのにな」

『野心でしょう。ヴィンスもギルバートも、王位を狙っています』

「理解できないね」

『彼らの本音は自らの国を手に入れることでしょうが、反乱による被害を減らせるのも事実です。マスターは領主貴族たちにとっても英雄ですからね』

「嫌な結婚から解放したからか？」

『それもあるでしょうが、王国に対して無茶を通すマスターの姿は、彼らにとって待ち望んでいた英雄の姿でしょう』

「ちっぽけな英雄だな」

『アンジェリカと結婚するということは、レッドグレイブ公爵家と手を結ぶという意味です。この世界ではまだ、個人と家とが完全に切り離せていませんからね』

　個人が簡単に死ぬ時代は、家というのが重要だったと聞いたことがある。

　死ぬのが当たり前すぎて、残すべきは家や血筋だった、と。

　個人が尊重される世界というのは、何と素晴らしいことだろうか。

　そんな幸せを知る俺と、この世界しか知らないアンジェでは価値観が違って当然だろう。

「それで、お前の考えは？」

『はい？』

「被害を出さずに王国をまとめる方法だよ。可能な限り血を流さない方法はあるか？」

　人工知能がどんな答えを出すのか？

　俺としては、突拍子もない答えで全てを救える方法を授けて欲しかった。

『速やかにマスターが王都を支配下に置けば、周辺領主たちは手の平を返して矛を納めるでしょう。ドミニクのようにマスターを慕う貴族たちが王都に集まり、新国家が誕生すれば被害は最小限に済みます』

　──ルクシオンに期待した俺が馬鹿だった。

「それはつまり」

『マスターが王になればいいのです』

「馬鹿野郎、そんな方法は却下だ」

　俺が王？　他の奴は知らないが、俺は好き好んで王様になるような人間ではない。

　今でも俺は、田舎に引きこもってノンビリした人生を送りたいと願っている。

『被害を最小限に減らせますが？』

「お前の力を使って支配するって意味なら、レッドグレイブ家と変わらないだろうが。あ〜あ、お前に相談した俺が間違いだったよ」

　役に立たないと伝えると、ルクシオンが俺の顔に近付いてきた。

『自身で解決策が思い付かず、私に答えを求めたのはマスターですが？』
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「だから、お前に相談した俺が間違いだったと認めただろうが」

　そもそも、ルクシオンはホルファート王国が滅んだところで痛くも痒くもない。

　むしろ、新人類が建国した国など滅べばいいと考えているからな。

　この手の面倒な問題が出ると、いつも「滅ぼせば？」みたいに言ってくる。

「誰かに相談するか。でも、こういう話が得意なアンジェは、今回ばかりは頼れないよな」

『普段から頼りすぎていますけどね』

「五月蠅うるさい」

　天井を見上げながら、誰に相談するべきか思案する。

　幾人もの顔が思い浮かび、そうして一人思い付いた。

　俺と同じ境遇の男が一人いたな、と。
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　学生寮の近くにある花壇。

　そこで花に水をやるヘリングは、俺の相談を聞いて馬鹿にすることも笑うこともなかった。

　ただ、難しそうな表情をしている。

「価値観の問題は難しいな。俺もこっちに転生してから、何度も悩まされたよ」

「お前も悩んだのか？」

「前世の記憶が残っているからな」

　ヘリングは暗い表情で小さくため息を吐いてから、空を見上げる。

「俺は騎士になってから戦争にも参加させられた」

「そっか」

　ヘリングの様子から、戦争に参加して何をやったのか容易に想像が付いた。

　騎士や貴族は戦いから逃げることを許されない。

　それをすれば、地位や名声は地に落ちる。

　戦うことこそ誉れ、というのが常識だ。

　そして、戦場では人を沢山殺すと英雄と呼ばれる。

　俺にしてもヘリングにしても、英雄と呼ばれて嬉しくないのはこれが理由だ。

　沢山人殺しをしたという証明でもある。

　ヘリングも俺の気持ちを察したのか、頭をかいて慰めてくる。

「お互いに苦労するな。いっそ前世の記憶がない方が──いや、なかったらミアに気付いてやれなかったか」

　前世の記憶などなければ悩まなかったとも思うが、俺がこうして今も無事に生きていられるのは前世の知識のおかげだ。

　ヘリングにしても、前世の知識を持つからミアちゃんと出会えているわけで。

「俺も前世の記憶がなかったら、今頃は死んでいたな」

　ゾラに売られそうになったことを思い出すと、前世の記憶を持って転生したのは正解だろう。

　ヘリングは困ったように笑っている。

「お前も苦労しているな」

「ヘリングがいて助かったよ。こういう悩みは、五馬鹿には相談できないからな」

「マリエがいるだろ？」

　確かにマリエも俺たちと同じ転生者だ。

　しかし、決定的な違いがある。

「あいつは戦争で人を殺していないからな」

「──そうだな。それなら相談できないか。だけど、そのままでいて欲しくはあるな」

　ヘリングが遠い目をすると、俺も小さくうなずく。

　マリエが戦争で活躍？　あいつには似合わない。

　ヘリングはアゴに手を当てて考え始めた。

「帝国にいれば、皇帝に相談できたんだがな」

「皇帝陛下に？　お前、やけにフレンドリーだな」

　気軽に皇帝に相談すると言い出すヘリングに驚くと、本人は少し焦った顔をする。

「言わなかったか？　うちの皇帝──ミアの父親は転生者だ」

「嘘だろっ!?」

　転生者が多すぎないか？　一人で驚いていると、ヘリングが右手を顔に当てる。

「五月蠅い爺さんだが、こういう時は頼りになるんだよ。伊達に年を取っていないからな。人生経験豊富な転生者がいれば、相談してもいいんだろうが」

　悩むヘリングを見る俺は、そこで一人思い当たる人物に気付いた。

「──エリカだ」
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　俺はすぐにエリカのもとに向かった。

　平日とあって周囲に取り巻きが多かったが、俺が近付くと気を利かせて離れていった。

　すぐにエリカを茶会室に誘い、二人きりになると相談する。

　エリカは俺の相談を聞いて。

「──伯父さんは、アンジェリカさんとの価値観の違いで悩んでいるのですね」

「そうだよ」

　姪っ子に恋愛相談をしている自分が恥ずかしくなってくるが、相談できる相手が限られているため頼らせてもらう。

　そばに浮かんでいるルクシオンが、俺の負い目につけ込んでくる。

『伯父という立場でも、人生経験はエリカの方が上ですからね』

「お前はもう少しマスターを尊重しようと思えないの？　お前が俺に優しくなったら、こっちも気を遣うんだけど？」

『結構です』

　俺の気遣いなど不要と言い切るルクシオンを見て、エリカはクスクスと笑っていた。

「伯父さんとルクシオンはいつも仲が良いですね」

　ここにも勘違いをしている人間が一人。

「エリカはこいつの口の悪さを理解していないな？」

「好きなように言い合える関係は貴重ですよ、伯父さん。それよりも、アンジェリカさんのことを大事に想っているのですね」

　微笑むエリカは、年下とは思えない包容力を持っていた。

　そんなエリカから顔を背ける。

「色々とあったんだよ」

「そこは素直に愛していると言いましょうよ。伯父さん、あまり本音を口に出さないタイプですね」

「本音？　俺はいつも本音だよ。思ったことをすぐに口に出して、周りから疎まれているからな」

　笑ってやると、エリカは俺を微笑みながら見ていた。

　その目が俺の心の中を覗いているような気がして、視線を逸らす。

　エリカはそんな俺の子供のような態度を咎めず、解決策を話し始める。

「もしも、伯父さんがアンジェリカさんと一緒にいたいなら、優しくするのは逆効果だと思いますよ」

「え？」

　顔を上げてエリカの顔を見れば、本人は笑みを消して真剣な面持ちだった。

「アンジェリカさんは、伯父さんを支えたい。いえ、隣に立って一緒に何かを成したいんだと思います」

「アンジェが？」

「伯父さん、忘れていませんか？　アンジェリカさんは、本来ならホルファート王国の王妃になる女性だったんですよ」

　アンジェは元々ユリウスと婚約しており、何事もなければいずれは王妃になっていた女性だ。それは知っているし、忘れたことはない。

「忘れてないって」

「それなら、理解していませんね。アンジェリカさんは、一国の王妃になるため育てられた才媛です。プライドも高いですからね。ただ、守られているのが耐えられないんです」

　守られているだけが嫌、か。

　確かに、以前にそんなことを言っていたな。

　すぐにルクシオンの力を借りて楽をする俺とは、そもそも考えからして違った。

「並んで同じ物を見て、感じて、そして頼って、頼られて、支え合いたい。でも、伯父さんは何でも一人で出来てしまうから」

「別に一人じゃ」

　言い訳をしようとするが、エリカが微笑み首を少しかしげた。

「仲直りできる、とっておきの方法を教えますね」
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　デートから数日が過ぎた放課後。

　廊下を歩くアンジェは、リビアに手を引かれていた。

　あまり気乗りがしないアンジェを、リビアが強引に引っ張っている。

「アンジェ、もう始まっていますよ」

「落ち着け、リビア。用事を終わらせたら向かうから」

「駄目です。そうやってリオンさんから距離を取って、参加しないつもりですよね？」

　用事を理由に、集まりに参加しないつもりでいたのをリビアに見抜かれる。

　ばつが悪いアンジェは、参加したくない理由を話す。

「リオンにどんな顔をして会えばいい？　私は、これ以上嫌われたくないんだ」

「それなら余計に、リオンさんに会って下さい！　もうみんな集まっているはずですから」

　そうしてリビアに引っ張られて目的の教室にやって来る。

　普段使用している教室は、生徒たちが下校したこともあって静か──ではなかった。

　教室内からリオンの怒鳴り声がする。

「駄目だって言っているだろうが！」

　その他にも複数の声が教室から廊下まで聞こえており、アンジェとリビアは顔を見合わせると首をかしげた。

「いったい何の集まりだ？　リビアは知っているんだろう？」

「いえ、私はリオンさんからアンジェと仲直りするため、としか」

「な、仲直り？」

　リオンが仲直りをしたいというのは、アンジェにとっても嬉しい情報だ。

　しかし、教室内からはリオンの叫び声が聞こえてくる。

「帰れ！　帰ってよ！　お願いだから！」

　誰かに必死に帰って欲しいと叫び続けているが、教室内からは拒否する声が聞こえてくる。

　ドアの前に立っていたアンジェは、勇気を振り絞って手を伸ばす。

　ドアを少し開けて中の様子を覗くと、そこにいたのはいつものメンバーだった。

（ノエルは来ているな。ん？　あそこにいるのは、ジェイク殿下たちか？　帝国からの留学生たちもいるな。それに、エリカ王女までいるだと!?）

　階段教室で教壇に立つリオンは、机を何度も手の平で叩いていた。

　リオンの目の前にいるのは、マリエを中心とした五人組だ。

　珍しいことに、リオンがマリエたちに懇願している。

「お前たちはお呼びじゃないの！　お願いだから帰って下さい！　もうお金もあげるから！」

　リオンがお金を払うから帰って欲しいと言っているのに、マリエたちは立ち去ろうとすらしなかった。普段なら、お金をもらってさっさと出て行くはずなのに、だ。

　マリエがリオンに抗議する。

「そうやって自分たちだけ良い思いをするつもりでしょ!!　許さないわよ。私、そんなの絶対に許さないから!!」

　教壇にしがみつくマリエの後ろでは、目を血走らせたユリウスの姿があった。

「リオン、俺たちは友達だろ？　だから連れて行け！」

「俺がいつ、お前と友達になった？」

「今だ！」

「大人しく帰れ！」

　ユリウスだけではない。

　更にジルクも。

「リオン君、私たちは君の部下ですよ。頼ってくれないなんて、水くさいではありませんか」

「頼りたくないから連れて行かない、って発想はないの？　帰れ」

　ブラッドがジルクを押しのけ、自分を連れて行けとアピールし始める。

「それならば、僕の出番だろ？　魔法を使いこなす僕のような存在は欠かせないはずだ。さぁ、僕を連れて行くと約束したまえ！」

「いりませ〜ん！　帰って鏡でも見てろ」

　ブラッドも拒否されると、今度はグレッグに強引に押しのけられた。

「ここは俺の出番だろ、リオン！　他の奴らと違って経験豊富で頼りになる男が必要なはずだ。俺を頼ってくれ！」

「帰れ、筋肉」

「ふふっ、褒めてくれるって事は、連れて行ってくれるんだな？」

「──ごめん、帰って」

　段々とリオンの元気がなくなっている。

　ポージングするグレッグを蹴り飛ばしたクリスが、リオンに自分を参加させて欲しいと頼み込む。

「リオン、私は役に立つぞ。お前も共和国で私と冒険しただろ？　お前と私は、もう一蓮托生のパーティー。つまり命を預け合う仲間だ。是非とも今回の冒険の旅に参加させて──」

　クリスが言い終わる前に、アンジェは駆け出していた。

　クリスを突き飛ばす。

「冒険の旅だと!?」

「──ぐへっ!?」

　突き飛ばされたクリスが、うめき声を上げているが今は気にしている余裕はなかった。

　興奮したアンジェを見るリオンは、少し引いていた。

「う、うん。実は宝探しをしようかと思って、今日は計画を立てようと」

　よく見れば、黒板には精巧な地図が貼られていた。

　これから計画を立てるつもりだったのだろうが、話を聞きつけたマリエたちがやって来て迷惑していたようだ。

　アンジェはユリウスやマリエを押しのけて、リオンに近付く。

「私を誘ったということは、参加させる意思があるんだな？」

　互いの鼻同士が触れそうな距離。

　リオンは照れから顔を赤くしているが、アンジェは冒険と聞いて興奮して顔を赤くしていた。

　リオンが身を引いて距離を作ると、咳払いをしてから計画について話す。

「当然、アンジェにも協力してもらうつもりだ。今回は俺がアインホルンを出して、宝のある浮島に向かう」

　リオンが張り出した地図に拳を軽く何度か当てると、アンジェも黒板に近付いて地図を間近で食い入るように見る。

「随分と精巧な地図だな。紙も新しい。本物か？」

「間違いない。地図の方は、ルクシオンが用意した」

　リオンがルクシオンを見ると、アンジェの視線もそちらに向かう。

　ルクシオンは会釈するように赤いレンズを小さく上下に動かした。

『はい。古い地図を私が見栄え良くしました』

「お前は本当に何でも出来るな」

　感心しつつも、アンジェは視線をすぐに地図へと戻す。

「建物？　古城か？」

　呟くと、何故かマリエが会話に割り込んできた。

「崩壊した古城のダンジョンよ！　魔石もお宝も沢山あるわ。攻略すれば、一攫千金で貧乏生活からおさらばして、あに──リオンに媚こびる必要もなくなるのよ！」

　興奮しているマリエの話を聞いて、ユリウスたちが更にやる気を見せる。

「それはつまり、マリエがリオンと過ごす時間が減るということだ。お宝も見つけて、マリエとの時間も確保できる。こんな素晴らしい冒険に参加しないなど、俺には耐えられない！」

　マリエたちは、既に財宝は手に入れたつもりで話している。

　それが妙に腹立たしいアンジェだが、無視してリオンに話しかける。

「私も参加する。いつだ？　いつ出発だ？」

　リオンとの仲がギクシャクしていたことも忘れ、アンジェはすがりついていた。

　リオンの腕を掴んで抱きしめている。

　掴まれたリオンはタジタジだ。

「だから、その予定を今日決めようと思ってみんなを集めたのに、余計な連中まで参加するから」

　リオンの視線が向かうのは、マリエたちの他に集まったと思われるジェイクたちだった。

　小柄なジェイクが、腕を組んで不敵に笑っている。

「こんな心躍る冒険の話を聞いて、参加しない奴は貴族ではない。アーレ、お前も付いてくるだろ？」

　貴族として当然！　とキリッとした表情で告げた後に、自分の後ろに立っていたアーレに振り返っていた。

（あぁ、女に自分の実力をアピールしたいのか。ジェイク殿下は冒険に対して不誠実すぎるから駄目だな）

　アンジェの中で、ジェイクに対する評価が一段とは言わず二段ほど下げられた。

　ジェイクに見つめられたアーレだが、こちらは手を合わせていた。

「参加させていただけると嬉しいです」

「ふふ、任せろ。バルトファルト公爵、我々も参加だ」

　決定事項のように告げるジェイクに、リオンは冷めた目を向けていた。

「お前ら一年じゃん。役に立たないから学園に残れよ」

　リオンがそう言うと、ユリウスを筆頭にした五馬鹿たちがジェイクにブーイングを行う。

「そうだ、お前らは帰れ！」

「何だと!?　廃はい嫡ちゃくされた出来損ないの癖に！」

　いきなり始まる兄弟喧嘩。

　リオンは大きなため息を吐いていた。

「ユリウス、お前らも帰っていいぞ」

「リオン、冷たいことを言うな！　友達だろ!?」

「止めろ！　脚にすがりつくな！」

　ギャーギャーと騒がしい教室内だったが、その男が口を開くと一気に静かになった。

　男の名前はオスカルだ。

「自分としては、ジェナさんとの未来のために資金稼ぎをしたいですね。ですから、お義兄さん、参加させていただけないでしょうか？」

　オスカルは自然に発言するが、事情を知る周囲の人間はリオンに視線を向ける。

　これはバルトファルト家の家庭問題も絡んでおり、判断するのはリオンしかいなかった。

　オスカルは場の空気が変わった事も理解できないのか、リオンに頼み込む。

「この際、雑用でも構いませんから。ジェナさんに相応しい男になるため、どうかお願いします！」

　オスカルの真摯な態度に、リオンは頬を引きつらせていた。

「お前は十分相応しいと思うし、むしろ俺の方が申し訳ない気持ちになるから。お願いだから頭を下げるな。わかったから。お前は連れて行くから」

「本当ですか！　やりましたよ、ジェイク殿下！　自分は参加させてもらえるようです」

　喜ぶオスカルの報告に、ジェイクは顔を真っ赤にしている。

「そこは主人の俺も参加させるように頼めよぉ！」

「え、自分が、でありますか？」

　何故自分が頼み込む必要があるのか？　本当に理解していない顔で、オスカルは首をかしげていた。

　そしてまた騒がしくなる教室内で、アンジェに近付くのはリビアだった。

「アンジェ、その」

　心配するリビアに、アンジェは抱きつく。

「リビア、冒険だ。冒険！　今回は今までと違って、本物の冒険だぞ。もしかしたら、誰も足を踏み入れたことのないダンジョンかもな。お前も参加するよな？　なっ!?」

　キラキラと瞳を輝かせるアンジェに、リビアは微妙な表情をしながら頷いていた。











第04話　「王国貴族の性さが」









　飛行船アインホルン。

　共和国へ留学する際に建造した飛行船は、今ではすっかり俺の船という認識が持たれるようになった。

　船首にある一本角が特徴的なアインホルンは、青空の中を進む。

　甲板に出ると強い風を受けたリビアが、髪の毛を手で押さえながら俺に話しかけてくる。

「リオンさん、どんな魔法を使ったんですか？」

「魔法？」

「アンジェです、アンジェ！　少し前まで、リオンさんに嫌われるって落ち込んでいたのに、昨日なんか出発が待ち遠しくて眠れなかったみたいですし」

　確か、エルフの里に出かけた際も同じ事があったな。

　あの頃からアンジェは変わらず、冒険者に対して強い憧れを抱いていた。

　いや、冒険そのものだろうか？

　未開の地に足を踏み入れ、お宝を手に入れる──そんな冒険者に貴族たちは憧れる。

「魔法も手品も使ってないよ。ただ、アンジェと一緒に冒険がしたかっただけ」

　リビアは納得できないという顔をしているが、実際にアンジェが喜んでくれたので俺を許してくれるようだ。

「本当に財宝はあるんですか？」

「ある──はずだ。誰にも見つかっていなければね」

「私としては、遺跡の方が気になるんですけどね」

　リビアは平民出身であるため、冒険者というのは魔石を採掘する人々、というイメージが強かった。

　だから、今回の旅でも財宝より遺跡などを調べられると楽しみにしている。

「そっちは心配ない。古代のお城が見られるよ」

「まるで見てきたように言いますね」

　リビアが俺に疑いの視線を向けてくるので、右手で自分の胸に触れる。

「実はルクシオンを見つけた際に、色んな場所を見て回ったからね。今回の財宝探しも、その際に見つけた浮島の一つというわけ」

「そうなんですか？」

　リビアは俺のそばにいるルクシオンに視線を向け確認を取る。

　ルクシオンの方は、俺に話を合わせてくれた。

『はい。その時の資料から、地図を作製しました。財宝云々は不明ですが、眠っている可能性は高いと思われます』

「それなら楽しみですね。アンジェもガッカリせずに済みそうです」

　アンジェを心配するリビアを見ていると、何とも不思議な気分になってくる。

　本来ならば、あの乙女ゲーで敵対していたはずの二人だ。

　それが今では親友なのだから、世の中は何が起きるかわからない。

　リビアが俺の顔を見上げてくる。

「リオンさん、ありがとうございます」

「何が？」

「アンジェのことです。私では、アンジェをあそこまで元気づけることができませんでしたから。やっぱり、アンジェにはリオンさんが必要ですよ」

　リビアが俺から視線を逸らし、手すりに掴まると甲板から見える空を眺める。

「どうかな？　アンジェに俺は必要ないと思うけどね」

「え？」

「俺の方が必要としているって意味だよ。アンジェも──そしてリビアもね」

　リビアが俺に何か尋ねたそうにしていたが、恥ずかしい台詞を口にした自覚はあったのでこの場を離れることにした。

「ルクシオン、寒くなったから中に入るぞ」

『はい、マスター』

「リビアも早めに中に入った方がいいよ」

　逃げるようにこの場を去ると、背中にリビアの声がする。

「リオンさん、今の台詞をもう一度だけ！」

「恥ずかしいから無理！」




　　　◇




　帝国騎士であるフィンは、アインホルンの食堂で考え込んでいた。

　そばにいるのは相棒のブレイブと、ジュースをストローで飲んでいるミアだ。

　ミアは飛行船の中で楽しそうにしている。

「騎士様、まさかあたしたちまで冒険の旅に出るとは思いませんでしたね」

「ん？　そうだな」

「考え事ですか？」

「いや、真面目な話ではないんだ」

　フィンは深いため息を吐くと、今回の旅の目的を思い出す。

　フィンが誘われた理由だが、これにはミアの治療が関わっていた。

　当初、フィンたちはあの乙女ゲー三作目のシナリオを進め、ミアの覚醒イベントを起こそうと考えていた。

　それにより、原因不明の病が完治するのではないか、と。

　だが、覚醒させて病気が悪化する可能性もある。

　とにかく、あの乙女ゲー三作目の主人公であるミアが、謎の病に苦しんでいる設定など本来はなかった。

　むしろ──苦しんでいたのはエリカの方だ。

（とりあえず、今回参加して不調になるようなら覚醒も危険とは聞いているが）

　フィンが首をかしげているミアを見ると、体調が悪化した様子はない。

（今のところは問題ないか）

　心の中で安堵するフィンは、ミアに微笑みかける。

「心配するな。悩みというのは、まぁあれだ。王国貴族というのは、どうしてこんなにも冒険者にこだわるのか、とね」

「あ〜、納得です。みなさん、普段とは顔つきが違いますよね」

　ミアが納得して返事をすると、視線をフィンから周囲へと向ける。

　そこにいたのは、ユリウスとジェイク。そして、ジェイクの付き添いであるアーレだ。

　ユリウスが、ジェイクの恰好に文句を言っている。

「お前はそんなだらしない恰好で参加するつもりか？　王家の恥になるから、今回はこの船の中で留守番していろ」

　だらしない恰好と言われたジェイクは、自慢の冒険者装備を見せびらかすためにその場で一回転して見せた。

「これが最近の流行なのですよ、兄上。時代遅れのロートルは、船でお茶でも飲んでいて下さい。財宝は俺がアーレと共に持ち帰りますから安心して下さい」

　名前を出されたアーレは苦笑いをしながら、ジェイクをなだめている。

「ジェイク殿下、お兄様にそんな態度は良くないですよ」

「呼び捨てで良いと言っただろう、アーレ。それにしてもお前の装備は年季が入っているな」

　長身の女性？　であるアーレの恰好は、使い込まれた装備に身を包んでいた。

「長年使い込んだ相棒たちですから」

「似合っているぞ、アーレ」

　目の前で過度に仲良くする姿を見せられたユリウスは、無表情でジェイクの背中を蹴った。

　ジェイクが床に倒れ込み、そのまま振り返るとユリウスを睨み付ける。

「何をする！」

「すまん、腹が立った」

「嫉妬か？　ふっ、我が兄上ながら心が狭いな」

　立ち上がりながら煽るジェイクを、ユリウスが眉み間けんに皺しわを作って睨み付けている。

（前世の不良漫画みたいに、メンチを切り合っているな）

　そんな感想を抱くフィンは、他のテーブルに視線を向けた。

　そこでも王国貴族たちは大盛り上がりだ。

「見てくれ！　今回のために装備を新調したんだ」

　ブラッドが煌きらびやかな装備を披露すると、上半身裸のグレッグが嫌な顔をしている。

「男の装備は自分の肉体だろうが。まずは筋肉を鍛えろ、筋肉を！」

　筋トレを勧めるグレッグを見るクリスは、剣の手入れをしながら呆れている。

「過度な筋肉は関節の動きの邪魔になる。それよりも、しっかり武器の手入れをしておけよ。いざという時に使えないなど笑えないぞ」

　うっすらと笑いながら剣の手入れをするクリスを見て、フィンは思うのだ。

（こいつら、本当に一作目の攻略対象たちか？　もっと貴公子然とした連中を想像していたんだがな）

　最後に視線を向けるのは、銃の手入れをしているジルクだ。

　その周りには、爆弾などが置かれている。

「ふふっ、ダンジョンを攻略するのはこの私ですよ」

　今からみんなで協力しようという時に、一人周囲を出し抜くことを考えている。

（これはあれかな？　リオンが関わったせいで、性格が歪んだのかな？）




　　　◇




「我々の目的は！」

　アインホルンの格納庫。

　そこで声を張り上げるのは、冒険をするための装備に身を包んだマリエだった。

　マリエの声に反応するのは、同じく装備に身を包んだカーラである。

「財宝を手に入れて、バルトファルト公爵から自立することです！」

　そして、その横に立つのは、久しぶりにマリエと行動を共にするカイルである。

「自立！　素晴らしい言葉ですね、ご主人様」

　カイルの言葉に、マリエは涙を流す。

「そうよ。私たちは今回の冒険で財宝を手に入れて、自立するの。誰に頭を下げなくても生活できる幸せを、この手に掴むために！」

　五馬鹿という金のかかる五人組を養うのは、並大抵の努力では叶わない。

　マリエは今回の財宝を手に入れて、リオンからお小遣いをもらわずとも生活できるようになりたかった。

　本気で自立しようと考えているのは、エリカの存在が大きい。

（前世の娘の前で、いつまでも兄貴に頼るとか情けなさ過ぎて恥ずかしいのよ！　私は娘のために、尊厳を取り戻すわ）

　これまでとは気迫が違うマリエがそこにいた。




　　　◇




　場所は変わってアインホルンの客室。

　アンジェとリビアが使用している部屋には、ノエルとエリカの姿があった。

　銃の手入れをしているアンジェを見て、ノエルは呆れている。

「みんな冒険と聞くと目の色が変わるわよね。アンジェも人が変わったみたいよ」

　言われたアンジェは、ライフルを構えて引き金を引く。

　弾丸は装填されておらず、金属音だけが部屋に響いた。

「それだけ今回の話は魅力的だからな」

　装備の点検に余念のないアンジェに代わり、エリカが不思議そうにしているノエルに王国の事情を説明する。

「ノエルさんには理解できないと思いますが、王国は冒険者が建国した国ですからね」

「それは聞いたけど、みんな興奮しすぎじゃない？」

「まぁ、代々続く意趣返しといいますか、祖国を見返してやるという反抗心ですかね？」

「祖国？」

「王国の人々は、もとを辿れば多くがラーシェル神聖王国出身ですからね。ラーシェルでは冒険者の身分が低いですから、余計に対抗心を燃やしたのではないか、と」

「ふ〜ん」

　エリカの話を聞き流すノエルに、点検を終えたアンジェが振り向く。

「王国とラーシェルの間には、建国前から因縁がある。そもそも、ラーシェルの政変に巻き込まれた者たちが、追われた先で見つけたのが今の王国の大地だ」

「色々とあるのね。でも、そんな国にリオンは懸賞金をかけられているのよね？」

　懸賞金の話を出されたアンジェは、面白くなさそうな顔をする。

「奴らにとって、我々はいつまでも見下すべき存在ということさ。立場が逆転したとは思いたくないらしい」

　アンジェがラーシェル神聖王国に対して、あまりいい感情を持っていないのを確認したノエルは話を終える。

「色々と事情は理解したけど、その割にみんな楽しそうよね？　昔の恨みが全てとは思えないわ」

　楽しそうと尋ねられたアンジェは、クスクスと笑い、微笑む。

「実際に楽しいからな。血が騒ぐと言えばいいのかな？　冒険者として成功するのは、私の夢の一つだったからな。──リオンには感謝しているよ」

　感謝している。

　そう言いながら、アンジェは少しばかり寂しそうに笑っていた。




　　　◇




　目的地である浮島に到着したアインホルンは、広場を見つけると強引に着陸させた。

　浮かんでいるアインホルンを固定するのは、地面に突き刺さるアンカーだ。

　鎧を使用して荷物を降ろしている最中で、働いているのはユリウスたちだ。

　俺の方はライフルを持って周囲を警戒している。

「よく考えると不思議な浮島だよな」

　双眼鏡を使って周囲を眺める俺の近くには、アンジェとリビアの姿がある。

　アンジェはライフルを持ち、俺と同じように周囲を警戒していた。

　俺の独り言が気になったのか、理由を尋ねてくる。

「何か気になるのか？」

「いや、浮島の中央に古代のお城があるだろ？　その周りが森で囲まれているのはいいんだけど、この浮島には港がないんだよね」

　過去に誰かが住んでいたにしては、どうにも不便すぎる。

　小さな浮島には、城と周囲にある森しかない。

　これがゲームなら気にも留めないが、随分と不自然だった。

　人が暮らしていたようには思えない。

　地図を持ったリビアが、自分たちの現在位置や城の位置を確認しながら俺の疑問に答えてくれる。

「もしかしたら、この浮島は崩れて縮んだのかもしれませんね。昔はもっと大きくて、そこに港があったと思えば不思議じゃありませんし」

　そんなこともあるのか？

　双眼鏡を下ろすと、アンジェが他の可能性を教えてくれる。

「もしくは、土地を削られて奪われたかな？　この浮島が、過去に大陸から切り離された可能性もある」

　色んな可能性があると言われ、俺は一応納得する。

　大事なのは過去ではなく、古代の城に眠る財宝だから。

「過去に何があったか知らないけど、財宝狙いの俺たちには関係ないか」

　そう言うと、アンジェがライフルを担いだ。

「そういうことだ。財宝を手に入れた後に、調査団でも派遣すればいいさ」

　財宝と聞いてウキウキのアンジェだが、リビアの方は小さなため息を吐くと地図を丸めていた。

「私はこの浮島で過去に何があったのか知りたいですけどね。それよりも、この浮島の名前って何ですかね？　古城の方も名前がわかるといいんですけど」

　確かあの乙女ゲーでは、こう呼ばれていたな。

「金きん手しゅの古こ城じょうだったかな？」
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　夜。

　森の外で野営をすることにした俺たちは、たき火を囲んで話し込んでいた。

　切り倒した丸太を椅子代わりにして、金属のコップに注いだ飲み物を飲む。

　夜ともなれば、空を見上げれば満天の星。

　残念なのは、近くにある森から獣たちやモンスターの鳴き声が聞こえてくることだ。

　ムードが台無しである。

　たき火から薪たきぎの弾はじける音が聞こえてきた。

　俺の隣に座っていたノエルが、コップに唇を付けて飲み物を飲むと熱かったのか慌てて息を吹きかけている。

　その様子を見ていると、ジルクたちが楽器を取り出した。

「明日から古城に乗り込むわけですから、今日くらいは楽しく過ごしましょうか」

　そう言って楽器を奏で始めるのだが、それはギターのような楽器だ。

　音楽が流れ始めると、ノエルは俺たちの様子に素直な感想をもらす。

「明日から大変なのに、みんな楽しそうだね」

「無理矢理付いてくるとか、あいつら本当に空気が読めないよな」

「ははっ、リオンも読めないけどね」

　普段の俺が空気を読めていないと言われ、反論しようとするとこちらを見ている赤いレンズと青いレンズが視界の端に入った。

　ルクシオンとクレアーレが、俺の言動を注視している。

　俺は迂闊な反論はしない方がいいと判断して、ノエルと話をする。

「まぁ、こいつらなら大丈夫だろ」

「誰も踏み込んだことがない古城でしょ？　あれ？　お城があるってことは、過去に誰かがいたということだから踏み込んではいるのかな？」

「ルクシオンとクレアーレ曰く、何百年と誰も足を踏み入れたことがないそうだ。おかげでアンジェもリビアも大興奮だよ」

　ノエルがいる方と反対側に視線を向けると、そこではアンジェが興奮気味にリビアに話をしていた。

「明日は絶対に宝を見つけるぞ。リビアも手伝ってくれるだろ？」

「え？　みんなで探査するはずですよね？」

「リビア──こいつらは仲間ではなく、ライバルだ。今回に限っては、リオンも我々の敵になる」

　アンジェが俺を見る目は、どこか挑発的だった。

　勘弁してくれよ。今回は仲直りするために宝探しを予定したのに？

「俺もアンジェたちと宝探ししたい」

　嫌がってみせるが、アンジェは断固として譲らない。

「駄目だ。私はリビアとノエルを連れて参加する。宝を見つけるのは私たちだ」

　その言葉に、反対側に座っていたノエルが体をピクリと震わせる。

「え？　あたしもアンジェリカたちと一緒なの!?」

　どうやら聞いていなかったようだ。

　リビアは苦笑いをしていた。

「みなさんで探査した方が楽しくないですか？」

　ただ、アンジェはどうしても俺との別行動を譲らない。

「今回は駄目だ」

　プイッと俺から顔を背けるアンジェは、先程までとは違っていた。

　俺と距離を置きたいらしい。

「──俺は何かアンジェを怒らせたのかな？」

　困惑していると、近付いてきたエリカが俺に話しかけてくる。

　夜ともなれば冷えるため、エリカはコートを着用していた。

「いいじゃないですか。アンジェリカさんたちの好きにさせてあげれば」

「エリカ──様？」

　つい呼び捨てにしてしまいそうになり、慌てて様を付けて呼んだ。

　エリカは俺に顔を近付け耳打ちする。

「伯父さんに認めて欲しいって教えましたよね？」

「あぁ、そういう。なら、アンジェたちに花を持たせた方がいいか」

　今回の宝探しは、アンジェとの仲直りを考えての計画だ。

　ならば、アンジェに花を持たせて終わらせた方がいいと結論づけると、エリカに呆れた顔をされた。

「え、駄目なの？」

「駄目すぎます。手を抜いて喜ぶ人ではありませんよ」

　そうしてエリカと小声で話をしていると、いつの間にかアンジェとリビア──そしてノエルが、俺たちに冷たい視線を向けていた。

　ひっ！　と喉奥から声が漏れるのだが、エリカの方は驚いた様子がない。

「警戒しなくても、リオン殿を取ろうとは思っていませんよ」

　そんなエリカの言葉を信じ切れないのだろう。

　アンジェはミレーヌさんの名前を出す。

「エリカ様がそのつもりでも、王妃様は違います。あの方は、それが最善と判断すれば迷わず実行する人ですよ」

　ミレーヌさんがそんなことをするはずが──などと口に出せば、またアンジェを怒らせそうなので黙っていることに。

　ただ、何となくこの場は居心地が悪い。

　エリカは困った顔をしていた。

「お母様は王族として生きてきましたからね。その判断も仕方ありません。でも、私には婚約者がいますから」

　その話を聞いて、俺は目を丸くした。

「嘘っ!?」

　そして、少し離れた場所に座っていたマリエは立ち上がり、手に持っていたコップを落としてしまっていた。

「エリカ──様、婚約していたの？」

　震える声のマリエに、そばにいたユリウスが困惑しながら説明する。

「エリカは随分前にフレーザー家の嫡男と婚約しているよ」

「私、そんなの聞いてない!!」

「いや、俺も伝えるような話ではないと思っていたから」

「そういう意味じゃなくて！」

　エリカの婚約に驚くマリエを見て、ユリウスも他の連中も首をかしげていた。

　アンジェがマリエを睨んでいる。

「何を驚いている？　エリカ様は王女だぞ。この年齢にもなれば、婚約者がいてもおかしい話ではない」

　この世界の当たり前──常識を語るアンジェに、マリエは俯いてしまう。

「そんなの酷い」

　そのまま座り込むと、カーラとカイルがマリエに新しいコップを持ってきていた。

　俺も頬が引きつっている。

「あ〜、政略結婚とか？」

　エリカに尋ねると、小さく頷いていた。

　だが、悲しい表情はしていなかった。

　マリエを見て、しょうがない人だな〜と言いたげな優しい目をしている。

「色んな事情で、私がフレーザー家に嫁ぐことが決まりました。特に不満もありませんよ」

「いや、あるだろ？　好きな人とかいないの？　ほら、そこは俺が協力するから」

　前世の姪が政略結婚しようとしているなら、伯父として止めてやる。

　そんなつもりの発言だったが、アンジェが俺の腕を掴んだ。

「止めておけ。それに、エリヤとは仲良くやっているという噂だ」

「エリヤ？　そいつが婚約者か？」

「【エリヤ・ラファ・フレーザー】。侯爵家の嫡男だ。ラーシェルとの国境を任されているからな」

　俺が複雑そうな顔をすると、エリカが笑っていた。

「大丈夫ですよ。私は納得していますから」

「納得？」

　エリカは自分の胸に左手を当てる。

「王女様ですからね」

「──それだけの理由で納得できるのか？」

　どうして笑っていられるのか、俺には理解できなかった。

　エリカも察したのだろう。

　しかし、話の続きをするつもりはないらしい。

「この話はいずれしましょうか。そろそろいい時間ですし、休みませんか？　明日から忙しくなるんですよね？」

　エリカの発言により、今日は休むことになった。
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　翌朝。

　テントから出ると、外にいたのはヘリングたちだった。

　素振りをしているヘリングをミアちゃんが眺めている。

「騎士様、公爵様が起きてきましたよ」

　ヘリングは上半身裸で、剣を振るっていた。

　ミアちゃんから受け取ったタオルで汗を拭いながら、俺に近付いてくる。

「随分と早起きだな」

「お前は朝から素振りか？」

「日課だ」

　短い会話を終えると、ミアちゃんが食事の用意を進めていたらしい。

　俺は頭をかく。

「気を遣わなくてもよかったのに。お前らお客様だろ」

　そう言うと、ミアちゃんが俺の前に来て両手を握って顔に近付ける。

「いえ、お手伝いさせて下さい！　あたしもみなさんと一緒に、冒険をしたいんです！」

「え、そうなの？」

　戸惑ってヘリングとブレイブの顔を見ると、二人とも頭を振っている。

「ミアはこういうのが大好きだからな」

『お転婆娘だからな』

　三作目の主人公様が、二人を見て頬を膨らませている。

「いいじゃないですか。ミアだって、冒険をして財宝を見つけたいんです！　そ、それに、騎士様と一緒なら怖くないですし」

　うつむき頬を赤らめるミアちゃんは、上目遣いでヘリングを見ていた。

　ヘリングはその様子に笑みを浮かべている。

「我が姫様には傷一つつけさせませんよ」

　そしてブレイブが拗ねる。

『ミア、俺は？　俺もいるぞ』

　ミアちゃんが慌ててブレイブにも言う。

「もちろん、頼りにしているよ！　ブー君」

『ブー君は止めてって言ったよね？』

　朝から愉快な連中である。
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　準備を整えて森を抜けた俺たちは、古城の崩れた塀に到着した。

　かつては外敵を寄せ付けないために、立派な城壁があったのだろう。

　しかし、今は殆どが崩れていた。

　植物に覆われ、役目を果たせそうにない。

　俺は地面を見る。

「石畳が少し露出しているな。ここが門のあった場所か？」

　槍を持ったグレッグが近付いてくる。

　古城という場所で戦うことを想定しているためか、今日のグレッグは短たん槍そうという短くした槍を持っていた。

「思っていたより広いな。小さな浮島にあるって言われていたから、俺はてっきり砦を想像していたんだけどな」

　ルクシオンが赤い目を光らせる。

『──マスター、古城の地下にも部屋を確認しました。地下に迷路が用意されています』

「敵は？」

『モンスターの反応が多数。強力な個体も確認していますが、現時点で討伐不可能な個体は存在しません』

　あの乙女ゲーでプレイした通りだな。

　このダンジョンはゲームで何度もクリアしたことがある。

　金手の古城は、大量の財宝が眠っていたダンジョンだ。

　資金繰りに困らないために、早い段階で攻略していた。

　問題があるとすれば、敵の数が多くて厄介という点だ。

　あと、ちょっと怖い。

　俺たちが入り口で止まっていると、アンジェがリビアとノエルを連れて先へと進もうとした。

　リビアは俺の横を通り過ぎると、困った顔をして笑っていた。

　ノエルの方は肩をすくめていたが、アンジェに付き合うつもりらしい。

「アンジェ」

　俺が声をかけると、アンジェが立ち止まり振り返る。

「何だ？　止めても無駄だぞ」

「クレアーレを連れて行っていいよ」

　名を呼ばれたクレアーレが、アンジェたちに近付きながら文句を言う。

『マスターったら人工知能の扱いが荒いんだから。よろしくね、三人とも』

　すると、アンジェが俺を睨み付けてきた。

「いらん。私たちだけで十分だ」

　助力などいらないというアンジェに、俺は相棒のルクシオンを手で掴む。

「俺にはルクシオンがいるからな。これで条件は対等だろ？」

「──お前」

　本気で俺と勝負をしたいらしいから、受けて立つことにした。

　それを望んでいるのなら、俺だって手加減はしない。

「負けた時の言い訳が欲しいなら、クレアーレは返してもらうけど？」

　ヘラヘラ笑って煽ってやると、アンジェがムッとした後に──頬を緩めて微笑する。

「お前こそ、クレアーレを私たちに貸したことを後悔するぞ。負けた時にどんな言い訳をするのか、今から楽しみだ」

　その様子を見たノエルが、頭に手を置いて空を仰いだ。

「二人とも楽しそうで羨ましいな〜」

　リビアがクスクスと笑っている。

「どっちも活いき活きとしていますね」

　アンジェたちが先行すると、その後ろをクレアーレがついて行く。

『みんな待って！』

　三人と一機を見送り、俺が小さくため息を吐くと今度はマリエたちが駆け出した。

「カイル、カーラ！　私たちで財宝を独占するわよ！」

　マリエについて行くカイルとカーラは、真剣な表情をしていた。

「はい！」

「マリエ様、頑張りましょうね！」

　マリエたち三人が古城へと入っていくと、ブラッドが間抜けな声を出す。

「え？　僕たちは？」

　五馬鹿がマリエたちの行動に驚き、立ち尽くしている姿を見る限り置いて行かれたのだろう。

　何とも可哀想な連中だ。

　固まる五人を余よ所そに、ジェイクたちも行動を開始する。

「アーレ、オスカル！　俺たちも古城の探査を開始するぞ。財宝を見つけて、王国の上層部に俺の有能さをアピールしてやる」

　アーレちゃんがジェイクの後ろをついて行く。

「はい、ジェイク殿下」

　笑顔でニコニコした可愛い外見に反して、その装備はどれも使い込まれた物ばかり。

　一人前の冒険者の風格を出していた。

　オスカルは俺に手を振ってくる。

「行って参ります、お義兄さん！」

　屈託のない笑顔を向けられると、こんな青年を姉貴は誑たぶらかしたのかと情けなくなってくる。

　だから、オスカルに声をかけておく。

「──怪我するなよ」

　俺は振り返ってヘリングたちを見る。

「お前らはどうする？」

　ヘリングはミアとエリカを見ると、肩をすくめていた。

「お姫様たちのお守もりもあるから、後ろからノンビリついていくさ」

　それを聞いたミアは不満そうにしていた。

「え〜、騎士様も一緒に財宝を見つけましょうよ〜」

　文句を言うミアちゃんに、ヘリングは困った顔をしていた。ミアちゃんの体調をおもんぱかっての行動だろうが、本人はみんなと宝探しがしたいようだ。

　エリカがミアちゃんをなだめる。

「先行したみなさんは、冒険者として鍛えていますからね。私たちでは足手まといになりますよ」

「う〜、エリカ様がそう言うなら」

　納得してくれたようなので、俺はヘリングに後を頼む。

「それなら、エリカ様たちのことは頼んだぞ。うちの大事な王女様だから、怪我なんかさせたら許さないからな」

　すると、ヘリングが不思議そうにしながら。

「だったら、こんな場所に連れてくるなよ」

　──ま、それもそうなんだけどね。











第05話　「金手の古城」









　ホルファート王国の王宮。

　そこでは、エリカがリオン一行と共にダンジョンに向かったという知らせを聞いたローランドが狼狽うろたえていた。

「誰がエリカを外に出していいと言った!?」

　一緒にユリウスやジェイクも参加しているのに、二人の息子については何も触れない。

　そこには明確な扱いの差が出ていた。

　ローランドがいかにエリカを溺でき愛あいしているかがうかがえる。

　呆れかえって小さなため息を吐くのは、報告したミレーヌだ。

「エリカ本人からの申し出ですよ。バルトファルト公爵との仲を深めるために、とね。あの子は国のために頑張っているというのに、貴方あなたはエリカ一人のために騒いで恥ずかしくないのですか？」

　両手を腰に当てるミレーヌに対して、ローランドは叫ぶ。

「あの子は病弱なんだぞ！」

　ミレーヌにとってもエリカは娘であり、病気のことも当然心配していた。

　しかし、相手はリオンである。

「その件もバルトファルト公爵と話し合いを済ませています。エリカの病気の調査と治療を引き受けてくれるそうですよ」

　ミレーヌもエリカの病が改善するなら、という期待もあって今回の旅への同行を許可していた。

　ローランドはエリカの病気が完治する可能性を考えたのか、一瞬だけ笑みを浮かべる。

　しかし、相手がリオンだと思い出して表情はすぐに苦々しいものへと変貌した。

「あの小僧とエリカが一緒なんて耐えられない！　考えただけでも虫むし唾ずが走るんだよ！」

　結局認めないと騒ぐローランドを前に、ミレーヌは冷たい目を向けていた。
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　金手の古城。

　崩れかけた城の中は、様々な物が朽ちかけていた。

　かつて敷かれていただろう絨じゅう毯たんは、破れてほとんど原形をとどめていない。

　廊下を飾る甲冑も錆びて倒れ、絵画も埃まみれで朽ちかけていた。

　かつて窓があった場所の周辺には、窓枠が朽ちて外れたのだろう、ガラスの破片が散らばっている。

　外を見ると中庭が広がっており、木々が生い茂っていた。

　窓から光が差し込む廊下を歩きながら、俺は深いため息を吐いた。

「──どうしてお前らが俺についてくるの？」

　振り返ると、そこにいたのはユリウスたちだ。

　ユリウスが悔しそうに手を握っている。

「マリエが俺たちを頼ってくれない。これはもう、財宝を見つけてマリエに献上しなければ、信用が得られないと考えたからだ」

「だから俺と行動を共にすると？　自分たちだけで探せば？」

「お前は卑怯だが、能力は高く評価している。それに、ルクシオンが一緒にいるお前なら、財宝への近道と一緒だろ？」

　自信満々に持論を述べるユリウスに、ルクシオンが冷たい態度を取る。

『今回は最低限のサポートしかしませんよ』

「何っ!?」

『当たり前です。これはマスターと、アンジェリカの勝負ですからね。クレアーレにも、最低限のサポートをするように伝えてあります。条件は五分ですよ』

　それを聞いて後ろにいたジルクが、露骨に頭を振る。

「何てことだ。持っている能力を使わないのは、ただの驕おごりですよ。ここは全力を出した方がいいに決まっています」

　財宝欲しさに、俺をうまく乗せようとしているらしい。

「嫌だね。俺はお前らよりアンジェが大事なの」

　そう言って歩き出すと、後ろからクリスとグレッグの話し声が聞こえてくる。

　二人とも俺の言動を疑っているようだ。

「大事に思っている割に、周囲には女性が多いように見えるのは気のせいだろうか？」

「言ってやるな。リオンも男だからな」

「そもそも、複数の女性と婚約している時点で大事と言われてもな」

「まったくだ」

　二人の会話に苛立っていた俺は、立ち止まって振り返るとライフルを構えて引き金に指をかけた。

　二人が俺から距離を取ろうとするので、大声で。

「全員伏せろ！」

　叫ぶと同時に、全員が素早く身をかがめて後方へと視線を向けた。

　薄暗い通路の奥から現れたのは、錆び付いた鎧を着込んだ骸骨だ。

　俺がこのダンジョンに挑まなかった大きな理由は、ここで遭遇するモンスターの大半がアンデッド系だからだ。

　引き金を引くと、ライフルから発射された弾丸がモンスターの鎧を貫く。

　モンスターは弾丸を気にした様子がない。

　何しろ、アンデッドだ。

　物理攻撃に関しては、かなりの耐性を持っていた。

　粉々にしない限り復活するようなモンスターだから、銃というのは相性が悪い。

　しかし、骸骨のモンスターは俺が撃ち抜いた場所から徐々に崩れていく。

　ガタガタと震えだして、次に鎧の中の骸骨が砂になって崩れていった。

「神聖な弾丸は効くな」

　砂になると煙を出して消えていく骸骨と鎧。

　ルクシオンもその様子を見ていた。

『モンスターの討伐を確認しました。やはり、このダンジョンに脅威となるモンスターは存在しませんね』

　今の戦闘から、自分たちの脅威となり得るモンスターは存在しないと判断したようだ。

　ブラッドが冷や汗を拭っていた。

「僕はてっきり、クリスやグレッグを脅すつもりかと思ったよ」

「冗談で銃口を向けたりするかよ」

　流石の俺もそこまではしない。

　ユリウスはモンスターが消えた場所を見つめながら、このダンジョンについて考え始める。

「アンデッド系が多いとは聞いていたが、この城はもしかして呪われているのか？」

　呪われているという話を聞いて、俺は眉をひそめる。

「どういう意味だ？」

「聞いたことがないのか？　恨みや怨念がたまる場所は、アンデッド系のモンスターが出現しやすいそうだ」

　それを聞いて怖くなってきた。

「──嫌な話をするな」

　俺がさっさと歩き出す様子を見て、ジルクが気付いてしまう。

「おや？　もしかして、リオン君は怖い話が苦手ですか？　それでしたら、とっておきの話があるので、是非とも聞いて下さい。実は──」

「黙って周囲を警戒しろ、陰険野郎！」

　俺が叫ぶと、後ろから五馬鹿の笑う声が聞こえてきた。

　くそっ！　俺は怖いのがちょっと苦手なだけなのに。
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「ここだぁ!!」

　朽ちかけた木製のドアを蹴破るマリエは、部屋の中にアンデッド系のモンスターがいるのを確認する。

　そいつは人の姿をしているが、全体的に腐敗していた。

　いわゆるゾンビであり、マリエたちを見ると襲いかかってくる。

　ゾンビが「あぁぁぁ」とうめき声を上げながら両手を伸ばしてくると、マリエは右手を前に出して魔法を放つ。

「邪魔」

　神聖な光を放たれたゾンビは、そのまま砂になって崩れていく。

　瞬殺されたゾンビを見ていたカイルは、マリエの強さに驚嘆していた。

「マリエ様、また強くなりましたね」

「私、このダンジョンと相性がいいの。どんな敵が来ても、二人を守ってあげるから安心しなさい」

　そう言って部屋を探ると、カーラが何かを見つける。

「マリエ様、銀貨ですよ、銀貨！　随分と昔の物ですけど、これは高く売れますよ」

　カーラが見つけたのは、古びた小さな袋に入っていた銀貨だった。

　十枚くらい入っているのだが、マリエは頭を振る。

「駄目。全然足りないわ。二人とも、もっと探すのよ。このダンジョンには、もっと凄い財宝が眠っているわ」

　断言するマリエに、カイルもカーラも不思議そうにしながら頷く。

　マリエは部屋の中に他の財宝がないか探しながら、前世の記憶を思い出そうとしていた。

（前世でこのダンジョンには何度か足を運んだわ。でも、随分前だからほとんど記憶に残っていない。思い出せ、私！　エリカに母親らしいところを見せるためにも、兄貴の経済的な支援から脱却しないと）
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「行くぞぉぉぉ!!」

　両手斧。戦せん斧ぷを持ったオスカルが、鎧を身に着けた骸骨に斬りかかっていた。

　鍛え上げた筋肉により生み出される強力な一撃に、骸骨は両断される。

　しかし──。

「オスカルさん、すぐに離れて下さい！」

　──アーレが慌ててオスカルを引っ張り、後ろに倒す。

　骸骨は両断された箇所が元に戻ると、また持っていた剣で斬りかかってくる。

　その様子にオスカルが驚く。

「何という再生能力!!」

　そんなオスカルの後頭部をジェイクが平手打ちする。

「アンデッド系のモンスターに物理攻撃をするなと何度言わせるつもりだ！」

　再生した骸骨だが、すぐにアーレが短剣を抜いて構える。

　手に持ったのは神聖な銀の短剣。

　模様が刻まれた短剣は、聖なる力が付与された物だ。

　そんな短剣でアーレが骸骨に傷を入れると、その場所から砂になって崩れていく。

　アーレが短剣を鞘にしまい、振り返ってオスカルを見やり──。

「てめぇ！　何度同じ失敗をすれば気が済むんだ、あぁ!?」

　──激高したアーレは、眉間に皺を作って酷くドスの利いた声でオスカルを怒鳴った。

　手を伸ばし胸倉を掴むと、持ち上げて顔を近付ける。

「お前の頭は飾りか？　帽子を置くためだけの台か？」

「ち、違います」

「違うなら少しは頭を使え、この脳筋が！　アンデッド系にはお前の斧は有効じゃないから、魔法か特殊な弾丸を使えって教えただろうがよ？　公爵様が、わざわざお前らにお高い弾丸をこれでもかってくれたのを忘れたか!!」

　アーレがオスカルの頬を何度も平手で叩いていた。

　オスカルは怯えきっていた。

　そして、それを見ていたジェイクだが。

「アーレ」

　声をかけられたアーレが、ジェイクがいることを思い出して慌てて取り繕う。

「で、殿下」

　恥ずかしがって身を縮込ませるアーレに、ジェイクは近付くと手を取った。

「俺の乳兄弟がすまない。こいつは馬鹿だから、何度言っても理解しないんだ」

「い、いえ。私こそ、恥ずかしいところを見せてしまいました」

「意外だったが、お前にもあんな勇ましい部分があるのだな。俺はお前の新しい一面を見られて、嬉しく思っているぞ」

「殿下」

「殿下は止よせ。お前も同じ過ちを繰り返しているぞ」

「もう、意地悪」

　二人が手を取り合っていい雰囲気になっているのを、オスカルは眺めていた。

「これが恋は盲目という奴ですね。フィンリーさんが言っていました」
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　その頃、クレアーレに先導されるアンジェ一行は地下への入り口を見つけていた。

　木製のドアには鍵が付けられていたが、錆び付いてボロボロだ。

　アンジェがライフルを構える。

「二人とも下がれ」

　鍵の部分を撃ち抜くと、アッサリとドアが開いて地下への入り口が開いた。

　手慣れた手つきでライフルの薬やっ莢きょうを排出させたアンジェは、腰に下げたランタンを手に取って掲げる。

　魔石を使用したランタンは、小型で普通の物より明るい。

　暗い通路を照らすと、アンジェは物怖じせず先へと進もうとする。

　そんなアンジェを心配したノエルは、腕を掴んで止めた。

「ちょっと待ってよ。急ぎすぎじゃない？　もう少し慎重に進もうよ」

　振り返ったアンジェは、ノエルの態度に小さくため息を吐いた。

「時間をかけていたら、リオンたちが先に財宝を見つけてしまうじゃないか」

「でもさ、モンスターもいるんだよ。安全を確保しながら進まないと」

「クレアーレが周囲の索敵をしているから問題ない」

　名前を呼ばれたクレアーレは、青いレンズから光を放って暗い通路を照らしていた。

　どうやら地下通路の構造を把握していたようだ。

『脅威となるモンスターの存在は確認できないわ。でも、構造的に地下は全て繋がっているわけではなさそうね』

　古城の下に用意された地下ダンジョンは、区切られており複数存在していた。

　アンジェは思案する。

「外れを引けば時間の無駄だが、他を探している余裕もないな」

　気がせいているアンジェに、ノエルが理由を尋ねる。

「そこまで急ぐ必要があるの？」

　すると、アンジェはノエルに少しだけ目を細めた視線を向けた。

「お前は何も理解していないな。相手はリオンだぞ」

「いや、理解しているけどさ」

　ノエルもリオンがやる時はやる男だと知っている。

　だが、アンジェとの認識には、それでも差があった。

　アンジェはノエルに、冒険者としてのリオンの評価を聞かせる。

「あいつは十五歳の時に、たった一人で大冒険の果てにロストアイテムを発見した男だ。年齢も驚きだが、たった一人で大事を成した英雄だぞ」

「それは聞いたって。ルクシオンを見つけたのよね？」

「いや、お前は理解していない！　あいつがどれだけ凄いのか、全然理解できていない！　この際だから歩きながら教えてやる」

　先へと進むアンジェは、歩きながらノエルにリオンという英雄の話をする。

　それをノエルは、アンジェの背中を見ながらうっすら笑みを浮かべて見ていた。

（何だ、嫌いになったわけじゃないのか。残念──でもないか）

　リオンの話を嬉々としてするアンジェを見て、ノエルは安堵していた。
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　二人がこのまま喧嘩別れをするとは思っていなかったが、それでも関係に変化が起きていると思ったからだ。

　だが、アンジェは変わっていなかった。

「そもそもあいつは、奇跡的に大冒険を成功させたと言われているが嘘だ。一年の頃に、リオンとエルフの里に行ったことがある。その際、あいつは遺跡の隠し通路を見つけて宝も得たんだ」

「へ〜」

　気のない返事をすると、アンジェが続きを話す。

　どこか自分のことのように誇らしげにしていた。

「共和国でも聖樹の苗木を発見しただろ？　偶然が三度も続くものか。あいつは冒険者としても偉大な英雄だよ」

「リオンのことを認めているんだね」

「当たり前だ。王国の歴史に名を刻む男だぞ！　──だから、私もそんなあいつに相応しくなろうと頑張ったのに」

　徐々に気落ちするアンジェに気付いて、ノエルは慌てて後ろをついてくるリビアに振り返った。

　先程から、リビアは一言も喋っていない。

「ちょっと、リビアちゃんからも何か言ってよ」

　小声で話しかけると、リビアの方はどこかで拾った古城の装飾品を見ていた。瞳を輝かせ、その模様などを見ながら──。

「ノエルさん見て下さい！　これ、この模様です！　これ、滅んだと言われる文明で使われていた模様なんですよ。朽ちかけて形は判断出来ませんけど、もしかしたら凄い発見かもしれませんよ」

　何かの破片を持って古代文明の浪ろ漫まんについて語り始めるリビアを見て、ノエルは頬を引きつらせていた。

「リビアちゃん、アンジェリカさんの様子とか気にならないの？」

　今回の目的を忘れているのではないか？

　そんな不安を抱きながらリビアに尋ねると、意外な答えが返ってくる。

「大丈夫です」

「え？」

　何が大丈夫なのか？　リビアは微笑みながら、先を歩くアンジェの背中を見ていた。

「アンジェもリオンさんも、もっとぶつかり合うべきだったんです」

「ぶつかり合うって」

　それで本当に成功するのだろうか？　不安になるノエルに、リビアは「心配しないで」と言って微笑んでいた。

　だが、先を歩くアンジェが不用意に通路に置かれた装飾品を落として破壊すると──。

「アンジェ！　装飾品は出来る限り壊さないで、って言いましたよね!?」

　──駆け出してアンジェに詰め寄っていた。

　アンジェはリビアに詰め寄られ、壁際に追い詰められてしまう。

「ち、ちがっ！　考え事をしていたから」

　狼狽えているアンジェに、リビアは真顔で問い詰める。

「壊さないって約束しましたよね？　ね？　どれも大事な遺物だから、しっかり残しておこうって私と約束してくれましたよね？」

「──リビア、許して」

　アンジェを謝らせるリビアを見て、ノエルは頭に手を置いた。

「やっぱり、リビアちゃんを怒らせると怖いわ」
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「何が問題ありません、だ！　問題しかないじゃないか!!」

　古城の地下への入り口を見つけた俺たちは、意気揚々と乗り込んで酷い目に遭っていた。

　通路の曲がり角に隠れる俺は、ライフルに弾丸を装填しながら悪態を吐く。

「お前は本当に大事な時にミスるよな！　人工知能として恥ずかしくないの!?」

　大声でルクシオンに文句を言う。

　周囲ではユリウスたちが銃を使っていて発砲音が絶え間ないため、どうしても大声になる。

『この程度のモンスターたちにてこずるようでは、マスターたちの評価を改めなければなりませんね。もっと戦えると考えていたのですが、どうやら過大評価していたようです』

　ヤレヤレと首を振ったように見せるルクシオンに、ジルクまでもが嫌みを言う。

「評価していただいて嬉しく思いますが、敵の戦力も正しく評価して欲しかったですね」

　ライフルを構えるジルクは、スコープを覗いて引き金を引く。

　すると、遠くで骸骨の頭部が撃ち抜かれた。

　上で見かけた奴らと違い、そいつはローブを身に着け魔法使いのような骨で出来た杖を持っていた。

　魔法が扱えるアンデッド系のモンスターが集団で襲ってきたのだ。

　魔法使いの前には、上で見かけた連中よりも重装甲の鎧を身に着けた骸骨の前衛たちが並んでいる。

　大きな盾と戦斧を持った奴らで、並の弾丸では盾に弾かれてしまう。

　そいつら前衛の隙間から、ジルクは魔法使いだけを撃ち抜いていた。

　性格が悪く、卑怯で汚い奴だが狙撃の腕は確かだ。

　後方にいた魔法使いの骸骨たちが、杖を掲げるとグレッグが叫ぶ。

「全員伏せろ！」

　俺たちが身を隠して屈むと、次々に魔法が撃ち込まれて近くで爆発が起きる。

　暗い地下通路が魔法の光で何度もまばゆく照らされ、砂埃が舞い上がっていた。

　魔法攻撃が途絶えたタイミングで、俺はユリウスたちに指示を出す。

「ユリウス、前に出て壁になれ」

「お前、俺は仮にも王子だぞ」

「五月蠅い、盾を構えてお得意のシールドで攻撃を防げ。ブラッド！」

　続いてブラッドを呼ぶと、あからさまに嫌そうな顔をしていた。

「突撃しろとか言わないだろうね？」

「お前に近接戦は期待していない」

「それはそれで酷いだろ！」

「いいから、お前は奴らの前衛を吹き飛ばす準備をしろ。高威力の魔法をぶち込め」

　ブラッドが頷くのを見てから、今度はジルクに指示を出す。

「ジルクはそのまま狙撃だ。味方を後ろから撃つなよ」

　俺の命令にジルクは呆れていた。

「そんなヘマはしませんよ」

「お前の場合、自分の意思で狙いそうだから言っているんだが？」

「──君は本当に私を何だと思っているんだ？」

　普段の穏やかな口調が消え去ったジルクだが、すぐにライフルに弾丸を装填して準備に入る。

　最後はクリスとグレッグだ。

「クリスとグレッグは、ブラッドがぶちかましたら突撃だ」

　クリスは剣を握り直す。

「任せろ。それで、お前はどうする？」

　俺は五人を前に肩をすくめる。

「リーダーっていうのは、指示を出して後ろでゆっくり眺める立場だろ？」

　それを聞いたグレッグがドン引きした顔をしている。

「それをこの場で言うお前は、大物かただの馬鹿だな」

　グレッグの話を聞いていたルクシオンが、すかさず会話に加わってくる。

『違います。大馬鹿者です』

「黙れ。お前は俺の盾として使ってやる」

『そうやってすぐに士気が下がることをいうのは問題では？』

「いいんだよ。こいつらならやれるし」

　この五人なら問題なくこの場を乗り切れる。

　あの乙女ゲーをプレイしたから、ではなく、こいつらが成長してきたのを間近で嫌でも見せられてきたからだ。

　それなのに、俺を見てユリウスが笑っていた。

　腹立たしいので理由を尋ねる。

「何だよ？」

「いや、意外と好評価だと思っただけだ。リオン、お前は素直じゃないな」

　何故か得意顔のユリウスに腹が立ったので、俺は蹴り飛ばしてやった。

「早く行け」

「ば、馬鹿！　押すな！」

　敵の前に姿を見せたことで、骸骨たちが反応してユリウスに魔法を放とうとしていた。

　ユリウスは持っていた盾を構えて。

「ちっ！　後で覚えていろよ、リオン！　──インペリアルオールガード!!」

　ユリウスの盾から光があふれ、通路を塞ぐほど大きな半透明の盾が出現した。

　オールガード。

　パーティーメンバー全てを守る盾を展開したユリウスのおかげで、襲いかかる魔法攻撃は俺たちに届かない。

　すぐにブラッドが飛び出すと、両手を広げて魔法を放つ準備に入る。

　魔法陣がブラッドの背中に複数出現し、それらが回転し始めた。

「フル──ヘルファイア──バースト」

　広げた両手を顔の前で手を合わせるように持っていき、そのまま自分の手を握る。

　準備が出来たのを感じ取ったユリウスが構えをとくと、俺たちを守っていたシールドが消えてしまった。

　同時に、ブラッドの周囲に浮かんだ魔法陣から渦を巻いた炎が敵に向かっていく。

　骸骨たちを呑み込み、燃え上がったかと思うと最後は爆発した。

　ブラッドが魔法を放った直後に、大量の汗をかいてその場に膝をつく。

「やったか？」

　自分の魔法により敵を一掃したと思ったのだろう。

　しかし、爆発して燃えさかる通路の奥から骸骨たちがやって来る。

　ジルクが即座にライフルで撃ち抜くが、次々に現れてくる。

『騒ぎすぎたようですね。敵が集まってきています』

　どうやら敵を集めることに成功したらしい。

「上等だ。一網打尽に出来る。クリス、グレッグ、前に出るぞ」

　ライフルを置いて、剣に持ち替えた俺を見て二人が驚いていた。

　クリスが俺を不思議そうに見ていた。

「後ろに控えていると言っていたが？」

「気が変わった。勝てそうだから参加する」

　グレッグが槍を構え、視線を敵に向けながら笑った。

「お前は本当にひねくれているな」

「五月蠅い。さっさと倒すぞ」

　駆け出すと、クリスとジルクの方が先に敵と接触した。

　普段馬鹿な二人だが、近接戦闘に関してはやはり図抜けている。

　クリスは手早く厄介なモンスターを二体倒す。

「しっ！」

　まるで流れるように剣を振るい、次々にモンスターを倒して煙に変えていく。

　対して、グレッグの方は荒々しい戦いぶりだ。

「おらぁぁぁ!!」

　クリスとグレッグの武器には、ルクシオンが銀でコーティングを行っているのでアンデッド系モンスターに有効だ。

　だが、それを差し引いても二人の実力は高い。

　グレッグの槍が、大盾を構えている骸骨を盾ごと貫いていた。

　崩れ落ち、煙に変わっていくとグレッグはすぐさま次のモンスターに襲いかかる。

　荒々しく暴れ回る姿はクリスと対照的だが、二人は動き回りながらも互いの邪魔をしない位置取りをしていた。

　そんな二人を邪魔しないように、俺は隙間をルクシオンと駆け抜ける。

　見えてきたのは弓矢を構える骸骨で、グレッグを狙っていた。

「こいつか」

　剣を左斜め下から右上に振り上げた。

　剣先が床にぶつかり火花を散らし、振り上げると骸骨は上半身と下半身に切断されて崩れ落ちていく。

　すぐに視線を動かし次の目標を探すと、ルクシオンが赤いレンズからポインターで目標を知らせてくる。

『マスター、あそこから二人を狙っています』

「よく見つけた！」

　物陰に隠れて弓矢を放とうとしている骸骨に、俺は剣を捨ててホルスターから拳銃を抜いて構える。

　銀でコーティングした特別な魔弾は、一発一発が高級品だ。

　普通なら使い所に慎重になるのだが、ルクシオンが大量に用意してくれたので気にする必要はない。

「特別製だ。ありがたくもらっとけ」

　引き金を二回引くと、弾丸はどちらも骸骨を撃ち抜いていた。

　湯水のように使ってやれるのだが、問題は持ち運べる弾丸の数に限りがあることだな。

　弾丸は小さくとも金属の塊で、数が増えれば相当な重さだ。

　次々に現れる骸骨共を倒していくと、ユリウスが俺たちに合流してくる。

「お前ら、俺の分も残しておけ！」

「王子様は後ろで控えていて下さ〜い」

　蹴り飛ばした俺にこんなことを言われたので、ユリウスも頭にきたらしい。

　顔を赤くして怒りながら、近付いてきた骸骨を剣で力任せに斬り伏せた。

「敵の前に蹴り飛ばしたのはお前だぞ！」

「活躍できて良かったな。マリエに自慢していいぞ」

　ゲラゲラ笑ってやると、俺たちの様子を見ていたルクシオンが呟く。

『仲のよろしいことで』











第06話　「エリカとミア」









　リオンたちが激しい戦闘をしている頃。

　フィンは相棒のブレイブと共に、古城の一階付近をミアとエリカを連れて歩いていた。

　リオンたちがモンスターを倒してくれたおかげで、古城の中は静かだった。

　太陽に照らされた中庭に出た四人は、そこで見慣れない植物を観察していた。

「騎士様、これって何て名前ですか？」

　屈み込んだミアが植物を見ている姿が、フィンには眩しく見えていた。

　降り注ぐ太陽の光だけではなく、ミアという存在がフィンにとっては眩しい。

（あの子もこんな風に、太陽の下で元気に遊べていたら）

　前世の妹とミアを重ね合わせて見ているフィンは、植物を見ながら優しい口調で自分も知らないと伝える。

「知らない植物だな。この辺りは孤立していたから、新種の植物もあるんじゃないか？」

「新種!?　大発見じゃないですか」

「そうだな。ミアの冒険の成果だ」

「えへへ」

　嬉しそうなミアの頭を撫でてやるフィンに、ブレイブは少し呆れていた。

『相棒はミアを溺愛しているよな。もっと俺にも愛を注いでいいぞ』

「ん？　黒くろ助すけには今度な」

　素っ気ない返事をするフィンに、ブレイブは涙を流していた。

『そうやっていつも相棒は、俺よりミアを選ぶんだ。どうせ俺は、戦う時だけ都合良く利用される魔装なのさ！』

　泣き出したブレイブを見て、ミアが苦笑いをしていた。

「ブー君、前に観た舞台劇が気に入ったんだね」

　どうやら、王国で行われた舞台劇に影響されたらしい。

　ブレイブが小さな手を二本出して、胸を張った仕草を見せる。

『愛憎劇の台詞だぞ』

　フィンは自分の相棒が、舞台劇を好んで観ているなど知らなかった。

「変なことばかり覚えているな」

『一人の男が、二人の女に手を出して刺される話だ。追い詰められた男の演技は観ていて面白かった』

　それを聞いて、フィンは思ったことを呟く。

「バルトファルトみたいな奴だな」

　ミアもそれは感じていたのだろうが、リオンが他国の貴族であるためフィンに注意をする。

「騎士様、それは言い過ぎですよ」

「いいんだよ。あいつも理解しているさ」

　笑顔のフィンに、ミアは不思議そうな顔をしてから次第に笑顔になっていく。

「騎士様、何だか楽しそうですね。公爵様とお友達みたいです」

「え？」

　意外なことを言われて驚くフィンだったが、よく考えると当然だと思った。

（同じ前世持ちで、同じ苦労を知る仲間だからか？）

　周りからすれば、自分たちは友人に見えているのだろうか？　そんなことで悩んでいると、フィンの視界にエリカが苦しんでいる姿が見えた。

「っ！　エリカ様！」

　慌てて駆け寄ると、エリカは両手で胸を押さえながら汗をかいていた。

　そんな状態で笑顔を見せて、フィンたちを不安にさせないようにしていた。

「大丈夫ですよ。運動不足で疲れやすいだけです」

「そうですか。でも、戻った方が良さそうですね」

　エリカの体を心配して戻ろうと提案する。

　すると、エリカはミアの方に視線を向けた。

「ミアちゃんは大丈夫？」

　尋ねると、ミアは慌てて返事をする。

「は、はい！　今日は調子も良くて、苦しくないので平気です！」

　ブレイブが周囲に視線を向ける。

『この辺りは魔素が多いからな。あいつらがモンスターを倒しているから、余計に魔素の濃度が上昇している。ミアにとったら最高の環境じゃないか？』

　それを聞いたフィンが目の色を変えた。

「本当か？　なら、この浮島を手に入れれば、ミアは苦しまなくて済むんだな!?」

「き、騎士様？　浮島を買うなんて無理ですよ」

「いや、お前のためなら幾らでも稼いでやる！」

　フィンは本気でこの浮島を手に入れようと考えるが、ブレイブが俯いてそれはお勧めしないという。

『駄目だ。モンスターがいるおかげだ。討伐して、出現しなくなったらここも普通の浮島と同じになる』

　モンスターが存在する古城で日々の生活は送れない。

　かといって、退治して環境を整えても魔素の濃度が下がって意味がない。

　フィンは肩を落とした。

「──そうか」

　落ち込むフィンの手を握るミアは、自分のために無理をする自慢の騎士に笑顔を向けた。

「気にしないで下さい。騎士様がいれば、ミアは十分です。あと、ブー君も」

『俺はオマケ扱い!?』

　三人が笑顔を見せる中、エリカも微笑み胸を押さえていた。

　そして、俯いて深刻な表情になる。




　　　◇




　ダンッ！　という発砲音が部屋の中に響いた。

　銃口から発射された弾丸が、四本の腕を持つ骸骨の頭部に命中すると、炸裂して炎が出現する。

　暴れ回る四本腕の骸骨が炎から逃げようとするが、体にまとわりついて逃がさない。

　そのまま体が崩れて煙に変わると、炎も消え去った。

　アンジェがライフルの薬莢を排出し、それが床に当たって金属音を立てる。

　転がる薬莢に刻まれた魔法陣。

　魔弾と呼ばれる特殊な弾丸だが、アンジェとの相性が良かったのか威力が上昇していた。

「ここが一番奥の部屋か」

　四本腕の骸骨が守っていた部屋には、宝箱らしき箱がある。

　木が腐って中身が露出している。

　ノエルが近付いて一部を手に取ると、それは金貨だった。

「見てよ、金貨だよ!!　大当たりじゃない？」

　喜ぶノエルだったが、他二人の反応は微妙だった。

　リビアはランタンの明かりで壁を照らし、壁画やら絵画などを真剣な表情で見ている。

「保存状態が良くないですね。でも、これだけでも大発見ですよ。調査団が派遣されたら、もっと詳しいことがわかるかも」

　アンジェの方は、宝箱の大きさと財宝の量を見て小さくため息を吐いている。

　本人はガッカリした様子を見せないようにしているのだろうが、ノエルには残念がっているように見えた。

「お宝は手に入れたな。しかし、本当にこれだけか？　金手などと呼ばれているから、もっと大量にあると思っていたんだが」

　手に入れた財宝を換金すれば、一般人なら一生遊んで暮らせる金額が手に入るだろう。

　それでも、確かに金手の古城と呼ばれたダンジョンからすると名前負けしている。

　ノエルが金貨を指先で遊ばせると、クレアーレが近付いてきた。

『全ての通路と部屋を探査し終えたわよ。財宝も手に入れたし、冒険の旅は成功したと言っていいんじゃない？』

「そうだと思うけど、アンジェリカさんは気に入らないみたいよ」

　アンジェとしてはもっと大きな成果を得たかったのだろう。

　しかし、宝箱の蓋を外して中身を見ると笑顔になっていた。

「──最後の思い出にしては悪くないな」

　最後、という呟きが聞こえたノエルは、アンジェに近付いて確認する。

「どういう意味？　最後って何？」

　詰め寄られたアンジェは、ノエルに困った顔をしながら無理に微笑んで見せた。

「これでも忙しい身だからな。ダンジョンに何度も挑む機会はないよ」

　筋が通っているようにも聞こえるが、ダンジョンに挑むとなって興奮していたアンジェの姿を覚えているノエルには疑問だった。

　これが最後と諦めるようなアンジェではない、と。

「嘘ね」

　ノエルが断言すると、アンジェは顔を背ける。

「思っていたよりも勘が鋭いな」

「ちゃんと答えてよ！　それに、リビアちゃんも何か──」

　リビアにも助けを求めるが、先に発言したのはクレアーレだった。

『あっ!?　マスターたちが、二個目の地下への入り口を発見したって』

　それを聞いたアンジェは、顔つきが変わって瞳の奥に力強い光を取り戻した。

　先程までの儚げな印象は消え去り、財宝を先に見つけられてたまるものかという気迫があった。

「我々もすぐに向かうぞ！」











第07話　「冒険者の血」









　二つ目の地下への入り口を発見した。

「一つ目は外れだったが、今度は当たりだといいな」

　俺と五馬鹿が最初に入った地下ダンジョンだが、そこには財宝と呼べるほどのお宝は存在していなかった。

　あの乙女ゲーで何度も訪れたダンジョンだが、記憶は薄れてしまっている。

　どこに何があったのか？　罠は？　仕掛けは？

　記憶違いなどもあり、思っていたほど順調ではなかった。

　ジルクがドアに爆弾を仕掛けると、ワイヤーを引っ張って俺たちのもとにやって来る。

「全員隠れて下さい」

　物陰に隠れると、ジルクがワイヤーを握っていた手に魔力を込めた。

　ワイヤーが淡く光ると同時に、ドアの方から爆発音が聞こえてくる。

　僅かな振動と、地下へと続く階段から砂煙が上がっていた。

　グレッグが様子を見に向かうが、戻ってくると頭を振る。

「駄目だ。ここだけ頑丈な扉を用意していやがる」

　残念そうにするグレッグとは反対に、アゴに手を当てるブラッドは微笑んでいた。

「それだけ重要な宝が眠っている証拠だね。もっと爆薬を持って来るかい？」

　爆破に関して一番知識を持っているジルクに、俺たちの視線が集まっていた。

　ただ、本人は困り顔だ。

「手持ちは使い切ってしまいましたからね。一度、船まで戻って爆薬などを補充してからでないと」

　ブラッドが肩をすくめる。

「弾薬の残りも少ないからね。一度戻って、明日にでも再挑戦かな？」

　外を見れば、太陽の光が茜色に変わっていた。

　ユリウスも時間を気にしている。

「夜になれば、古城のモンスターたちは活気づくぞ。アンデッド系は夜にこそ力を発揮するからな」

　ゲームであれば時間など気にする必要はなかった。

　ダンジョンに挑んでいる最中は、多くが日中に固定されていたはずだ。

　イベントで夜間に挑む場合もあったが、例外だったはずだ。

　ルクシオンが赤いレンズを一度光らせると、俺に撤退を進言してくる。

『マスター、撤退を提案します』

「う〜ん、とは言ってもここが最後みたいだからな」

　わざわざ戻って明日挑んでも、数時間で探査が終わってしまいそうだ。

　それならさっさと終わらせたい気持ちがある。

　しかし、わざわざ危ない橋を渡ることはない。

「──撤退だ。全員と合流して野営地に戻ろう」

　決断すると、クリスが小さなため息を吐いた。

「それがいい。まだ日程には余裕があるからな」

　撤退準備に入る面々だったが、遠くから足音が近付いてくると警戒して武器を手に取る。

　俺もライフルを構えようとするが、ルクシオンが止めてくる。

『マリエたちです』

　直後に、曲がり角を曲がって現れたのは、カイルとカーラを連れたマリエだった。

　長い髪は何故か葉っぱが絡み、乱れていた。

「ちょっと待ったぁぁぁ!!」

　俺たちが撤退の準備をしているのを見て、マリエは大股で近付いてくると俺たちを通り抜けて地下への入り口を指さす。

「前進するわよ！」

　このまま探査を続行すると言い出すマリエに、ユリウスが撤退するのが最善であると説明する。

「焦る気持ちも理解できるが、もう夜だからな。明日の朝に挑めば安全に探査ができる。マリエ、今は諦めよう」

　だが、マリエは撤退を受け入れない。

「駄目よ。今日中に終わらせて、さっさと王国に戻るわ」

　無茶を言うマリエに困惑する五馬鹿たち。

　わがままを言うマリエに呆れる俺は、無理矢理にでも連れ帰ろうとする。

「ここでは俺がルールだ。探査は明日にして、今は撤退する。お前たちも戻る準備をしろ」

　計画を立て、飛行船を出し、責任者となっているのは俺だ。

　何か問題が発生すれば、俺の責任になってしまう。

　マリエのわがままに付き合うつもりはなかった。

　強引に撤退しようとすると、カイルが俺を止めてくる。

「公爵様、ちょっとよろしいですか？」

「何？　俺は意見を変えるつもりはないぞ」

「いえ、今日のご主人様は朝からずっとこんな調子なんです」

　財宝を手に入れて自立するため、朝からずっと無理をしているらしい。

　マリエの顔を見れば、今も焦っている顔をしている。

「あとちょっと。ここさえ攻略してしまえば、もう情けない姿を見せないで済むわ」

　マリエが焦る理由を俺は知っている。

　知ってはいるが、方針を変えてこのまま探査を優先するのが正しいのかは悩ましい。

　悩んでいる俺に気付いたルクシオンが、現状で攻略は可能かどうかを判断する。

『危険度は増しますが、攻略自体は可能です』

「問題ないんだな？」

『推奨はしません。アンデッド系のモンスターに関しては、マスターが戦闘を避けていたのでデータ不足ですからね。もっとデータがあれば、正確な判断ができたのですが』

　俺に対して「お前が怖いからって戦闘を避けるから問題になっているんだよ」とでも言いたげだな。

「避けていたんじゃない。戦う理由がなかっただけだ」

『口ばかり達者になっていますね。他の面でも成長を期待しているのに残念でなりません』

「黙ってろ」

　さて、これからどうするかと悩んでいると、今度はアンジェたちが俺たちに合流してくる。

　アンジェの後ろにいるノエルは財宝の入った袋を持ち、リビアはガラクタにしか見えない物を大事そうに抱えていた。

　三人を案内していたクレアーレが、俺のそばにやって来る。

『マスター聞いて！　財宝を見つけたわ！　マスターたちは見つけていないだろうけど、私たちは見つけたの！　褒めて、褒めて！』

　場の空気が読めないのか、それとも読むつもりがないのか？

「頑張ったな。ほら、邪魔だ」

『酷い！』

　俺はクレアーレを手で押しのけて、歩み寄ってくるアンジェに顔を向けた。

「そっちの勝ちかな？」

　財宝を手に入れたアンジェたちだが、まだ勝負が付いたとは思っていないらしい。

「この程度で勝ちを誇れるものか。どうやら、一番のお宝が眠る部屋はここらしいな」

　皆の視線が頑丈な扉に守られた地下への入り口に向けられた。

　その後、判断を仰ぐために俺へと視線が集まる。

　皆の視線に耐えきれなくなった俺は、頭をかいて。

「わかった。進むぞ」

　決断すると、ルクシオンが確認を取ってくる。

『本当によろしいのですか？』

「さっさと終わらせて帰るぞ」

『それでは』

　ルクシオンとクレアーレが、頑丈そうな扉に近付くと赤と青のレンズからレーザーを照射して鍵を破壊していた。

　その様子を複雑そうに見ているのがジルクだ。

「解錠する手段があるなら、最初から使って下さいよ。爆薬を無駄にしたではありませんか」

　悪いな、ジルク。

　今回のルクシオンとクレアーレは、最低限の手伝いしかしないように伝えてあるんだよ。

　扉が開きそうになるのを見ているアンジェの横顔に視線を向けると、随分と楽しそうにしていた。

　デートした時とは大違いだな。

　そして、ルクシオンとクレアーレが戻ってくる。

『マスター、ドアの鍵を破壊しました。内部に進入可能です』

　俺は全員より先に進み、それから振り返る。

「誰が一番奥に先にたどり着くか競争でもするか？」

　全員に問うと、皆の目の色が変わる。

　王国貴族ではないリビアやノエル、そしてカイルは周囲の異様な雰囲気に戸惑っていた。

　アンジェが不要になった道具を外し、床に落としていく。

「わかりやすいルールは好きだ。これで誰が勝者かハッキリするな」

　無駄な道具を捨てたアンジェを見て、他も真似をして外していく。

　床に次々に道具が落ちて五月蠅くなった。

　マリエは即座に駆け出して他を出し抜くつもりらしい。

「一番は私だぁぁぁって!!」

「阿呆が」

　我先にと地下ダンジョンに挑もうとするマリエを俺は捕まえた。

　そのまま担ぎ上げて、ジタバタするマリエを拘束する。

「全員用意はいいな？　なら、スタートだ」

　開始を告げると、最初に扉に到達したのはグレッグだった。

「一番乗り！」

　そう言って重い金属の扉を押して開くと、その隙間にジルクが入り込む。

「わざわざ扉を開けてくれてありがとう、グレッグ君」

「ジルク、てめぇ！」

　グレッグが扉を開けたおかげで、後続が次々に通り抜けていく。

　アンジェは俺の横に来ると立ち止まった。

「先に行かないのは余裕があるからか？」

「俺に有利だと、勝った後にみんな文句を言うだろ？　それなら、文句も出ないような勝ち方をしてやろうかな、って」

　皆を出し抜いて財宝を見つけたとしても、卑怯だ何だと言って認めてくれないからな。

　俺の言い訳が気に入ったのか、アンジェは駆け出していく。

「言ってろ」

　楽しそうなアンジェを見送ると、俺に担がれたマリエが暴れ始めた。

「ちょっと！　私を下ろしなさいよ！　みんなに置いて行かれるじゃない！」

　ため息を吐きながらマリエを下ろした俺は、耳打ちして注意する。

「エリカに母親らしいところを見せたいなら、正々堂々としていろ。卑怯な手段で勝っても誇れないだろうが」

　マリエは俺を押しのけると、残っていたカイルとカーラに声をかける。

「そういうのは、勝てる奴らの言い分でしょ。私みたいなのは、どんな手段でものし上がって勝つしかないのよ！　二人とも、行くわよ！」

　カイルとカーラが、俺の横を通り過ぎていく。

「待って下さいよ！」

「マリエ様、置いていかないで下さい！」

　全員がいなくなると、俺のそばにルクシオンが近付いてきた。

『急がないと本当に負けてしまいますよ』

「どうかな？」

　──ここから巻き返しは難しそうに見えるだろう。

　しかし、だ。

「忘れていたことも多いが、結構覚えていることもあるんだな」

『ゲーム知識ですか？』

「古城の詳細は忘れていても、この通路のことは思い出したよ」

『つまり、財宝の場所も思い出したわけですね』

「正解だ」

『──正々堂々と勝負をする姿勢を見せたので感心したら、やはり裏があったわけですか。本当にマスターは悪い意味で期待を裏切りませんね』

「期待を裏切るなんて申し訳ないだろ。俺は今後も周囲の期待に応えるつもりさ」

『清々しい屑ですね』

　屑で結構。

　最後に勝つのはこの俺だ！




　　　◇




　最後の地下ダンジョンに入ると、頭の中にゲームをプレイしていた当時の画面が思い出される。

「ここは印象的だったんだよな」

　床には正方形のタイルが張られ、壁はレンガ造りとなっている。

　右肩付近に浮かんで周囲を照らしているルクシオンが、俺の話に興味を示す。

『何か記憶に残るイベントでもあったのですか？』

「プレイしていたのが夜中でさ。そんな時間帯にアンドッド系のモンスターが出るダンジョンを攻略していたから怖くって」

『やはり怖がっていたのですね』

「違うって。夜中だったから怖かったんだよ」

　記憶を頼りに通路を進む。

　時々戦闘音も聞こえてくるため、誰かがモンスターと遭遇したのだろう。

　皆が倒してくれるおかげで、俺は楽にダンジョンを歩ける。

　そして、行き止まりの壁が近付いてきた。

『行き止まり──いえ、隠し通路ですか』

「そういうことだ」

　ダンジョンを攻略する際に苦労させられたのが、隠し扉の存在だった。

　金手の古城には地下ダンジョンが幾つも用意されているが、財宝のあるダンジョンはこれまでよりも迷路が複雑になっている。

　俺もプレイ時には何度も同じ場所をウロウロしたが、嫌になって攻略サイトを利用したら最悪の事実が記されていた。

　入り口近くにある隠し扉の奥に財宝がある、と。

　最悪極まりない事実を知り、当時はゲームパッドをベッドに投げつけた。

　仕掛けを動かすと、行き止まりの壁がスライドして通路が出現する。

『確かにこの事実を知っていれば、急ぐ必要はありませんね』

「マリエの奴は知らなかったみたいだけどな。あいつ、多分だけどこの仕掛けを知らなかったんじゃないか？」

　マリエはあの乙女ゲーの一作目をプレイしていたが、中途半端な状態で投げ出している。

　そもそも冒険パートなどやりたくなかっただろうから、複雑なこのダンジョンの秘密は知らない可能性が高い。

　本人は忘れているだけと思っているのだろうが、あの様子からすると知らないはずだ。

　ルクシオンがマリエの台詞を思い出す。

『マリエが可哀想になってきますね。幾ら頑張ろうと、マスターの勝利は決まっていたのですから』

「あそこで俺の言葉を受け入れていたら、財宝の場所まで連れて行ってやったのにさ」

　馬鹿な妹である。

　そう思いながら隠し通路に入ると、後ろから複数人の足音が近付いてきた。

　振り返ると、そこにいたのはユリウスたちだった。

「見つけたぞ、リオン！」

　五馬鹿が揃って現れたのは、流石の俺にも驚きだ。

「お前ら、どうしてここに!?」

　クリスが眼鏡の位置を人差し指で調整しながら、口元に笑みを浮かべている。

「地下へと入ってしばらくして気付いたことがある。どうしてあんなにお前は余裕を持っていたのか、とな」

　グレッグが槍を担いで笑っていた。

「そもそもここは、お前が見つけた場所だ。何かしら知っていてもおかしくないだろ？」

　呆れた顔をするブラッドが、額に手を当てて俺を見ていた。

「君という男は本当に卑怯だな。正々堂々と勝負をする姿を見せたのも、全ては隠し通路の存在を知っていたからだろう？」

　俺が一歩後ろに下がると、ジルクが笑みを浮かべて歩み寄ってくる。

「私たちも最初は騙されそうになりましたよ。しかし、途中で思い出したんです。リオン君があのような行動をするだろうか？　とね。どう考えても怪しいじゃないですか」

　こいつら俺を疑っていたのか!?

　馬鹿だから簡単に騙されてくれると考えていたが、どうやら違ったらしい。

　騙しすぎたせいで、俺を疑うようになりやがった。

「ちっ！」

　すぐに振り返って走り出すと、ユリウスたちもついてくる。

「逃がすな！」

　五馬鹿に追われる俺に、ルクシオンが愉快そうな電子音声で話しかけてくる。

　こいつ、この状況を楽しんでいるのか？

『アンジェリカたちよりも、ユリウスたちの方がマスターをよく理解していましたね』

「俺はアンジェたちを騙したつもりはないぞ！」

『この状況でよく言えますね。それから、隠し通路の件は酷すぎたので、クレアーレに知らせておきました。アンジェリカたちもこちらに向かっています』

「何!?」

　走りながら聞いた事実に、俺は冷や汗が出てくる。

　この状況はまずい。

『クレアーレからアンジェリカの伝言を預かっています。〝よくも騙してくれたな〟だ、そうです。財宝を回収した後が楽しみですね』

「俺は全然楽しくないね！」

　五馬鹿に追いつかれないように走っていると、隠し通路に存在するモンスターたちが現れる。

　すぐにライフルから拳銃に持ち替えて、モンスターたちを撃ち抜き煙に変えてやった。

　だが、余計な動きでスピードが落ちるとユリウスに並ばれた。

「追いついたぞ、リオン！」

「お前ら俺を待ち伏せするとか汚いぞ！」

「お前が言うな！」

　必死に走るが振り切ることはできなかった。

　そして、見えてきたのは懐かしのトラップだ。

　タイルを踏むと罠が作動して、壁から槍が突き出してくる物だ。

　ゲームではヒットポイントが削られるだけで済んだが、現実だと最悪死ぬ。

　そんな罠を踏むのは、俺を気にして注意力が散漫になったユリウスだ。

「馬鹿！」

　タイルを踏み込むのを見た俺は、慌ててユリウスの首根っこを掴んで一緒に倒れ込む。

　壁から数本の槍が飛び出して、俺たちの真上を通り過ぎた。

　倒れたユリウスが最初に俺を睨むが、罠が作動したのを見て冷や汗をかいている。

「すまない。助かった」

「いいから立て！　あいつら先に進んだぞ！」

　引っ張り起こして前を向かせると、その先にはユリウスの乳兄弟──幼い頃から一緒に育ち、兄弟のような家臣として育った一番信頼するべき存在の背中が見えた。

「殿下、お先に失礼します」

　ユリウスがその背中に向かって怒声を浴びせる。

「ジルク!!　お前は俺の乳兄弟だろうが！」

「乳兄弟だろうと財宝の前ではライバルですから！」

「死にかけた俺を見捨てただろ！」

「殿下ならば乗り越えてくれると信じていましたよ」

　言い訳をして去って行くジルクたちを追いかける。

　だが、前を走るとどうしてもモンスターたちに阻まれ、速度が落ちるため追いつくことは簡単だった。

　そうして六人となって走るわけだが、後ろから矢が飛んでくる。

　赤いレンズを後ろに向けながら付いてくるルクシオンが、敵の情報を俺たちに知らせる。

『弓矢を持った骸骨たちですね。このまま後方に残しておくのは危険です。討伐を推奨します』

　後ろから狙われるのは勘弁して欲しいが、そうなると全員で立ち止まってモンスターと戦うことになる。

　だが、今は競争の最中だ。

　誰かが逃げ出して財宝を見つけてしまうかもしれないと思うと、どうしても立ち止まることができなかった。

　俺は歯を食いしばり。

「すまん。許せ、ユリウス」

「え!?」

　ユリウスを転ばせると、俺を含めて誰もが立ち止まらずに走り続けた。

　立ち上がったユリウスだが、モンスターたちに攻撃を受けており逃げることができないらしい。

　盾を構えて俺たちに背中を向けながら叫ぶ。

「お前ら俺が王子だと忘れているんじゃないだろうな!?　ここで王子である俺を囮おとりにするのか!?」

　そんなユリウスに、俺は声援を送ることにした。

「馬鹿野郎！　人の命に王子も平民もないだろうが！」

「俺を囮にしたお前の言う台詞じゃない！」

　骸骨たちを相手に戦うユリウスだが、問題なく倒せそうだった。

「ユリウス、お前の犠牲は無駄にしないぞ」

　涙を拭って走る俺たち。

　だが、十字路にさしかかると両脇からモンスターたちが現れる。

　駆け抜ければやり過ごせそうだが、追われれば面倒になる。

　誰か一人残って相手をすればいいのだが、誰もそんな役割を担おうとしない。

　本当に自分勝手な奴らばかりだ。

　そして、俺たちがモンスターたちを通り抜けた瞬間だった。

　ジルクが持っていたハンカチをわざと落とすと、大声で皆に聞こえるように。

「あぁっ！　マリエさんにもらったばかりのハンカチを落としてしまいました！　マリエさんが、皆の無事を祈って託してくれたお守りなのに！」

　ジルクが白々しい台詞を吐くと、ハンカチをわざと落とすのが見えたグレッグとクリスは無視する。

　しかし、ブラッドからはジルクの行動は見えなかったらしい。

「何をしているんだ、ジルク！」

　マリエが自分たちのために、という部分に釣られてブラッドが落ちるハンカチをヘッドスライディングでキャッチした。

　そしてハンカチを見て、ブラッドが。

「これジルクのじゃないかぁぁぁ!!」

　ハンカチに刺繍でジルクの名前でも入っていたのだろう。

　騙されたと気付いたブラッドだが、その頃にはモンスターたちが追いついていた。

　後方から魔法の爆発音が聞こえ、そしてブラッドの叫び声も聞こえてくる。

「君たち絶対に許さないからな!!」

　こうして二人が脱落すると、グレッグが笑い出す。

「二人の分まで俺が財宝を手に入れてやるからな！」

　クリスの方もダンジョン攻略に燃えていた。

「勝つのは私だ！」

　体力自慢の二人が俺とジルクを追い抜いていく。

　単純な体力勝負では、俺とジルクは不利だった。

　すると、ジルクが俺を見てくる。

　その瞳を見て、何が言いたいのか察した俺は小さく頷いてやる。

「グレッグとクリスは速いな。このままだと、引き離されてしまうか？」

「そうですね。二人ともマリエさんを守る頼りになる前衛ですから」

　俺たちの声が聞こえているだろう二人は、聞き耳を立てているようだった。

　持ち上げてやっているので、気分でも良くしているのだろう。

　だが、ここからだ！

「頼りになる前衛か。それで、どっちが強いんだ？　やっぱりクリスか？　だって剣豪だからな。一番頼りになる男だろ？」

　俺がクリスを持ち上げると、ジルクは反対にグレッグを持ち上げる。

「何を言うんですか？　グレッグ君こそ一番ですよ。実戦で培われた彼の槍捌きに、私たちは何度も助けられましたからね」

「いや、クリスだろ？」

「グレッグ君です。モンスターでも出てくれば、すぐにハッキリするんですけどね」

　俺たちが走りながら会話をするが、クリスもグレッグも黙ったままだった。

　無理して会話をしたから呼吸が苦しい。

　ちょっと露骨すぎたか？　と失敗を想像していると目の前にモンスターの集団が現れる。

　強引に押しのけて前に進むことも可能なのだが。

「マリエを守る最強の騎士は私だぁぁぁ！」

　クリスがモンスターたちに斬りかかる。

　それを見て、グレッグも無視すればいいのにモンスターに襲いかかっていた。

「抜かせ！　マリエが一番頼りにするのはこの俺だ！　そうだろ、お前たち！」

　槍でモンスターを一突きにして屠ほふったグレッグが、俺たちの意見を求める。

　しかし、その頃には俺たちは先へと進んでいた。

　俺とジルクが二人に手を振ってやる。

「頑張れよ！」

「二人とも扱いやすくて助かりましたよ」

　モンスターに囲まれ動けないクリスとグレッグは、ここでようやく騙されたと気付いたのか絶叫する。

「私たちを騙したなぁぁぁ!!」

「お前ら絶対に許さねぇぞ!!」

　こうして残ったのは俺とジルクの二人である。

　ジルクが俺に微笑みかけてくる。

「リオン君、このまま我々が争っても無意味です。ここは、協力して財宝を手に入れませんか？　同率一位ということで」

　ジルクの提案に俺は乗ることに。

「ここまで来て争っても仕方がないからな。おっと、この先は分かれ道だ。ルクシオン、財宝のある方はどっちだ？」

『──すぐに表示します』

　走りながらルクシオンに尋ねると、俺たちの目の前に空中に投影された矢印が出現する。

　その矢印が指し示す方向は、Ｙ字になった通路の左側だった。

　確認したジルクが走る速度を上げると、持っていた道具を投げる。

　道具が破裂すると、それは左側の通路を塞ぐように氷が出現した。

　透き通った氷の壁に阻まれ、俺はこれ以上先に進めなかった。

「氷結系の魔道具か!?」

　通路が塞がれ、その奥にいたジルクはこちらを見て手を振っていた。

「わざわざ教えてくれてありがとうございました。財宝は私が先に確保しておくので、みなさんと一緒に後から。後から！　来て下さい。待っていますよ」

　そう言って高笑いしながら奥へと去って行く。

　その姿を眺めていたルクシオンは、表示していた矢印を回転させて右側を指させた。

　そう、つまり左側に財宝があるというのは嘘である。

　ただの行き止まりだ。

「よくやった、ルクシオン」

『わざわざ私に聞かなくても、マスターはこのダンジョンを覚えていましたからね。逆の道を教えるように、誘導したいのだと判断しました。それよりも、最初からジルクが裏切ると疑っていたのですか？』

　疑う？　それは違う。

「いや、それは間違いだ。俺はあいつのことを信じていたよ。──絶対に裏切るって」

　ジルクなら大事な場面で裏切ってくれると信じたからこそ、わざわざルクシオンと一芝居打ったのだ。

　しかし、事前に打ち合わせをしていないのに、ルクシオンもよく対応してくれた。

『嫌な信用ですね』

「全くだ。人間、ああはなりたくないな」

　人を裏切るなんて最低である。

　俺がジルクの行動に呆れて肩をすくめる姿を、ルクシオンが赤い一つ目でジッと見つめてくる。

『──マスターにも当てはまるのですが？　ここまで裏切り続けましたよね？』

「俺って勘違いされやすい男だよな。こんなに誠実なのに」

　軽口を叩きながら歩き出すと、ルクシオンもついてくる。

『確かにマスターは自身の利益に対してのみ誠実ですね。他者に対しても、もう少し誠実になるべきではありませんか？』

「俺はお前にまで勘違いされて悲しいよ」

『笑いながら言われても説得力がありませんね』

　そうして正解の右側へと進むと、財宝のある部屋が見えてきた。

　しかし、雰囲気がおかしい。

　何かが扉の向こうにいる気配がある。

　低いうめき声のようなものが聞こえていた。

『──マスター、厄介な敵モンスターの反応を確認しました。財宝を守るボスがいるとは聞いておりませんが、忘れていたのですか？』

　俺はゆっくりと頭を振る。

「いや、存在しなかった。毎回、財宝を回収して終わりだったんだけどな」

『マスターの記憶違いでは？』

「それはない。間違いなくいなかった。そもそも──いや、ちょっと待てよ。今何時だ？」

『もう十九時を過ぎていますね。外は日が落ちて暗くなっているはずです』

　俺は扉に視線を向けて、持っていたライフルや拳銃の残弾を確認する。

「夜になると、アンデッドの活動が活発になるんだったか？」

　ゲームでは毎回日中に攻略していたから、夜の金手の古城がどうなっているのか知ることはできなかった。

　あの乙女ゲーと単純に違うのか、それとも夜だけ現れるのか？

　どちらにしても、戦うことに変わりはない。

　ルクシオンが俺の行動を見て意外そうにする。

『戦われるのですか？　ユリウスたちの到着を待って挑まれた方が、安全に勝利できると思いますが？』

「せっかく蹴落としてきたのに、最後で追いつかれると悔しいだろ？」

『本当に自分の気持ちには誠実な方ですね』

「自分の心には嘘を吐かないって決めているからな」

　かっこいい台詞を言ってしまったな。

　だが、ルクシオンは納得していない。

『以前は、大人は自分の心に嘘を吐くのがうまい。だから自分は大人だと言っていましたね。おや？　前回とは逆ですね』

「人工知能は臨機応変さに欠けるのが問題だな。──さて、そろそろ行こうか」

　準備も終えたので扉に近付く俺は、左手で扉を押して中へと入った。











第08話　「古城の主」









　地下ダンジョンの通路を走るのは、クレアーレに先導されるアンジェたちだった。

　クレアーレが青いレンズを点滅させると、財宝のありかまでの最短ルートを割り出す。

『こっちよ！』

　何度も曲がって遠回りをするコースを選ぶクレアーレだが、そのおかげで無駄な戦闘は避けられていた。

　アンジェがチラリと後ろに視線を向けると、走り続けていたノエルが随分と苦しそうにしていた。

　リハビリが終わってしばらく経つが、体力が完全に回復してはいない。

　また、アンジェたち王国貴族と比べると、どうしても体力が劣っていた。

　幼い頃から鍛えられてきたアンジェとは、そもそもの体力が違う。

　そして、問題はリビアだ。

「も、もう無理です」

　ノエルよりも呼吸が乱れ、苦しそうにしていた。

　アンジェは速度を落として歩き始めた。

（これ以上は二人が持たないか）

　自分一人ならまだ走れるが、二人は限界に来ていた。

「休憩だ。クレアーレ、どこか休める場所はあるか？」

　アンジェが休憩しようと提案すると、リビアとノエルがヨロヨロと壁に近付いてもたれかかった。

　その様子を見ていたクレアーレは、面倒くさそうに言う。

『ここで大丈夫よ。近くに敵はいないし、トラップもないわ。でも、時間をロスしたから、またルートを再計算しないといけないわね。それから、ノエルちゃんはともかく、リビアちゃんは体力がなさ過ぎじゃない？』

　乱れた呼吸を整えるリビアは、苦しそうな表情で言い訳をする。

「わ、私は、インドア──派、でして」

　その気になれば何時間でも集中して勉強できるのだが、外で走り回るというのは苦手だった。

　アンジェが額に手を置いて、困ったように笑う。

「だから鍛えておけと言ったんだ。体力は基本だぞ」

　この程度は当たり前と言うアンジェに、汗だくのノエルが反論する。

「あたしも共和国では体力がある方だったけど、王国の人たちっておかしいわよ。もう何キロも走っているのに、全然疲れた顔をしていないし」

　これがただ走るだけならば、ノエルやリビアももっと走れただろう。

　しかし、今は身を守るための防具を身に着け、武器も持っていた。

　ダンジョン探査に必要な道具も加われば、結構な重量になってくる。

　重りを背負って何キロも走ったのに疲れた様子のないアンジェが、ノエルからすれば信じられなかった。

　息を切らして苦しそうにする二人を前に、アンジェは不思議そうにしている。

「この程度で疲れていては、冒険者は務まらないぞ」

「絶対におかしいって！」

　二人の呼吸が落ち着くと、アンジェは歩きながら移動を開始する。

　そこから始まるのは、三人のリオンに対する愚痴だった。

　アンジェは笑みを浮かべているが、隠し通路の件で怒っていた。

「本当に困った奴だよ。わざわざ正々堂々と勝負するふりをして、自身は確実に勝ちに行くのだからな。私たちは、まんまと騙されたわけだ」

　リビアも同様に怒っているが、理由は違っていた。

「おかげで私たち、奥まで進みましたからね。そしたら、隠し通路があると聞いて、来た道を戻らないといけなくなって」

　運動を苦手とするリビアは、無駄に走らされたことが不満だった。

　ノエルもリビアと同じく走らされたことを恨んでいるが、それよりもリオンの態度に不満を言う。

「最初は正々堂々と勝負する態度だったじゃない!?　しかも、あたしたちにハンデをあげるみたいな余裕も見せてさ。その理由が隠し通路って何!?」

　騒ぐ三人を楽しそうに見ていたクレアーレは、嬉々として会話に加わってくる。

『マスターってば婚約者相手にも手を抜かないわね』

　アンジェはそれを聞いて、優しく微笑む。

「あいつの本気を侮っていたよ」

　そんなアンジェを不思議に思ったのか、クレアーレが尋ねてくる。

『嬉しそうね。どうして笑っていられるの？　騙されたのよ』

「本気で勝負をしてくれたからな」

　隠し通路の件は納得できないだけで、アンジェも勝負に勝つための方法だと理解はしていた。

　そして、リオンが本気で自分たちと勝負してくれていることが嬉しかった。

「いつも庇われて、まるで姫のように優しく扱われている気がした」

『それが嫌だったのね』

「どうかな？　嬉しくもあったさ。だが、大事な場面で見ているだけでは、自分が本当に必要なのか疑わしくなってくる。──むしろ、私がいない方がリオンは平穏に暮らせたと思うことがある」

　後ろをついてくるリビアが、気弱なアンジェを叱ってくる。

「そんなことありませんよ！　アンジェは抱え込みすぎです。リオンさんが平穏に暮らせないのは──」

　リオンが平穏に暮らせない理由を知るリビアは、最後を口に出すことをためらった。

　二人が黙ってしまうと沈黙が続き、それに耐えられなかったノエルが続きを話す。

「ま、お節介だからね。あたしもそのおかげで救われたんだけどさ」

　リオンが平穏に暮らせないのは、本人がお節介だから。

　無視して自分一人の安全を考えて行動すれば、今ごろ英雄になどなっていない。

　だが、それをすれば、三人と。いや、もっと大勢の人たちと親しくなれなかっただろう。

　アンジェは本音を吐露する。

「私はあいつの邪魔をしたくないんだ。幸せになって欲しいだけなのに、私がいるといらぬ戦いに巻き込まれるからな」

　アンジェがリオンを戦いに巻き込みたくない理由は、本人が関わりたくないと明言しているのが理由の一つだ。

　もう一つは、精神的にリオンが追い詰められているから。

　ノエルがリビアに視線を向ける。

「──薬、減らしてないんだよね？」

　リビアは小さく頷くと、クレアーレの方を見る。

「留学から戻ってきた時から変わっていません。アーレちゃん、そうだよね？」

　しかし、クレアーレは答えなかった。

『その質問への回答は、マスターに止められているわ』

　先程までのふざけた態度と違い、今の言葉は淡々としていた。

　クレアーレのマスターもリオンであり、いざとなれば優先するのはリオンだ。

　しばらく無言のままクレアーレに先導され三人が歩いていると、いつの間にか隠し通路に入ったのだろう。

　先に入ったと思われるユリウスたちの戦闘音が聞こえてくる。

　アンジェがライフルを手に取る。

「同士討ちは避けたい。お前たち、慌てて攻撃するなよ」

　薄暗い通路を進んでいるため、銃を使えば同士討ちの危険もあった。

　リビアとノエルが頷くと、クレアーレの青いレンズが点滅する。

『──接触せずに奥を目指すルートがあるわ。ついて来て』

　先に進むクレアーレについていく三人。

　時折戦闘音に交ざって、男たちの叫び声が聞こえてくる。

　時々「あいつら絶対に許さん！」という声がする。

　アンジェたちがそのまま進むと、氷に閉ざされた通路を発見した。

　リビアが氷に近付く。

「これ、何かの仕掛けでしょうか？　この先に財宝があるとか？」

　封鎖された通路が気になるリビアに、クレアーレが無視しろと言う。

『あ、それ違うわよ。ジルクが封鎖しただけだから、気にしないで先に進みましょう』

　ジルクの名前が出ると、ノエルが首をかしげた。

「ジルクさんが？　何で封鎖したのかな？」

　疑問に思うノエルに、アンジェは察しが付いたため冷めた顔をしていた。

「どうせ財宝があると勘違いして、封鎖したんだろ。あいつは卑怯だからな」

　リビアも同様だ。

「一年生の頃から変わりませんよね」

　スタスタと先に行く二人にノエルがついて行く。

「確かにちょっとどうかと思うけど、そんなに卑怯なの？」

　尋ねられると、リビアが無表情でジルクの悪行について語り出す。

「決闘で相手の鎧に、密ひそかに爆弾を仕掛ける人ですからね。他にも、婚約破棄した女性と面会しないとか、沢山ありますよ」

「ジルクさん思っていたよりも酷いわね」

　ノエルも共和国で、マリエを困らせるジルクを見てきた。

　だが、思っている以上に卑怯だったのでドン引きする。

　アンジェも無表情でジルクの評価を語る。

「五人揃って問題児だが、あいつ一人は笑えない屑なのは確かだな」

　そうしてジルクの話題が終わると同時に、三人は怪しい扉の前へとやって来る。

　だが、その扉は開いていて、中の様子が覗けた。

　薄暗かったはずの地下ダンジョンだが、その部屋だけは黄金に包まれてキラキラと輝いていた。

　金色の部屋そのものが財宝となった場所だが、三人は喜びよりも驚きが勝っていた。

　アンジェが叫ぶ。

「リオン!?」

　三人とクレアーレが部屋の中に駆け込むと、そこではアンデッド系モンスターと思われる敵とリオンが戦っていた。

　動物の頭蓋骨のような頭部を持ち、黒いローブを身に着けたアンデッドモンスター。

　体の割に大きく長い手は、両手がそれぞれ金色に染まっていた。

　下半身はなく、宙に浮いている。

　大きさは三メートルくらいだろう。

　随分と広い部屋を飛び回っていた。

　アンジェたちの到着に気付いたリオンは、何とも言えない微妙な顔をしていた。
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　財宝のある部屋を守るボスモンスターの相手をしていると、五馬鹿ではなくアンジェたちがやって来た。

　時間をかけすぎてしまったという思いと、騙したことを怒られないだろうか？　という不安が入り交じる。

　ライフルを構えたアンジェが、飛び回るボスモンスターに向かって引き金を引いた。

　ボスモンスターは弾丸を避けるため柱の裏に隠れる。

　全てが黄金で造られたこの部屋には、玉座のような物がある。

　地下室に玉座とは意味不明だが、ここが財宝の眠る場所で間違いないだろう。

　俺の記憶では、確かに玉座はあったがこんなに金ぴかの部屋ではなかったけどね。

　これまでと同じ薄暗い感じの部屋だったはずだ。

　リビアが俺に近付いてきて、怪我の有無を確認する。

「リオンさん、怪我はありませんか!?」

「問題ないよ」

　ノエルも俺のそばに来ると、柱にしがみついて隠れながら様子をうかがうボスモンスターを見上げる。

「何だか強そうね。倒せるの？」

　手早く倒せれば良かったのだが、残念なことに俺では倒せなかった。

　負けないとは思うが、それでも最適な装備を持ってきていない。

「負けないけど、勝てるかどうかは怪しいかな？　こんなことなら、ショットガンを持ってくれば良かったよ」

　失敗したと思っていると、ルクシオンがだから言ったのに、とこのタイミングでグチグチと俺を責めてくる。

『私は持ち込む武器のアドバイスを求められた際、ショットガンをお勧めしましたよ』

「その時はいらないと思ったの！」

　あの乙女ゲーで攻略する時は、実際にあまり使用しなかったからな。

　ルクシオンと言い合っていると、ボスモンスターが柱から飛び出して俺たちに襲いかかってくる。

　アンジェがライフルで攻撃するが、弾丸一発程度では仕留めることはできないらしい。

　当たった箇所から煙が出る程度で、たいしたダメージを与えていなかった。

「ちっ！」

　持ってきた手榴弾型の魔道具を地面に投げつけると、破裂して清められた聖水が霧状に周囲へと広がった。

　それを見て、ボスモンスターは俺たちから距離を取る。

　アンジェは俺に近付きながら、手慣れた動きで弾丸を装填していた。

「聖水か？　残り幾つだ？」

　ベルトに触れて残りの数を確認すると、一つしか残っていなかった。

「あと一つ」

　アンジェはボスモンスターから視線を外さないまま、俺に倒す方法を相談してくる。

「散らばって攻撃し続けるか？」

「弾丸の数も少ないし、リビアとノエルはそもそも拳銃だから無理かな？」

　リビアもノエルも、銃の扱いに関してはうまいとは言えない。

　無理して倒すのも馬鹿らしいので、撤退を考えているとノエルが俺の背中を軽く叩いてきた。

「あたしにはこれがあるわよ」

　顔だけ向けると、ノエルの手には木の枝と葉っぱが数枚握られていた。

　どこかで拾ってきたのか？　という疑問は浮かばなかった。

　ノエルが手に持っている時点で、聖樹絡みだと気付いたから。

「若木ちゃんからむしり取ってきたの？」

「違うわよ！　枝は落ちていたやつ！　葉っぱの方は、ユメリアさんに頼んでむしってもらったけど」

　ユメリアさんがむしって、カイルがノエルに届けてくれたらしい。

「それ使えるの？」

「これでも巫女だからね。というか、リオンも使う？　あんた、自分が守護者だって忘れてない？」

　守護者であってもメリットも少ないし、右手に変な痣あざができたくらいにしか考えていなかった。

「使い方知らないんだよね」

「あんたが守護者になれたのが不思議で仕方ないわね」

　とりあえず、ノエルがこの場でも何かしらの攻撃手段を持っているのは理解できた。

　チラリとリビアの方を見れば、頬を膨らませている。

「私も問題ありませんよ。私は魔法が得意だって、忘れていませんか？」

「そうでした」

　話がまとまると、アンジェが指示を出す。

「ならば四方に散って攻撃を仕掛ける。危なくなったらすぐに誰かに合流しろよ」

　全員が頷くと、俺たちは散らばって攻撃を開始する。

　最初に動いたのはノエルだ。

「聖樹、力を貸して！」

　持っていた木の枝を投げると、空中で膨れ上がって巨大になった。

　そのままうねうねと動いてボスモンスターに絡みつき、動きを封じようとする。

「よし！」

　ノエルがガッツポーズをするが、ボスモンスターが巨大な木の枝に触れるとその場所から金色に変色していった。

「そんなの卑怯よ！」

　ノエルが叫ぶと同時に、巨大な木の枝は金塊に変わって粉々に砕けていく。

　ただ、時間稼ぎとしては十分だった。

「問題ありません」

　離れた場所でリビアが魔法陣を二つ出現させると、片方からは炎が出現した。

　もう片方からは風が吹き出し、それらが合わさり炎は勢いを増してボスモンスターへと襲いかかる。

「何あれ？　俺は知らないぞ」

　リビアの魔法を知らないと言えば、俺のそばにいたルクシオンが解説してくれる。

『高度な魔法ではありませんね。二つの魔法を組み合わせているようです。魔力消費を抑え、威力を高めた高等技術ですよ』

　わ〜、凄い。

　俺は感心しつつ、ライフルでボスモンスターを狙って引き金を引く。

　炎に包まれ悶えるボスモンスターは、天井に向かって大きく口を開いて不気味な叫び声を上げていた。

　炎から逃れるためにか、ボスモンスターは床へと降りてくる。

　ほとんど落下したのと変わらないのか、床に倒れ込むとそこでアンジェが。

「逃がすと思うなよ！」

　左手を前に出して開いた手を握りしめると、ボスモンスターが倒れ込んだ床に魔法陣が出現する。

　赤く光る線で描かれた魔法陣は、複雑で巨大だった。

　そこから噴き出す炎の柱は、天井にまで届いていた。

　ボスモンスターが勢いで持ち上げられて、天井に叩き付けられている。

　アンジェはボスモンスターに語りかける。

「業火の柱だ。アンデッド系モンスターのお前には効くだろう？」

　答えなど返ってこないが、それはアンジェも理解していた。

　炎の柱が消えると、またしてもボスモンスターが落下してくる。

　だが、ボスモンスターは床に手をついて立ち上がろうとする。

　アンジェがすぐにライフルを構えて引き金を引くが、それでもボスモンスターは消える気配がない。

　その姿にアンジェが呟く。

「しぶといな」

　リビアも魔法を準備し始め、ノエルの方は手にした葉っぱを使って何かするつもりのようだ。

　眺めていると、ルクシオンが俺に呆れていた。

『どうして止とどめを刺さないのですか？』

「いや──みんな強いな、って」

　まだどこかで、俺はアンジェたちを守るべきか弱い存在だと思っていたのだろうか？

　それが、こんなにもたくましい──荒々しい姿を見せられると、俺が守る必要はなかったように感じる。

　俺などいなくても──。

『マスター』

　──考え込んでいる最中に呼ばれて、ハッと顔を上げる。

　頭を振って意識をボスモンスターに向けた。

「悪いが倒させてもらう」

　再び飛び上がろうとするボスモンスターに聖水爆弾を投げつけ、破裂すると霧状に広がった。

　それがボスモンスターの表面を蝕む。

　ライフルを床に置いて走り出した俺は、腰に下げた剣を引き抜いた。

　他の奴らに渡した武器よりも丁寧に作られた剣は、ルクシオンが俺のために用意した物だ。他の物よりもアンデッドに対して効果が高い。

　ボスモンスターに近付こうとすると、金色の手を伸ばしてきた。

　すると、ノエルが持っていた葉っぱを投げて俺を支援する。

「させないよ！」

　葉っぱは巫女であるノエルの意思に反応し、敵と定めたボスモンスターに襲いかかった。

　空中で加速した葉っぱがボスモンスターに張り付くと、木の根やつたが絡んで動きを止める。

　ボスモンスターはそれらを引きちぎっていくが、時間稼ぎは十分だった。

「助かる！」
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　礼を言いつつボスモンスターに跳び乗った俺は、頭部に剣を突き刺してやった。

　さすがのボスモンスターもこれには耐え切れなかったのか、刺された部分から煙を吹き出した。

　体が崩れ始め、ボスモンスターが煙になって消えていく。

「あ〜、終わった」

　ようやくボスモンスターを倒せたと安堵すると、部屋の異変に気付いたアンジェが叫ぶ。

「おい、様子がおかしいぞ！」

　アンジェの言う通りだった。

　眩しいほどに輝いていた黄金の部屋は、古城の主あるじが消えたと同時に金色ではなくなっていく。

　地下通路と同じ材質でできた玉座の間が姿を現すと、こちらの方があの乙女ゲーに出てきた景色に似ていた。

　その様子にアンジェがガッカリしている。

「見せかけだったというのか？　何てことだ」

　大きな部屋一つが本当に金塊でできていれば、かなりの価値になっただろう。

　だが、残念なことにボスモンスターが消えると全てが消え去ってしまった。

　肩を落として残念そうにするアンジェに、ノエルが近付いて声をかけている。

「怪我もなく倒せたんだからいいじゃない」

「──財宝が欲しかった」

　意気消沈するアンジェとは反対に、リビアの方は興味が出たのか興奮していた。

「モンスターがこの部屋を金に変えていたんでしょうか？　そう思うと、凄いモンスターですね。こんなの、今まで聞いたことがありませんよ」

　俺は三人を放置して、玉座の裏側へと向かう。

　そこにあったのは宝箱のはずだったのだが。

「棺桶？」

　何故か用意されていたのは棺桶だった。

　俺が戸惑っていると、アンジェたちもやって来て棺桶に気付いた。

「このダンジョンらしい宝箱だな。開けるか」

「え!?　開けるの!?　怖くない!?」

　俺が狼狽えると、リビアがアゴに手を当てて考え始める。

「怖いのもありますけど、誰かの遺体があれば失礼ですよね」

　すると、ノエルがクレアーレに視線を向けた。

「中身とかわかるの？」

『反応からすると貴金属ね』

　それを聞いて、アンジェは棺桶に手をかける。

「ならば開けるぞ」

　俺からすると怖いし、罰当たりな感じがして気が引けるのにね。

　開けられた棺桶の中身を見て、俺は目を見開く。

「これ、本当に人じゃないよな？」

　棺桶の中に入っていたのは、何故か女性の姿をした黄金だった。

　祈るようにお腹の上で手を組んで、目を閉じている。

　今にも目を覚ましそうな姿をしており、その周囲に飾られているのは金銀や宝石で作られた花や装飾品だ。

　まるで本当に美しい女性が眠っているようだった。

　ルクシオンが赤いレンズを点滅させ、解析を行う。

『黄金です。人ではありません』

「あのボスモンスターに黄金に変えられたかもしれないだろ」

『そうであれば、元に戻っているはずです』

「いや、そうだけどさ。──あの馬の頭蓋骨をしたボスモンスターは、もしかしてこれを守っていたのか？」

『モンスターにそのような習性があるとは思えません。また、あの頭部は馬ではなくロバでしたよ』

「ロバ!?」

　てっきり馬か何かだと思っていたのだが。

　俺が一人で怖がっていると、アンジェたち三人に加えてクレアーレの視線が向けられた。

　アンジェが腰に手を当てて、俺を笑っている。

「意外だな。前からそうではないかと疑っていたが、リオンにも怖いものがあるらしい」

　リビアが手の平を合わせ、俺を見て微笑んでいる。

「リオンさんにも可愛いところがありますね」

　ノエルは俺の意外な一面を知れて嬉しいようだが、同時にからかってくる。

「モンスターならバンバン倒すのにね。怖かったら、今晩付き添ってあげようか？」

　三人とも俺に容赦がなくなっていないか？

「三人とも酷くない？」

　どうしてこんなにも今日は当たりが強いのか？

　その答えを教えてくれるのはクレアーレである。

『隠し扉の件で騙されれば腹も立つわよ。この程度で許されるなんて、マスターってば愛されてる！』

　人工知能までからかうのか？

　俺が皆から顔を背けると、扉の方から人がやって来る。

　ボロボロになったユリウスたちだ。

「──リオン、俺に言いたいことはないか？」

　眉間に皺を作って現れたユリウスたち五馬鹿は、俺を酷く恨んでいるように見えた。

　どうやら怒っているらしい。

「言いたいこと？　あぁ、そうか」

　五人に何を言ってやればいいのか思いつき、俺は手を合わせて可愛らしく舌を出す。

「お前らが囮になったおかげで、こうして財宝が手に入った。感謝しているよ」

　すると、髪を乱したジルクが俺を指さしてくる。

「この卑怯者！　私を騙しましたね！」

「──先に裏切ったのお前じゃん」

　正論を言ってやると、五馬鹿たちがジルクを囲み始めた。

　ジルクがとぼけた顔をする。

「どうしたんですか？　皆で私たちを騙したリオン君に、鉄槌を──ごはっ!?」

　ジルクの顔面に拳を叩き込んだのは、ブラッドだった。

　服の一部が破れたブラッドは、倒れたジルクの顔にボロボロのハンカチを落とす。

「ジルク、君が僕たちに何をしたのか忘れたのかな？　リオンも腹立たしいが、僕たちにとって君も裏切り者だからね」

　グレッグが指の骨をならし、眉尻をピクピクと震わせていた。

「俺たちを騙して競わせたよな？」

　クリスは割れた眼鏡を外して、酷く冷たい視線をジルクに向けていた。

「リオンも許せないが、私はお前も許せない」

　ジルクの裏切りに腹を立てているのだろう。

　何しろ、財宝を発見するという大きな偉業を逃してしまったのだから。

　そして、腸はらわたが煮えくりかえる思いをした男が一人。

「お前らは最初に俺を裏切ったけどな」

　ユリウスがドスの利いた低い声で、俺たちを見ていた。

　最初に囮にされたユリウスからすれば、俺たちはみんな敵だろう。

　だから俺は言ってやる。

「お前らの友情も財宝の前では儚いものだな。それにしても、仲間同士で争って醜いねぇ」

　ゲラゲラ笑ってやると、五人が俺を見て武器を手に取り向かってくる。

　ユリウスが代表して。

「そうだな。ならまず、お前をボコボコにしてから俺たちで争うとしよう」

　向かってくるユリウスを前に、俺は肩をすくめて見せる。

「馬鹿め。こっちにはアンジェたちもいるんだぞ。みんな助けて！」

　振り返って助けを求めると、いつの間にかルクシオンがアンジェのそばにいて会話をしていた。

「このまま残したくもあるが、溶かすことになるだろうな」

『芸術的な価値の他にも、古代遺産としての価値も高いですよ。残した方が後世のためになるかと』

「それはそれでいいな。飾れば功績が一生残りそうだ」

　リビアとノエルは、クレアーレと話をしている。

「私はこのまま保管して欲しいです。何か秘密があるかもしれないですからね！」

　リビアが溶かすより保管して、調査するべきと主張していた。

　それをノエルが興味なさそうに聞いている。

「確かに凄そうだけどね。クレアーレ、これってやっぱり凄いの？」

『ノエルちゃんに説明するのは難しいわね。とりあえず凄い、って思っておけば問題ないわよ。ちゃんと教えても理解してくれないだろうし』

「あたしの扱い軽くない!?」

『だって興味ないでしょ？』

　楽しそうにしているアンジェたちを見て、俺は手を伸ばす。

「え、助けてくれないの？」

　助けを求めるが、アンジェたちの反応は冷たかった。

　アンジェが腕を組むと目を細める。

「自業自得だ。少しは反省しろ」

　便乗するのは、俺の相棒であるはずのルクシオンだ。

『人を騙した報いですよ。マスターにはピッタリの結末ですね』

　俺はわなわなと震える。

「アンジェたちは理解できるけど、せめてお前は俺を助けろよ、ルクシオン！」

『拒否します。それから、お友達がお待ちですよ』

「え？」

　振り返ると同時に、ユリウスが俺の肩に手を置いてくる。

　ギチギチと強く握りながら、ユリウスは暗い笑みで話しかけてくる。

「俺たちと話をしようじゃないか。拳を交えてな」

　五馬鹿が俺をボコボコにできると考え、怖い笑顔を向けてくる。

　あまりの状況に、小心者の俺は震え上がってしまった。

　小さくため息を吐く。

「騙される方が悪いんだろ？　残念だが、お前らが狙っていた財宝は俺たちの物だ。負け犬共、今の気持ちを聞かせてくれよ」

　笑顔で煽ってやると、ユリウスの拳が迫って来たので俺も殴ってやった。

　クロスカウンターでお互いの頬を殴ると、他の奴らも交ざってくる。

　俺はユリウスに二発目をお見舞いする。

「連れて来てやっただけでも感謝しろ、ごらぁ！」

「何が競争だ！　最初から一人勝ちを狙っていた癖に！」

　そのまま六人で喧嘩を始めると、後ろからアンジェとルクシオンの声が聞こえてくる。

「本当に醜い争いだな」

『マスターのブーメラン芸には私も敵いませんね』

　覚えていろよ、ルクシオン!?











第09話　「離別」









　翌朝。

　アインホルンの船倉には、金手の古城で手に入れた財宝の数々が積み上げられていた。

　金銀財宝はもちろんだが、その他にも壺やら様々な物が回収されている。

　ダンジョンを攻略した成果として考えると、大成功の部類だろう。

　分散していた財宝を集めた結果、換金すればかなりの金額になるのが判明している。

　それなのに、一人の女が財宝の前で泣き崩れていた。

「マリエ様、しっかりして下さい！」

「ご主人様、もう泣き止みましょうよ」

　カーラとカイルに慰められているマリエは、嗚お咽えつをもらしている。

「だって、だって！　こんなのあんまりよ。あんなに必死に探し回ったのに、隠し扉があるとか聞いてないわ」

　クレアーレがいなかったために、マリエやジェイクたちは隠し扉の情報を知ることができなかった。

　それにより、マリエたちは苦労した割に成果が少なかった。

　カーラが必死にマリエを慰める。

「でも、ほら、あれです！　あれ！　冒険者としてダンジョンを攻略したのは間違いありませんから、これは凄い功績ですよ！　一生自慢できます！」

「自慢話とかいらないのよ！　私は財宝の方がいいのに！」

　今回の功績だが、人生で一度でもあれば一生自慢できる話のネタになる。

　実際に王国内では一目置かれる存在になるから、参加しただけでも意味がある。

　だが、マリエが狙っていたのは名誉ではなく財宝だ。

　悲しいことに、やる気が空回りしてしまったけどね。

　カイルがドン引きした表情で俺を見てくる。

「公爵様は本当に酷いですよね。人の血が流れていないんじゃないですか？」

「俺は優しいと言っただろうが。マリエがあの時、俺の忠告を聞いていれば素直に同行させて財宝も分け前をやったのに」

「それをこのタイミングで言うの？」

　カイルが青ざめて振り向くと、泣き止んだマリエが泣きはらした目で俺を見ていた。

　ただ、その瞳はハイライトが消えていて怖かった。

　お化けとか幽霊とかに匹敵する怖さだ。

「ひっ!?」

　後ずさりすると、マリエが床に手をついた状態で俺に素早く近付いてくる。

　その動きも気持ち悪いというか、非常に怖かった。

　そのまま俺の脚にすがりつくと、無表情で見上げてくる。

　濁った瞳が、何やら闇を感じさせていた。

「楽しい？　ねぇ、楽しいの？　そうやって人を後悔させて楽しい？　あの時、ああしていれば〜とか思わせて、より後味を悪くしたいのよね？　どうせ私が納得しても、あの時助けなかったでしょう？　そうよね？　ねぇっ!?」

　俺を揺すってくるマリエの声は、感情が消えて平淡だった。

　だが、それが余計に恐ろしい。

「す、すみません。お、お金なら渡しますから」

「それじゃあ意味がないって言ったでしょうが！」

「はい!!」

　急にマリエが大声を出したので、怖くて背筋を伸ばして返事をしてしまった。

　マリエが俺の脚にしがみつきながら泣き始める。

「財宝を見つけて自立したかったのに」

　一攫千金の財宝を狙うよりも、もっと普通に働けば？　と普段なら言っていたかもしれないが、この場でそれを言う勇気はなかった。

　だから、俺への恨みを逸らすために、エリカの話題を出す。

「そ、それよりも、エリカ様の様態が安定したぞ。クレアーレが、もう面会しても問題ないってさ」

　医務室で治療を受けていたエリカを気にかけていたマリエは、俺の話を聞くとすぐに格納庫を飛び出していく。




　　　◇




「エリィカァ!!」

　アインホルンの医務室では、ベッドで上半身を起こすエリカに泣きつくマリエの姿があった。

　そんなマリエの姿に困惑しながらも微笑むエリカは、優しく語りかける。

「大丈夫だよ、母さん」

　部屋には二人きり。

　誰にも気兼ねなく前世の関係で話ができる状態だった。

（伯父さんが気を遣ってくれたのかな？）

　自分たちに気を遣って二人きりにしてくれたリオンの姿を想像し、エリカは聞いていた通りの人だと心の中で思う。

　マリエは泣きながら、エリカの体調を気遣う。

「エリカが無事で良かったよぉ」

「大袈裟だよ。ちょっと苦しくなっただけだから」

「無理するからよ！　船の中に残っていてもよかったのよ」

「私からついていくって言ったからね。それより、ダンジョンはどうだったの？」

　今世で持病を持つエリカを心配するマリエの姿は、本当に娘に接している態度だ。

　肉体年齢は二歳しか違わず、中身の年齢はそれこそ何十歳とエリカの方が上だ。

　それでも、マリエはエリカに母親らしく接する。

　エリカがマリエの背中に手を置いてさする。

　マリエは、今回のダンジョン攻略でリオンに騙された話をする。

「兄貴の一人勝ちよ。狡ずるいわよ。隠し通路があるって知りながら黙っていたのよ!?　自分の婚約者たちまで騙して勝ちを狙うとか、本当にどうかしているわよ」

　リオンがいかに狡猾であるかを説明するマリエは、感情的で表情が豊かだった。

　その様子を見ていたエリカは、おかしくなって笑い出す。

　品良くクスクスと笑うエリカを見て、マリエが首をかしげる。

「どうしたのよ？」

「ちょっとおかしくて。母さん、前世の時と同じだなって思ったの。ほら、よく伯父さんの話を聞かせてくれたから」

　マリエはしどろもどろになりながら、前世の自分を思い出す。

　どうやら、リオンの話を娘に聞かせたことは覚えていないらしい。

「そ、そうだったかな？　お母さん、覚えていないわね。兄貴の話なんか教えたっけ？」

「したよ。酔って戻ってきた日は、よく伯父さんの話を聞かせてくれたわ。兄貴が生きていれば〜とか、他にも兄貴の糞野郎、とかね。でも、最後はいつも──」

　──お兄ちゃんにまた会いたい。

　そう言って酔い潰れて眠ってしまうマリエを、エリカはよく見ていた。

　マリエは覚えていないどころか、恥ずかしい話を聞かされて顔を赤くする。

　かなり動揺していた。

「そ、そそそ、それはあれよ、あれ!!　また会ってこき使ってやろうと思っていたのよ。だから、別に、そんな話じゃないからね！」

　必死に否定するマリエは、まるで子供のように見える。

　そんな様子をエリカは微笑ましく眺めていた。

「また伯父さんに会えてよかったね、母さん」

　二人が出会えたことをエリカが喜ぶと、マリエは複雑そうな顔をする。

　俯いて悲しそうにするマリエに、エリカは戸惑ってしまう。

　どうやらマリエにも、リオンへの負い目があるらしい。

「兄貴は私と会いたくなかったかもね」

「そうかな？　伯父さんは楽しそうに見えるけど？」

「いつもヘラヘラして本音を言わない面倒な奴だからね。エリカは、あんな男と結婚したら駄目──あっ」

　結婚の話になると、マリエはしまった！　という顔をしてまた落ち込む。

　エリカの婚約話を思い出したようだ。

「私は気にしてないよ」

　エリカが気にしないでと言うと、マリエが立ち上がって声を荒らげる。

「そんなはずない！　自分の好きな人と結婚できないのに、どうしてそんなに平気な顔でいられるのよ!?　しかも、フレーザー家って」

　マリエには中途半端ながらも、あの乙女ゲー三作目の知識があった。

　だから、エリカの結婚相手があのエリヤ・ラファ・フレーザーだと知って絶望したのだろう。

「母さんが心配するのも仕方ないけど、エリヤはそんなに悪い子じゃないよ。あのゲームとは違うから」

「嘘よ！　だって、あのゲームだと腰巾着みたいな醜男で──あれ？　エリカ、あんたあのゲームって言った？」

　エリカがあの乙女ゲームを知っている。

　その事実にマリエは困惑する。

「私もプレイしたからね。母さんが放置していたから、暇な時間にコツコツプレイしていたの。面白かったよ」

「そ、そうだったのね。でも、だったら！」

　マリエがなおも食い下がろうとするので、エリカは頭を振って真剣な顔つきをする。

「──母さん、それが王女に転生した私の責任なの」

「責任って」

「転生というよりも憑ひょう依いなのかな？　よくわからないけど、私はホルファート王国の王女だよ。この立場には、当然責任が伴うの」

　エリカは自分の立場をよく理解していた。

　そして、この世界の結婚についても、それは同じだ。

「エリヤとの結婚は、前世の結婚とは違って政略結婚なの。私たちが結婚すれば、安心する人たちがいるから」

「他人とか関係ない！」

「一般人だったらね。でも、今の私は王族で王女なの。民や国を守る義務があるから」

　マリエが「でも、だって」と言っているのを聞きながら、エリカは破顔する。

　笑顔をマリエに向けると、安心させるように努める。

「だから、大丈夫だよ。エリヤは優しいから」

「優しい？」

「ゲームだと性格の悪い醜男って設定だったけどね。でも、エリヤは私のために痩せてくれて、今はぽっちゃり体型で可愛いよ」

「──エリカにはイケメンが似合うのに」

「母さんは本当に面食いだよね。年を取ると誰でも老いるから、最終的に大事になってくるのは性根や甲斐性だよ」

　おばあさんになるまで生きたエリカの話は、マリエにとっても説得力があったのだろう。

　ついでに、自分の将来を考えて不安になったようだ。

　頭を抱えている。

「確かに年を取れば老ふけるけど──あいつらに甲斐性なんてあるの？　性根も不安を抱えているのに？　このままだと、私の老後って」

　将来への不安がマリエにのしかかってくる。

　そんなマリエの姿を見ていられず、エリカが慰める。

「だ、大丈夫だよ。今世のお兄様も、他の人たちも悪い人たちじゃないし」

　すると、マリエが顔を上げてエリカに真顔を向けてきた。

「ジルクは？」

「ご、ごめんなさい。何て言えばいいのかわからない」

　エリカもジルクの性格に問題があるのは知っていたようだ。

　二人が意気消沈すると、場の空気を悪くしたと察したマリエが腰に手を当てる。

「ま、まぁ、エリカが大丈夫って言うなら大丈夫よね。あんたは昔から私よりしっかり者だからね。私の方が、駄目で──今回も兄貴から自立できなかったし」

　悲しそうに笑うマリエは、自分がどうしようもない人間だと思っているようだ。

　そのまま泣きそうになっている。

　エリカはマリエを抱きしめる。

「そんなことないよ。母さんに会えて、私は幸せだから。──私のために無理をさせて、ごめんね」

「私！　私はぁぁぁ!!　やっと母親らしいことをしようって！　だから、だから！」

　マリエがエリカを強く抱きしめ、そのままわんわんと泣き出した。
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『マスター、どうしてマリエは財宝を狙ったのでしょうか？』

「あん？」

　マリエから逃げ出し、自室に引きこもっている俺にルクシオンが疑問を投げかけてくる。

『いえ、マリエは現状無理をする必要がありません。マスターという保護者を得たことで、経済的には何の問題もないはずです。それが、名誉を望まず財宝狙いであるのが気になりました。マリエの望みは何だったのでしょうか？』

　マリエが無理をして財宝を手に入れる必要はない。

　ルクシオンの言う通りだ。

　俺は寝返りをうち、ルクシオンの方を向くとマリエの気持ちを代弁する。

「エリカが娘だったからだ」

『答えになっていませんが？』

「答えだよ。前世の娘が現れたんだぞ。誇らしい自分でいたいと思うのは不思議じゃないさ」

　ルクシオンは俺の説明に懐疑的なのか、納得していないような声で。

『それが自立を目指した理由であると？　私には理解できません。マスターの保護下にある方が、何の不自由もないはずです』

　マリエが宝探しに乗り気だったのは、俺から自立したかったから。

　だが、ルクシオンにはマリエの気持ちが理解できない。

『マリエの性格からして、マスターからの支援を打ち切られるのは避けたいはずでは？』

「お前、あいつの気持ちとか考えてないだろ？」

『気持ち？　常にマスターの支援を当てにするのがマリエではありませんか？』

「間違いではないけどさ」

　俺はルクシオンに少し前のマリエについて話をする。

「この世界に前世の娘がいるとは知らずに、あの乙女ゲーの攻略対象たちを籠絡したんだぞ。その後に聖女に成り代わったのはいいが、ゲーム知識が中途半端で偽聖女扱いだ」

『短絡的な思考は、マスターと似ていますね。流石は、前世の兄妹です』

「俺はマリエよりも色々と深く考えているよ」

『自分で思っているだけではありませんか？』

「五月蠅い！　──とにかく、好き勝手にしたツケを払いつつ、マリエは俺に養われているわけだ。そんな姿を前世の娘に見せたくないのさ」

　マリエはエリカの前で母親らしい姿を見せたかったのだろう。

　何しろ、前世では情けない姿を晒していたのだから。

　人生につまずき、母親らしいことをしてやれなかった後悔だろう。

「前世の後悔だよ。エリカの前では立派な母親でいたいんだろ」

『それに気付きながら、隠し扉の件を黙っていたのですか？』

「それはそれ、これはこれ、だろ？」

『容赦のないマスターですね』

　財宝を見つけて自立して、エリカの前で理想の母親であろうとしていた。

　だが、考えて欲しい。

　男五人を籠絡した後だぞ。

　この程度の頑張りでは、これまで積み上げてきたマイナスは消えない。

　ゼロにも戻らない。

「あいつは見栄を張り過ぎないくらいが丁度いいのさ」

　俺がマリエの気持ちを教えてやると、ルクシオンがその場で時計回りに一回転する。

　何の意味があるのだろうか？

『マリエの目的は理解しました。同時に理解できないことが一つ増えました』

「何？」

『それだけマリエの気持ちに詳しいのに、どうして自分の婚約者たちの気持ちには気付かないのか、と。冗談ではなく、本当に疑問です』

　痛いところを突いてくるルクシオンに、俺は複雑な表情になってしまう。

「女性の気持ちが理解できたら、もっと要領よく生きられたよ」

『マスターは鈍感ですからね』

「何でお前ってそんなに口が悪いの？」

『マスターの口の悪さを学びすぎたせいです』

　自分の口が悪いのは俺のせいだと？

　最初に出会った時から、結構口が悪かったよね？

「そもそも、マリエは俺にとって女じゃないの。妹って存在なの」

　憎らしいもっとも身近な敵という存在だ。

　小さい頃から知っているため、マリエの考えは手に取るように──とは言わないが、少しは理解できる。

　特に、今日のように焦っている時だとわかりやすい。

「アンジェたちは、マリエと違って素敵な女性だからな。一緒にするのは失礼だろ」

『マリエが聞いたら激怒しそうですね』

　怒り狂ったマリエの姿が思い浮かんだ俺は、寝返りをうってルクシオンに背を向けた。

　そのままルクシオンに、エリカの体調について尋ねる。

「それで、エリカの様子は？」

『問題ありません。精密検査を行えば、もっと詳しいことが判明すると思います。ただ、現状ではその時間を確保できません』

　精密検査にかかる時間が長いため、まだしっかりと行えていない。

　ミアちゃんにしても同じだ。

　長期で拘束することになるため、現状では簡易検査しか行っていなかった。

「夏期休暇に入れば、すぐに精密検査だ。ミレーヌさんの許可も取ったからな。それで、結果はいつ頃に出る？」

『結果が出るのは、解析するクレアーレ次第です』

　エリカとミアちゃんの病気の謎が、判明して治療できるといいんだが。

　ルクシオンたちに任せれば問題ないだろう。

　このまま眠ってしまおうかと考えていると、ルクシオンが俺を起こしてくる。

『マスター、不審な飛行船がアインホルンに接近してきています。──これは、どうやら無人のようですね』

「──は？」











第10話　「幽霊飛行船」









　急いで甲板へと出ると、私服姿のアンジェが先に来ていた。

　手すりに掴まるアンジェの視線の先には、不気味な雰囲気を出す飛行船が浮かんでいる。

　自壊しないのが不思議なくらいボロボロの飛行船は、随分と古い形をしていた。

　帆船。

　帆を張って風の力で進む飛行船は、今の時代も珍しくはない。

　だが、現在なら普通に存在する飛行船の特徴を備えていなかった。

　そして、形も流行遅れである。

　流線型のフォルムではなく、角張った形をしていた。

「いつの時代の飛行船だ？」

『数百年前の飛行船だと推測します。詳細を調べたいなら、乗り込んで調査する必要がありますね』

「乗り込むとか勘弁しろよ。見た目は幽霊船じゃないか」

　一部は壊れ、動いているだけで木造の船体がきしんで不気味な音を立てている。

　加えて、夜になりつつある空で黒い雲をまとっていた。

　モンスターが消える際に発生する黒い煙のようだ。

　いかにも幽霊が出そうな飛行船の登場に、俺は心の中で勘弁しろ、と愚痴る。

　手すりまで近付くと、俺に気付いたアンジェが話しかけてくる。

「リオン、あの飛行船をどう見る？」

　どうしてこんな場所に幽霊船が漂っているのか？　と尋ねてくるアンジェに、俺は思い付いた予想を深く考えずに話す。

「昔遭難した飛行船じゃないの？　これ、放置していいんだっけ？」

「できれば回収した方がいいが、運ぶだけで壊れてしまいそうだな。それより、あのタイプの飛行船が動いているのを見られるとは思わなかったよ」

「あれ？　アンジェは知っているの？」

「あぁ、うちに模型があるからな」

　レッドグレイブ家では、古い形の飛行船を模型にして飾っているらしい。

　お金持ちの趣味というやつだろうか？

「意外だな。形がいいとか？」

「いや、あのタイプの飛行船は安く大量に造られているからな。乗り心地も悪いし、嵐になれば簡単に沈んだと聞いている」

「最悪じゃないか」

　何て酷い飛行船だろうか。

　しかし、そんな飛行船が無人のまま現在まで残っているのは奇跡だろう。

　これで外観が気味悪くなければ、感動していたかもしれない。

　ただ、アンジェの抱いた感想は俺とは違った。

「今日は嬉しいことが続くな。まさか、我らの祖先が乗っていた飛行船をこの目で見られるとは思わなかった」

「祖先？　え、あれにアンジェのご先祖様が乗っていたの!?」

　話が読めない俺に、アンジェが困った顔で説明する。

「お前は知らないのか？　今の王国がある大陸に先祖たちが入植した際に使用したのが、あのタイプの飛行船だぞ」

「え!?」

　アンジェは何も知らない俺に、丁寧に当時の話をする。

「王国が建国される前は、大陸は新天地として様々な入植者たちが押し寄せたと聞いている。その際に活躍したのは、安価で大量の荷物を運べるあのタイプの飛行船だ。まさかこの目で空を飛んでいる姿を見られるとは思わなかったな」

　再び幽霊船に視線を向けるが、俺からすれば不気味で近付きたくない外観だ。

　ご先祖様たちはあの船で大陸に渡ってきたのか！　などと、感動できない。

　ルクシオンが赤いレンズを光らせ、幽霊船の解析をしていた。

『どうやらモンスターたちの住み処になっていますね。内部にモンスターの反応を確認できました』

　アンジェが一人納得する。

「それで今日まで残っていたのか。皮肉な話だな。モンスターに乗っ取られていなければ、こうして目にする機会もなかったわけだ」

　俺は手すりに掴まり、アンジェの横顔を見る。

「随分と嬉しそうだね」

　声をかけると、アンジェが振り向いてきて悲しそうに微笑む。

「きっと一生忘れない日になるからな。ダンジョンを攻略し、滅多に見られない飛行船まで拝めたんだ。私は今日という日を忘れないだろうな」

　そして、アンジェは俺に。

「──リオン、私はお前が好きだ」

「え？　あぁ」

「だから、お前の重荷にはなりたくない」

「重荷って」

　何か言おうとすると、アンジェは自己完結しているのか言葉少なく告げてくる。

「ここまでだ。お前と一緒に冒険できて良かった。この思い出があれば、私はこれからも生きていける」

「いや、どうして!?」

　急な話に困惑していると、幽霊船がこちらに近付いてきていた。

『──飛行船自体がモンスターとなっていますね。アインホルンに近付き、接触しようとしています。マスター、迎撃の許可を』

「今はいい！　──アンジェ、俺は別に君を重荷と思ったことはない」

　ルクシオンの話よりもアンジェを優先する。

　アンジェは俺の言葉を聞いて嬉しそうにするも、決意は固いようだった。

「これから重荷になるさ。私がそばにいれば、お前が望む人生を歩めなくする。父上と兄上は、本気でお前を取り込むつもりだ。最終的に、時間をかけてルクシオンの力をレッドグレイブ家に取り込むつもりだろうな」

　時間をかけて、の部分はきっと世代を重ねるという意味合いだろう。

　いずれ俺とアンジェの子がルクシオンを受け継ぎ、そしていつかレッドグレイブ家に合流してルクシオンの力を独占するつもりだ。

　今ではなく将来に向けて、ヴィンスさんたちは動いていた。

　ルクシオンが呆れている。

『私がマスターと認めたのは一人だけです。以降の保証まではできかねます』

「関係ない。父上と兄上が、取り込めると考えていれば同じだ。リオンにはこれから、平穏な人生が訪れない。それなら、私はそばにいない方がいい」

　アンジェがここまで俺のことを考えているとは思わなかった。

　日頃からもっと平和な人生を送りたいと言ってきたが、それを叶えるためにアンジェが苦しんでいるとは知らなかった。

　いや、知ろうとしなかった。

「お、俺は──」

　手を伸ばすと、アンジェが一歩引いて俺から距離を取る。

「お前はもっと自由になればいい。ただ、リビアと──ノエルのことは頼んだぞ。二人がいれば、お前も寂しくないだろう？」

　悪戯いたずらっ子のような笑みを向けられると、言葉が出て来なかった。

　この場を乗り切るために幾らでも言葉は出てくる。

　いいわけは得意だ。

　その気になれば「君が必要だ」「絶対に放さない」などの恥ずかしい台詞だって、アンジェと別れないためなら言えるだろう。

　だが、それがアンジェの心に響くとは思えなかった。

　俺は俯き、ようやく理解した。

「ははっ、ふられたな」

　アンジェとの関係が終わったのを。

　アンジェは頭を振る。

「違うさ。約束を破ったのは私だ。悪いのは私一人。だから、お前には非がない」

　全てとは言わないが、アンジェをここまで追い込んだ俺の責任だ。

　個人を重視する俺と、家を重視するアンジェでは価値観の違いがあった。

　それを理解せず、問題を放置していたツケがここに来て出ただけ。

　──やっぱり、なるようになった。

　アンジェという女性は、俺には不釣り合いだったのだ。

「俺は──」

　最後にアンジェに何かを言おうとすると、アインホルンが激しく揺れる。

　目の前でアンジェが倒れそうになったので、咄嗟に飛び付いて抱きかかえた。

「何が起きた!?」

　すぐに視線を周囲に向けると、いつの間にか幽霊船がアインホルンに接触していた。

　幽霊船の甲板の上には、アンデッド系モンスターたちが空賊のような恰好をしてこちらを見ている。

　ぞろぞろとこちらに向かってきていた。

「は？　おい、ルクシオン！」

　どうして接近を許したのか？　そのように責められるのを察したルクシオンが、即座に俺の責任にしてくる。

『迎撃許可を出さなかったのはマスターですよ。それよりも、このままではアインホルンにモンスターが乗り込んできますね』

　確かに許可を出さなかったけど！　出さなかったけどさ！

「いつもならどうにかしただろ！　くそっ！　全員に武器を持たせるように指示を出せ！」

『船内に警告は出しています』

「よし、次はアインホルンで──」

『接触されているので迎撃は無理ですよ』

「え？」

『無理です』

　アインホルンの砲撃で幽霊船を吹き飛ばそうと思ったが、接触されては攻撃できないとルクシオンに言われて俺は困ってしまう。

　俺の腕に抱かれたアンジェが、ルクシオンにこの状況を打開する方法を尋ねる。

「どうすればいい？」

『二人で敵船内へと侵入して下さい。内部から飛行船に取り憑いたモンスターを倒せば、この状況を乗り切れます』

　部屋から飛び出したので丸腰だ。

　俺はアンジェに。

「わかった。五馬鹿を呼べ。それから、武器も──」

『時間がないので、お二人でお願いします。それから、武器の方はご用意しましたよ』

　船内から作業用のロボットたちが現れると、俺たちの装備を持って来る。

　準備のいいルクシオンが、何故か怪しく感じられる。

　俺とアンジェが立ち上がって装備を手にする。

　ショットガンや機関銃。その他には拳銃や剣などだ。

『脅威と思われる敵モンスターは確認できていません。お二人で内部に侵入して、飛行船を操るモンスターを倒せば終わりです』

　とても簡単なことのように言うが、俺はここで一つ気付いた。

「え？　お二人って、お前は？」

『私には仕事があるので同行できません』

「いや、来いよ。仕事はクレアーレに任せればいいだろ」

『駄目です』

　やけに頑固なルクシオンが、その赤いレンズを俺たちからアインホルンに乗り込もうとするモンスターたちに向ける。

『もう敵が乗り込んできますよ。急いで下さい』

　ショットガンを持った俺は、ルクシオンに文句を言ってやる。

「何が仕事だよ。後で覚えていろよ」

　アンジェが機関銃を持つと、小さくため息を吐いていた。

「そんなに大きな飛行船ではないからな。私たち二人でも十分だろ。リオン、行くぞ」

　二人で駆け出すと、ルクシオンが意味深につぶやいた。

『頑張って来て下さい。──色々とね』




　　　◇




　リビアが大急ぎで甲板へと出ると、そこにはルクシオンの姿があった。

　周囲には鎧の上半身だけ、という姿のロボットたちがいる。

　アインホルンに乗り込もうとするモンスターたちを、ロボットたちが次々に倒している姿はまるで作業のようだ。

　その姿に、リビアは少しだけ嫌な感じがした。

（駄目。今はリオンさんたちの安全を確認しないと）

「ルク君！」

　勇気を出してルクシオンに声をかけると、赤いレンズがリビアに向けられる。

『オリヴィア、船内で待機するように指示を出したはずですが？』

「リオンさんとアンジェがどこにもいないの！　もしかしたら、何かあったんじゃないか、って。でも、アーレちゃんは何も言ってくれないし」

　幽霊船が近付いており、危険なので船内で待機するように指示が出ていた。

　皆は不満そうにしながらも指示された広間に集まった。

　だが、そこにリオンとアンジェの姿だけがなかった。

　心配したリビアがこうして甲板に飛び出してきたのだが、ルクシオンは二人がいないと聞いても平然としている。

（──怖い）

　リビアは夢でルクシオンが大量虐殺を行う場面を見ていた。

　その時の光景が生々しくて、どうしてもルクシオンが怖く見える。

　忘れるように努めても、恐怖心が消えなかった。

『お二人なら問題ありません』

「でも！」

『──これはお二人にとって必要なことですから』

　それ以上、ルクシオンは何も話そうとはしなかった。




　　　◇




　アインホルンの船内。

　広間に集められた面々は、落ち着きのない様子で外を気にしていた。

　武器を手に持ち、窓から外を眺める。

　ジェイクは腕を組み、この状況に苛立っていた。

「幽霊船くらい大砲で吹き飛ばせば終わりだろうに」

　そばにはアーレが立っており、そんなジェイクをなだめている。

「幽霊船にはお宝があると聞きますし、調査しているのではありませんか？」

「そうなのか？　ならば、古城では負けたが、幽霊船の宝は俺たちがもらうぞ」

　お宝と聞いてやる気を見せるジェイクに、オスカルが何か思い出したように話しかける。

「ジェイク殿下はいつも強気ですね。自分は幽霊船の怖い話も聞くので、大砲で吹き飛ばすよりも逃げることを選択しますよ」

「俺の乳兄弟の癖に、随分と臆病だな」

「おや？　知らないんですか？　それでは、自分が知る幽霊船にまつわる怪談話を──」

　何故か怪談話を始める一年生グループ。

　オスカルが幽霊船にまつわる怖い話を始めると、徐々にジェイクの顔が青ざめていく。

　その様子を険しい視線で見ていたフィンは、心の中で採点する。

（ジェイク、オスカル──やはり、どちらにもミアを任せられないな。この状況で無駄話をしているのが駄目だ。そもそも、他の女性と仲良くしている時点で駄目だ）

　そして、アーレは性別が変わったので論外だった。

　三人の攻略対象がフィンの中で不合格となると、何も知らないミアが怯えていた。

「騎士様、幽霊船って本当に存在するんですね。ミアは怖いです」

　素直に怖いというミアに、フィンは温かい視線を向ける。

「怖がることはない。俺がお前を守ってやる。心配するな。あの程度の飛行船なら、俺と黒助ですぐに沈めてやる」

『任せろ！』

　フィンは怖がるミアのそばにより、そして手を優しく握ってやる。

　ミアの顔は赤くなっていた。

「ミア──風邪か？　どうして体調が悪いと教えてくれないんだ？　すぐに薬を用意させるから、待っているんだぞ。黒助、ソファーと毛布を用意してくれ」

『──相棒って時々馬鹿になるよな』

　顔の赤いミアを見て、フィンはすぐに体調不良と判断する。

　相棒のブレイブが、そんなフィンを見て複雑そうにしていた。

　ミアは両手を振って、必死に風邪ではないと訴える。

「違います！　違いますから、落ち着いて下さい！」

「駄目だ。自覚していないだけかも知れないだろう？　部屋には戻れないが、ソファーに横になるんだ」

　過保護すぎるフィンに、ミアは複雑な心境になる。

「う、嬉しいけど、騎士様はもっと、もっと」

「何だ？　何でも言ってくれ」

「うぅぅぅ。──ばかぁ」

　俯いて小声で馬鹿と言われ、フィンはショックを受ける。

　まるで雷が直撃したかのような衝撃を受けて、一人固まってしまっていた。

（ミアに嫌われただとぉぉぉ!?　俺は何を間違えてしまったんだ!?）
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　幽霊船の中に突撃した俺たち。

　だが、ここで大きな問題が発生した。

「もう一歩も動けない」

　座り込んだ俺を見て、呆れた顔をするのはアンジェだった。

　機関銃を両手に持ったアンジェが、深いため息を吐くと床に倒れた何かを指さす。

　それは先程倒したモンスターが、煙を発して消えるところだった。

「リオン、さっきのモンスターは物理攻撃が当たらない幽体タイプだ。魔法を使えば簡単に倒せるから心配いらない」

　船内に入ってしばらくすると、幽霊のような敵が俺たちを襲ってきた。

　怖くなってショットガンで攻撃したが、すり抜けて襲いかかって来た。

　咄嗟にアンジェが魔法で焼き払ってくれたのだが、もう俺の心は折れていた。

「──無理。腰が抜けた」

「おい!?　あの凶悪なモンスターに止めを刺したお前はどこにいった!?」

　俺が怖がって動けずにいると知ると、アンジェは酷く驚いていた。

　さっきの奴がモンスターだと俺だって知っている。

　知っているが、本当の幽霊みたいで怖かったんだよ。

　というか、本物だろ？　しかも殺意も強く、不気味な攻撃を繰り出してくるんだぞ。

　ゲームだとデフォルメされていたけど、リアルで見ると耐えられなかった。

「俺は攻撃の当たらない敵は怖いの！　幽霊とか駄目なの!!」

　ついに本音を叫んでしまうと、アンジェが頬を引きつらせる。

「アンデッド系のモンスターが苦手だとは知っていたが、ここまでとは思わなかったぞ」

　前世でも怖い話を特集した動画、映像、記事などは可能な限りスルーしてきた。

　怖い話をしている人がいれば、できるだけ近付かなかった。

　肝試し？　意味不明だ。

　可能な限り参加しないでやり過ごしてきた。

　時々学校行事でやらされた思い出があるが、心の中で幽霊が出るスポットに肝試しに行かせる連中を「罰当たりが！」と罵っていた。

「──もう一人で歩けない」

　動けない理由を話すと、アンジェが額を手で押さえる。

「わかった。私がモンスターを仕留める。お前はここに残って──」

「俺を一人置いていくのかよ！」

「お、おい、放せ。リオン、頼むから脚にしがみつかないでくれ」

　必死にアンジェの脚にしがみつく。

　アンジェは困ったような、それでいて嬉しそうな顔をしていた。

「お前にも苦手な物があったんだな」

「お願いだから置いていかないで」

　しがみついてお願いすると、アンジェが俺の頭を撫でてくる。

　どうやら、俺をこのまま放置できないと思ったようだ。

　安心させるためか、優しい口調で落ち着かせてくれる。

「少し休んでから、一緒に行くぞ。今度は私が前に出るから、お前は後ろからついてこい」

「うん」

　こんな状況で頼りになるアンジェが、俺には眩しく見えていた。
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　幽霊船の船内は、外観同様中身も古かった。

　きしむ床は平気で割れるし、ドアも掴んだだけで粉々になる。

　モンスターたちも沢山いた。

　だが、モンスターたちの住み処となる前。人が使用していた頃の名残というか、荷物なども残っていた。

　ある部屋にたどり着いた俺たちは、机の上に置かれた古い本を見つける。

　幾つもボロボロで読めなかったが、一冊だけかろうじて読める本があった。

「ここは船員の個室だな」

　本を読んでいたアンジェの背中にしがみつきながら、俺は周囲を気にしていた。

　かつて誰かがこの部屋で寝泊まりしていたというならば、何かしら思念的なものが残っている可能性がある。

　ようするに、化けて出て来ないか心配していた。

「アンジェ、早く終わらせて戻ろう」

　怯えている俺に呆れるアンジェは、本のページをめくる。

　崩れてしまうページもあるようだが、読めるページもあるようだ。

「お前、本当にこの手の話は駄目なのか？　これまでにも色々とあったはずだが？」

「怖いのは駄目なんだよ。アンジェは怖くないの？」

「生きている人間の方が恐ろしいと知っているからな」

「あ、マリエもそんなこと言ってた」

「あん？　ここであの女の名前を出すとは、置いて行かれたいみたいだな」

　アンジェを怒らせてしまった俺は、必死にしがみつく。

　すると、アンジェが恥ずかしがる。

「お、おい、冗談だから抱きつくな。こら、どこを触っている！」

「許して！　怖いのは無理！」

　そもそもルクシオンがいないのが悪い。

　あいつがいれば、何かしら対処してくれたはずだ。

　幽霊なんて非科学的なものは存在しない〜とか。

　軽口を叩ける相手がいないと怖いな。

　そもそも、あいつを手に入れるために挑んだダンジョンも怖かった。

　普通に人の骨があるんだよ。

　自分の人生がかかっていなかったら、積極的には挑まなかった。

　アンジェがページをめくり、本の内容を俺に伝えてくる。

「この船のことがわかったぞ。こいつは、大陸に入植しようとした冒険者たちの船らしい」

「冒険者？」

「新大陸に夢を見た若者たちが乗り込んでいたそうだ。日記の主は、無骨な連中に腹が立っていたのか、愚痴が多く書き込まれていた」

「そんな船がどうしてここに？」

「放棄された可能性があるな。何か大きな宝を見つけたと書かれている。この日記を書いたのは女だろうな。最後のページには、あの人と一緒になれるとあるな」

　恋人でもいたのだろうか？

　アンジェは本の表紙を眺め、右手で触れる。

「結局、この本の持ち主の名前は不明のままだな。船の名前も見当たらない。もっと日記の状態が良ければ、調べられたんだが」

「は、早く終わらせて戻ろうよ。後でルクシオンやクレアーレに調べさせるからさ」

「──お前、本当に幽霊が苦手だな。王国一の英雄が、幽霊を怖がってどうする？　お前に憧れる者たちが悲しむぞ」

「怖いものは怖いんだよ」

　アンジェが本を置いて部屋を出る。

　他の船室の多くは、崩れて入ることもできなくなっていた。

　ボロボロの通路を歩いて奥を目指すと、アンジェの足が止まる。

「ここだな。リオン」

　アンジェが左手を差し出してきたので、持っていた聖水爆弾を手渡す。今の俺は、アンジェの荷物持ちになっていた。

　アンジェから離れ、サポートに回るためショットガンを構える。

　しかし、震えているためしっかり敵を狙えるか不安だ。

　受け取ったアンジェがドアを蹴破ると、そこにいたのは飛行船に取り憑いた粘液状のモンスターだった。

　だが、一番の問題はその周囲にいる幽霊型のモンスターだ。

「出たぁぁぁ!!」

　俺が叫ぶと、アンジェが爆弾を投げて周囲に聖水をぶちまける。

　幽霊たちがもがき苦しみ消えていき、そして何体かが襲いかかって来た。

　怯えてショットガンを使用するが、ショットシェルが幽霊たちを通り過ぎる。

　アンジェの方は、粘液状のモンスターに機関銃の弾丸をばらまいていた。

「リオン、こっちを倒したら助けるから待ってろ！」

　魔法を使用するために右手を伸ばすが、怯えて集中できずに魔力がまとまらず魔法が放たれることはなかった。

「アンジェ助けて！」

「だから待てと言っている！」

　攻撃をすり抜けて俺のそばに近付く幽霊型モンスターたちは、俺の耳元で何かしら怖い言葉を呟いていた。

　何を言っているのか聞き取れないが、とりあえず怖い。

　鳥肌が立ち、嫌な汗が噴き出てくる。

「ルクシオン、俺を助けろ！」

　危機的状況で叫んだ名前が、まさか小憎たらしい相棒のルクシオンだとは思わなかった。

　ここはお母さん助けて！　と叫ばなかった自分を褒めるべきだろうか？

　すると、粘液状のモンスターを倒したアンジェが炎を操りモンスターたちを焼き払っていく。

「だから大人しく待っていろと言ったんだ」

　モンスターを一掃したアンジェが、銃口から煙を出す機関銃を担いで炎を背に現れる姿は頼もしかった。

　アンジェが俺を抱きかかえる。

「思ったより火の回りが早い。このまま脱出するからしっかり掴まれ」

「──うん」

　アンジェにお姫様のように抱きかかえられる。

　俺はアンジェの首に腕を回して掴まった。
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　アンジェが壁を蹴破ると、そこにはアインホルンの甲板が見えていた。

「──都合が良すぎるな。ルクシオンの奴は、後で問い詰めてやる」

　アンジェが俺を抱えてアインホルンに飛び移った。

　炎が広がり始める幽霊飛行船から、アインホルンが距離を取っていく。

　俺はアンジェに抱きかかえられたまま、その光景を見ていた。

「幽霊船には二度と遭遇したくないな」

　モンスターだと理解していても、幽霊になって現れると本当に怖かった。

　アンジェが同意してくる。

「まったくだ。お前がここまで役に立たないとは思わなかったからな。面倒だから、私も二度と遭遇したくない」

「ごめんなさい」

　情けなく謝ると、リビアが俺たちに駆け寄ってきた。

　──ルクシオンの奴も一緒である。

「リオンさん！　アンジェ！　──な、何で、アンジェがリオンさんを抱きかかえているんですか？」

　俺たちの姿を見て困惑するリビアだが、ルクシオンの方は普段通りだ。

『何があったのか容易に想像ができますね』

　ルクシオンを睨み付けるが、そんな俺はアンジェに抱きかかえられたままだ。

　アンジェが離れていく幽霊船を見る。

　炎に包まれ燃えながら崩れていくその姿を見ながら、アンジェは名残惜しそうに呟く。

「もっと詳しく調べたかったな」
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　自室。

　ベッドの上で体育座りをする俺は、ガタガタと震えていた。

　そんな俺の様子をルクシオンとクレアーレが、興味深そうに観察している。

『随分と怖がっていますね』

『マスターってば、可愛い！』

　俺は人工知能たちを睨み付ける。

「黙れ、裏切り者の人工知能共が！　お前ら、どうして幽霊船をアインホルンに近付けた？　普段なら勝手に迎撃するよな？　もしくは、接近を許さないよな!?」

　よく考えればおかしいことばかりだ。

　幽霊船がアインホルンに接触したと思っていた。

　しかし、普段のルクシオンたちならば、前もって対処していたはずだ。

　おかしいと言えば、俺とアンジェを幽霊船に乗り込ませたのもそうだ。

　皆が来るのを待ってからでもいいし、何ならルクシオンたちに任せてもいい。

　俺やアンジェが無理をする必要はどこにもなかった。

　アンジェもそのことには気付いていたようで、後で問い詰めると言っていた。

　最初からこいつらは、何か企んでいたとしか思えない。

『気付いてくれましたか？　アンジェリカと二人きりにする作戦ですよ』

「作戦って何だよ！　お前、俺があの手の奴らは苦手だって知っていたよな!?」

『だからこそ効果があると思ったのですけどね』

「今日はこのまま説教してやる」

　ルクシオンとクレアーレに説教をしようとすると、二人とも俺を無視して部屋を出て行く。

　球体状のボールが通り抜けられるような通路が部屋に用意されており、そこから簡単に出入りができていた。

「お、おい、待てって」

　引き留めようとすると、クレアーレが振り返って。

『誰か呼ぶつもりなら無理よ。何故か知らないけど、今は広間で怪談話に盛り上がっているわ。そっちに行くと、マスターの大嫌いな怖い話が沢山聞けるわね』

「あいつら俺の船で何してんの!?」

『リビアちゃんもノエルちゃんも、そっちに行かせたわ。アンジェちゃんだけは、別れ話の続きをするためこの部屋に来るみたいだけど』

「そういえば、別れ話の途中だったな」

　俺の中では既に別れた後になっているが、幽霊船騒ぎで中断された形だった。

　できればこのまま有耶無耶にしたい気持ちもあるが、それではアンジェに不誠実すぎる。

　全てはなるべくしてなったことだ。

「──ふられたな。俺に相応しい展開だ」

　俯いてため息を吐くと、クレアーレが馬鹿にしてくる。

『恰好を付けているみたいだけど、あれだけ情けない姿を晒したマスターが何を言っても無駄よ』

「おい、待て。お前らまさか、俺の様子を監視していたりしないよな？」

『──マスターはもっと自分に正直になって、アンジェちゃんに本音をぶつけた方がいいと思うの。普段の薄っぺらいその場しのぎの言葉ではなくて、マスターの言葉が重要よ』

　何故か誤魔化すようにアンジェの話をするクレアーレの態度から、俺を監視していた可能性が高まってくる。

「おい！　俺を監視して笑っていたのか！　そこはハッキリしろよ！」

『マスター、アンジェちゃんが好きだって自分の言葉で伝えて』

「いい話をした感じで逃げるなよ！」

　クレアーレまでもが部屋から逃げていくと、俺は一人残される。

　それに気が付き、部屋の中で何か音がすると過敏に反応をする。

　また怖くなって震えてきた。

「本物の幽霊が出るとか卑怯だろうが。あんなの、どうしろっていうんだよ」

　夜中にあんな奴らが出てきたら、俺は泣くぞ。

　一人膝を抱えて震えていると、ドアがノックされる。

『リオン、私だ』

「ひゃい！」

　急にノックされた恐怖から声がうわずってしまった。

　アンジェの入室を許可すると、シャワーを浴びた後なのか髪の毛が湿っていた。

　普段編み込んでまとめている髪は、今は簡単にまとめられている。

　ラフな恰好をしているアンジェは、俺の姿を見ると頬が引きつる。

「まだ怖がっているのか？　もう倒し終わっただろうに」

「今日夢に出てきたらと思うと、怖くて眠れないんだ」

「お前は自分が英雄だと自覚しろ。外でそんな姿は見せるなよ。私からの最後の忠告だ」

　そう言って部屋の中に入ってくるアンジェは、俺のベッドに腰掛けてくる。

　天井を見上げ、晴れ晴れとした──いや、目の周りが赤かった。

　シャワーを浴びながら泣いていたのだろうか？

　それでも笑って告げてくる。

「私たちは終わりだな。これまで楽しかったよ」

　このまま俺たちの関係は終わるのだろう。

　男らしく後腐れなく綺麗に別れようという自分がいる一方で、情けなく泣き喚くもう一人の俺が訴えてくる。

　──後腐れなくとか、綺麗とかどうでもいいから、俺はアンジェと別れたくないの！　あと、今日は寂しいから一緒に寝て欲しいの！　男らしく？　幽霊船で情けない姿を晒したんだから意味ないだろうが！

　などと、本音で訴えてくる。

　正直俺も、今日はこのままそばにいて欲しいと思っている。

　しかし、男らしさを訴えてくるもう一人の俺が言っている。

　──これ以上困らせるとか駄目だ。アンジェとは素直に別れて、思い出は綺麗なままにお互い新しい道を歩んでいこう。

　そんなことを言うが、今更恰好を付けても恥ずかしいだけだ。

　考え込む俺をアンジェが心配そうに見てくる。

「どうした？　できれば、お前からも何か言って欲しいんだが」

　アンジェ自身も不安なのか、俺からの言葉を待っていた。

　だから俺は。

「──俺は正直、家とか立場とかあんまり理解していないんだよね。俺は、アンジェ個人と婚約したと思っていたから」

「何を言っているんだ？」

「俺が欲しかったのは、レッドグレイブ公爵家じゃなくて──アンジェだ」

「お、お前」

　アンジェ個人が欲しいと伝えると、本人は顔を赤くして俯く。

「嬉しいが、それでは私はただの娘でしかない。実家の力が使えない私がお前のそばにいても役に立たない。だからと言って、実家の力を頼る私がそばにいれば、お前に迷惑がかかる」

「俺には！」

　どうしても実家という存在が強く影響する世界だ。

　君だけが欲しいと言っても、それは通じない。

　だけど、それを知っていても俺は──。

「──俺にはアンジェが必要だ。貴族社会の事なんて田舎貴族の俺には荷が重いし」

「確かにリビアとノエルも疎いが、王妃様が補佐してくれる。その気になれば、エリカ王女がお前の妻になるだろう。あの王女様ならきっとお前を──」

「無理。絶対に無理！　エリカだけはない」

「何故だ!?」

　エリカだけは絶対にあり得ないという俺に、アンジェは酷く驚いていた。

　普段から仲のいい俺たちを見ていれば、勘違いしても仕方がないだろう。

　しかし、エリカだけは駄目だ。

　そもそも、前世の姪と結婚とかない。

　幸せになって欲しいのであって、俺が幸せにするのは違う。

　アンジェに決意を伝える。

「俺はレッドグレイブ家と喧嘩をしてでもアンジェが欲しい」

「私一人のために、何を言っているんだ？」

「駄目なら奪う」

「──馬鹿者が」

　強引さを見せると、嬉しそうにしながらもアンジェは頭を振る。

　アンジェの目から涙がこぼれていた。

「お前の気持ちは嬉しいが、それではお前の平穏な人生が遠のく。私はお前に幸せになって欲しい」

　俺の幸せに本当に必要なものって何だろう？

　答えは出ている。

「それなら、俺の幸せにはアンジェが必要だ」

「──リオン？」

　俺はアンジェにベッドの上で抱きつく。

　アンジェは俺の背中に手を回して、そして気付いたのだろう。

「お前、震えているのか？　もしかして──」

「ごめん、まだ怖い」

　幽霊船の恐怖が抜けていないことを悟られると、アンジェが大声で笑い出した。

「お前は本当に締まらない男だな。こういう時くらい、しっかり決めないか」

「だって怖いんだよ！　お願いだから一緒にいてくれよ」
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　ルクシオンたちに裏切られた俺は、アンジェにそばにいて欲しいと頼み込む。

　すると、アンジェが俺の耳元で囁く。

「さては怖いから一晩一緒にいて欲しくて私を口説いたのか？」

「ち、違います」

「怒らないから正直に言え。ほら、早く」

　耳に息を吹きかけられた俺は、くすぐったさを感じながら。

「ちょっとだけ」

「──やっぱりな」

　真実を知って呆れ声を出すアンジェだが、俺の背中をさすってくれる。

「このままお前を放り投げては、英雄の名に傷が付くな」

「俺は付いてもいいよ」

「それは私が嫌だ。お前は──私にとっても英雄だぞ」

　今回の件で、これまで以上にアンジェとの距離が近くなった気がする。

　気を張っていた部分がお互いになくなり、居心地の良さを感じた。

　アンジェが俺の胸に額を押しつける。

「リオン、私は実家と縁を切る」

「アンジェ？」

　急な申し出に驚いてしまった。

　家という存在が大きな世界だから、縁を切るというのは非常に大きな問題だ。

　今後アンジェは、レッドグレイブ家に戻ることはできない。

　そればかりか、公爵令嬢という立場を失ってしまう。

「結局、お前を繋ぎ止められなければ、実家は私に見切りを付けていたはずだ。だから、お前が気に病むことはない」

「──でも」

「私が選んだ道だ。お前は気にする必要はない。むしろ、私が実家との縁を切れば、レッドグレイブ公爵家が敵に回るぞ。その面倒を背負う覚悟はあるのか？」

　数秒考えて頷くと、アンジェが顔を上げて真剣な眼差しを向けてくる。

「これから色々と大変になるぞ。領主貴族たちはほとんどが敵だ。中にはお前を担ぎ上げる者たちも出てくる。今の王国を再建するとなれば、忙しくなる」

「それで穏便に済ませられるなら」

「──わかった。私がお前を支えてやる。それから、今日は一晩一緒にいてやろう。怖くて眠れないだろうからな」

　悪戯っ子のような笑顔を見せてくるアンジェに、俺は顔を赤くして。

「そ、そういうわけじゃ」

「なら私は自室に戻るが？」

「嘘です！」

　そうアンジェに謝罪をする俺は、一晩一緒に寝てもらうことになった。











第11話　「縁切り」









　翌朝。

　リビアとノエルは、リオンの部屋を訪ねる。

　理由はアンジェを見かけないのと、二人の関係がどうなったのか知るためだ。

　リビアは浮かない表情をしていた。

「結局、二人の仲直りは失敗でしたね」

　廊下を歩く二人は、リオンとアンジェの関係を修復できずに暗い表情をしている。

　ノエルは無理に明るく振る舞っていた。

「嫌いになって別れるわけじゃないからね。お互いに立場もあるし」

　リビアは手を握りしめる。

「そうですよね」

　仲直りは成功したのだが、結局二人を取り巻く状況が結ばれることを許さなかった。

　二人はリオンの部屋の前に来ると、遠慮がちにノックする。

「リオンさん、起きていますか？」

　リビアが声をかけるが反応がなく、ノエルが強めにドアを叩く。

「起きてよ。実はアンジェリカさんが見当たらないの。クレアーレも問題ない、の一点張りで、取り合ってくれないのよ。リオンから聞いてくれない？」

　ノエルの声で目を覚ましたのか、ドアが開く。

　ただ、部屋の主はリオンであるはずだが、姿を見せたのは髪を下ろしたアンジェだった。

　二人を前にして僅かに頬を染めて照れくさそうにしている。

　視線を二人から逸らしつつ。

「──すまなかったな。心配をかけてしまった」

　リビアが頬を引きつらせながらも、アンジェの元気そうな姿に安心する。

「良かった！　アンジェ、昨日は──」

「待ってくれ。先に言わせて欲しいことがある」

　アンジェが真剣な顔になったため、リビアもノエルも口を閉じた。

　アンジェは小さく息を吸い込んでから。

「私はリオンのそばにいることにした。代わりに、実家とは縁を切る」

　それを聞いたリビアとノエルが、朝から絶叫した。
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　王都にあるレッドグレイブ公爵家の屋敷。

　朝から屋敷を訪れたアンジェを前にしているのは、不機嫌な顔を隠そうともしないヴィンスだった。

　アンジェを睨み付けている。

「可愛がっていた娘に手を噛まれるとは思わなかった」

　ヴィンスの言葉に、アンジェは堂々としながら答える。

「噛まれるようなことをしたのは父上です」

「まさか、実家と絶縁するとは思わなかったよ。その様子なら、バルトファルト公爵を説き伏せられなかったか？　女として王女殿下に負けたようだな」

　リオンを説得できなかったから、実家と縁を切るのか？　その問い掛けに、アンジェはうっすらと笑みを浮かべる。

「リオンはエリカ王女との結婚はないと断言しています。それから、レッドグレイブ公爵家と争ってでも私が欲しい、と言ってくれました」

　リオンがレッドグレイブ家と手を組まない理由が、エリカでないと知ってヴィンスは顔を歪める。

　理解できないという表情で、アンジェに問う。

「何を言っている？　それならば──」

「リオンは王国が滅びるのは面倒だと」

「滅びる時に滅びなければ、無様を晒すだけだと理解できないようだな」

　王国は寿命が来ている。

　今のまま延命したところで意味がないと言うヴィンスに、アンジェは小さく頷いた。

「私もそう思います」

「ならば何故、説き伏せない？　今のお前ならば、簡単だろうに」

　確かにアンジェがリオンを説き伏せるのは簡単だ。

　リオンもアンジェの頼みとあれば、レッドグレイブ公爵家に味方しただろう。

　しかし、それはアンジェの望みではない。

「私がしたくありませんでした」

「アンジェ！」

「私の望みは、リオンの幸せです」

　堂々と宣言すると、ヴィンスが執務室の机に拳を振り下ろす。

「レッドグレイブ家を──家族を裏切るつもりか？」

　家族で争うつもりか？　その問いに、アンジェは僅かに瞳を揺らしたが気持ちは変わらなかった。

「言い訳はしません。今までお世話になりました。父上、どうかお元気で」

「お前に言われる筋合いはない。今日限り、お前とは親子の縁を切るのだからな。さっさと出て行け！」

「失礼しました」

　背中を見せて執務室を出て行くアンジェだったが、ドアの前で立ち止まると振り返る。

　ヴィンスがさっさと出て行けと言いたそうな顔をしているが、ポケットから一枚の写真を取りだした。

　ヴィンスの位置から見えないだろうから、何の写真なのかを伝える。

「それから、一応知らせておきます。リオンと一緒に未開のダンジョンに挑みまして、財宝を手に入れました」

　その話を聞いたヴィンスは、椅子から腰が浮き上がった。

「な、何だと!?」

　貴族として、父親として娘が許せなかった。

　しかし、娘が冒険者として偉業を為したと知ると、心がざわついてしまう。

　父親として、冒険者として娘を祝福したい気持ちに包まれる。

　同時に、冒険者の血が騒ぐ。

　自分もなし得なかった偉業を娘が為した。

　祝福したい気持ちと同時に、悔しいという感情もあった。

　だが、先程絶縁を言い渡したばかりだ。

　詳しい話を聞きたいと思いながらも、ここでそんな態度は見せられない。

　そんな表情をしていた。

　アンジェが丁寧に知らせてくる。

「金手の古城と名付けられたダンジョンになります。既に財宝は全て回収しましたが、現地を調査するために調査団が組織されています。数年後には本格的な調査が始まると聞きましたよ」

　既に財宝はアンジェたちにより回収されたが、もしかしたらまだ何かあるかもしれない。

　そんな思いから、冒険者たちも続々と金手の古城を目指すだろう。

　ヴィンスも今すぐ向かいたいという顔をしていたが、顔を背けて椅子に座り直した。

　腕を組んでアンジェに怒鳴る。

「そ、それがどうしたというのだ？　お前とはもう他人だ。さっさと当家の屋敷から出て行くがいい」

「そうします。父上、今までありがとうございました」

　深く頭を下げるアンジェは、僅かに声が悲しそうだった。

　アンジェが部屋から出て行き、一人になったヴィンスは深いため息を吐く。

「馬鹿娘が。──そこは、最初にダンジョンの話をするべきだろうに。仕返しのつもりか？」

　娘の冒険譚たんを聞きたかったのに、と残念がる。

　そして、天井を見上げて笑みを浮かべる。

「それにしても、いい目をするようになった」

　そこには、絶縁しながらも娘の成長を喜ぶ父親の姿があった。
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　学園の屋上。

　ヘリングと今後の話し合いをすることになったのだが、話題はどうしても金手の古城のものになる。

　ヘリングは楽しそうに、ミアちゃんの話題で盛り上がる。

「聞いてくれよ。ミアが新種の植物を発見したかもしれないんだ。これは是非とも、ミアの名前を植物の名前に付けたいんだが、どうだろうか？」

「ミアちゃんの話題で何時間喋るつもりだ？」

「まだ三割も話していないが？」

　首をかしげるヘリングを見ていると、過保護という言葉がピッタリに思えてくる。

　俺がため息を吐くと、流石に悪いと思ったのかヘリングが俺の近況を尋ねる。

「それより、お前の方はどうなんだ？」

「どうって？」

「あの公爵令嬢、お前のために実家と縁を切ったそうじゃないか。別れ話も出ていたはずなのに、急な話だと思ってさ。どんな手を使ったのか、後学のために聞いておこうと思った」

「興味本位かよ」

　呆れつつも、隠してもしょうがないので俺は事実を話す。

　もちろん、俺の情けない話は全部カットだ。

　恥を赤裸々に告白するなどできない。

「アンジェが必要だと伝えただけだ」

「それだけか？」

「他に何があるよ？」

「いや、それだけだったら、前もって伝えておけば問題なかったように思うんだが？」

　伝えられていれば、そもそも問題なんて起きなかったよ。

　気付かなかった理由を思い浮かべ、それっぽい答えをヘリングに教える。

「価値観の違いってやつ？」

　雑な答えだったが、ヘリングには十分だったようだ。

　真剣な顔で考え込んでいる。

「──そいつは俺たちにとって面倒な問題だな」

「だろ」

　俺が欠伸をすると、ヘリングは屋上の手すりに背中を預けて空を見上げる。

　そして、本題を切り出してきた。

「そろそろ、俺はもう一人の攻略対象と接触しようと思う」

「ロブソンか？　お前は見る目が厳しいからな」

「ミアの人生を預けるに相応しい男か見極めているだけだ」

　それが問題だと言っている。

　ミアちゃんに対して過保護なヘリングは、どうしても男を見る目が厳しい。

　何より、ヘリング自体が高スペック男子だ。

　帝国に戻れば騎士として有名人らしい。

　貴族ではないそうだが、帝国は実力主義と聞いているので爵位を得られる可能性はあるだろう。

　財力に関しては聞いていないが、あまり散財しないので貯金は多いらしい。

　一度何にお金を使っているのか聞いたら、ほとんどがミアちゃん関連で驚いた。

　そんなヘリングが認めるような男が、この学園にいるのだろうか？

　ヘリングが浮かない顔をしながら、俺に頼んでくる。

「──ただ、俺も最近は自分の目がちょっと厳しいことを実感してきた」

「ちょっと？　あれでちょっと!?」

「だから、お前にも見極めを手伝ってもらいたい」

「俺が？」

　どうしてそんなことを俺に頼んでくるのだろうか？

　不思議に思っていると、ヘリングが事情を話してくる。

「仕方ないだろうが！　他に頼める奴がいないんだよ。マリエ──さんは、何というか男を見る目がないような気がして」

　確かに、五馬鹿に囲まれているマリエに男を見る目があるかと言われれば怪しい。

　前世から駄目な男に引っかかる奴だった。

「俺も自信がないけど、それよりロブソンがミアちゃんと仲良くできるかが重要じゃないか？　無理にくっつけてもいい結果にならないぞ」

　アルゼル共和国で起きたロイクの件を思い出す俺は、本人同士の気持ちが一番だとヘリングに伝える。

　ヘリングも納得してくれたようだ。

「そうだな。まずは気持ち。その上で、ミアを守れる男かどうかだ。もうこの際だから、ミアを守れる男に俺が育てようかと思うんだが、どうだろうか？」

「お前は貴公子の育成ゲーでも始めたいの？」

「駄目なら用意するしかないだろうが！」

　ミアちゃんに相応しい男がいないから、自分で用意すると言い出した。

　何がこいつをそこまでさせるのだろう？

「お前のミアちゃんへの愛って重くない？」

「重くない。これくらい普通だ」

　乙女ゲーの攻略対象を育成し、主人公に相応しい男に育てる！

　そんなヘリングを止めるのに、ちょっと苦労した。

　でも、五馬鹿をまともにしてくれるなら、任せたくもあるな。
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　ロブソン・フォウ・イーサン。

　彼は生まれながらにして全てを持って生まれた男だ。

　名門の伯爵家に生まれ、そして剣と魔法にも才能があった。

　武だけではなく、文の方にも優れた才能を発揮していた。

　そんな欠点らしい欠点がなく、周囲から天才と持ち上げられ育ったイーサンには似ても似つかない兄がいた。

　イーサンと比べると才能もなく愚図で、卑屈な性格をしている男だ。

　優秀な弟を妬み、兄は自分の跡取りとしての地位を危ぶんで暗殺を計画した。

　だが、才能のなさがここでも発揮されてしまう。

　暗殺と呼ぶには稚拙過ぎる行いにより、兄は両親により廃嫡されてしまう。

　遠縁の田舎に押し込めているとのことだが、イーサンも詳細は知らなかった。

　生きているのか、それとも死んでいるのか？

　両親も愚鈍な兄では家を傾けてしまうと危惧しており、これ幸いにとイーサンを跡取りに据えてしまった。

　こうしてイーサンは、ロブソン家の嫡男となった。

「そう、つまり私は全てを手に入れた完璧な男だ」

　──ここまでの自慢話を少し悲しげに語る男が、イーサンだった。

　学園の中庭でベンチに座っていたアーレの隣に腰掛け、急に自分の生い立ちと自慢話を始めていた。

　自慢話を聞かされたアーレも困惑している。

「そ、そうですか。大変でしたね」

　アーレは膝の上に、小さくて可愛らしい手作りのお弁当を広げていた。

　一人で昼食時間を過ごしていたら、急にイーサンが隣に座ってきた。

　そのまま聞いてもいないのに、生い立ちを語り始めた。

　チラチラとお弁当箱に視線を向けるイーサンに、アーレがおかずを差し出す。

「どうぞ」

「おっと失礼。あまりにもおいしそうだったので、視線を奪われてしまったよ。君のような美しい女性に視線を固定しておきたかったのに、罪作りな食べ物だ」

　差し出された卵焼きを手で掴んで食べるイーサンは、咀そ嚼しゃくして飲み込むとアーレに笑顔を向けてくる。

「君はきっと素晴らしい妻になるだろう。ちなみに、私の隣は君のために空けてある。いつでも隣に──」

　両手を握られたアーレは、イーサンが何をしたいのか気付く。

　──あぁ、自分は今、ナンパされているのだな、と。

「あの、嬉しいのですが、私はその」

　遠慮がちに断りを入れようとすると、二人に近付く男が一人。

　怒気を放っているジェイクだった。

「そこで何をしている！」

　声を荒らげて近付いてくるジェイクを見て、アーレは慌ててイーサンに握られていた手を振りほどいた。

「ジェイク殿下!?　こ、これはその」

　戸惑うアーレに視線を向けたジェイクは、すぐに隣のイーサンを睨み付けた。

「アーレが困っている。そこを退どけ、イーサン」

　同じ一年生ということもあり、ジェイクはイーサンのことを知っているようだ。

　それはイーサンも同じである。

　だが、両者共に良好な関係とは言いがたいようだ。

　不敵な笑みを浮かべるイーサンが、ジェイクを挑発する。

「これはこれは。王太子になれないジェイク殿下ではありませんか。聞いた話では、バルトファルト公爵を口説き落とせなかったそうですね？　公爵様は、廃嫡されたユリウス殿下を後押ししているとか？」

　王位を狙っているジェイクに対して、露骨な挑発がイーサンの立場を物語っていた。

　貴族として、イーサンのロブソン家はジェイクを後押ししていないのだろう。

　だが、ジェイクは一歩も引かない。

「兄を押しのけ跡取りに座ったお前には感心していたが、どうやら俺の過大評価だったらしいな。人の物を欲しがる子供だな」

　ガキと言われたイーサンが、笑顔のまま眉尻を上げている。

　頑張って余裕を見せてはいるが、相当腹が立っているのだろう。

「言いますね。そういえば、お守りのオスカルはどこですか？　殿下の世話をしないといけないのに、姿が見えないようですが？」

　オスカルの話題を出しつつ、お守りがいないと何も出来ないガキの癖に！　という遠回しなメッセージである。

　しかし、ジェイクは右手で顔に触れて、何とも言えない顔をしていた。

「──オスカルは、女のところだ」

「体を鍛えるしか能がないオスカルに女ですか？　人とは成長するものですね。殿下も見習われたらいい」

　貶してくるイーサンに対して、ジェイクは力なく返事をする。

「そうだな。──アーレ、俺に付き合え」

　ジェイクは弁当箱を片付けたアーレの手を取って、イーサンのもとから去って行く。

　そんな二人の姿を見たイーサンは、腹を立てる様子がない。

　ただ、ジェイクの背中を冷たい目で見ていた。

「──今だけはお譲りしますよ、殿下。精々、楽しい思い出を作って下さい」

　イーサンは、これからジェイクの身に何が起きるのか知っていた。

　滅び行く国の王子の末路など、想像するまでもない。

　同情心から、イーサンはアーレを連れ去るジェイクを見送った。
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「オスカル様ぁ〜」

「ジェナさん！」

　学園近くにある喫茶店を訪れたのは、オスカルとフィンリーだった。

　先に来て待っていたジェナは、オスカルだけを見て満面の笑みだ。

　フィンリーが一緒に来ていることに気付いた様子がない。

　お互いを知り尽くしている姉妹がいる場所で、ジェナは猫をかぶっている。

「呼び出して申し訳ありません。どうしても、オスカル様と昼食をご一緒したくてぇ〜」

　猫なで声のジェナを見るフィンリーは、無表情でハイライトの消えた瞳をしている。

　そんなフィンリーの様子に気付かないオスカルは、照れた様子で。

「いえ、自分も嬉しいです。女性に誘われた経験が少ないので、舞い上がっております」

「オスカル様可愛いぃ！」

　初々しい二人を見る周囲は、微笑むか気まずそうにするか、はたまた奥歯を噛みしめこの世界を呪うような反応を見せている。

　そしてフィンリーは。

（どうして私は、こんな罰ゲームを受けているの？）

　仲の良かった男子生徒が、いつの間にか自分の姉といい関係になっていた。

　フィンリーからすれば、何が起きたのか理解できない。

　しばらく二人を見ていると、ようやくジェナがフィンリーの存在に気付いたようだ。

「あら、フィンリーもいたのね」

　いかにも邪魔くさそうな顔をしながらの台詞は、妹への気遣いが少しもない。

「邪魔してごめんね。母さんたちからも言われているのよ。──姉貴が問題を起こさないか見張っていろ、ってさ」

　作り笑いを浮かべるフィンリーは、ジェナの見張り役だった。

「別に来なくていいのよ。私たちで仲良くするから、フィンリーは駄菓子でも買って帰れば？　あ、父さんと母さんにはうまく言っておいてね」

「私って真面目だから、そんなの無理〜」

　姉妹の会話を聞いているオスカルだが、二人の気持ちを理解できるほど頭も良くないので席について注文を始めている。

　ジェナは心の中で歯ぎしりしていた。

（私だってお前らを見張りたくないんだよ！　私の気持ちも少しは察しろよ！）

　姉がオスカルと付き合うことになり、何か問題を起こすのでは？　とフィンリーは心配した実家の両親から頼まれていた。

（それに、兄貴も絶対に目を離すな、って言うから）

　リオンからお小遣いをもらっているフィンリーは、頼まれると断れなかった。

　あと、見張らないとまずい、と自身の勘が訴えてくる。

　ジェナもフィンリーも、お互いに笑顔を作りながら目が全く笑っていない。

　フィンリーが席に着く。

「時間もないし、さっさと食事にしましょうか。私たち、学生だから午後も授業があるの。暇なお姉ちゃんと違って、ね」

　ジェナは自然とオスカルの隣に座り、鍛えられた腕にしがみつく。

「オスカル様、ダンジョンで宝を発見したんですよね？　もしかして、大金が手に入ったりしました？」

　フィンリーを無視してオスカルに話しかけるが、返ってきた答えはジェナの望むものではなかった。

「いえ、財宝は全て公爵様が手に入れましたよ」

「──え？」

「やはり、ダンジョン攻略者は違いますね。自分など足下にも及びません。素晴らしい先輩を得られて、自分は幸せです」

　笑顔で言われて、ジェナは頬を引きつらせる。

「そ、そうだったのね。あのリオンがまた財宝を手に入れたんだ。ふ〜ん」

「はい！　公爵様は自分を気遣ってくれました。あまり無理をさせて怪我をさせたら、色々と申し訳ないからと言われまして」

　申し訳ない部分の色々には、きっとジェナのことも含まれているのだろう、とフィンリーは思いながら店員が持ってきたジュースを飲む。

　ジェナがフィンリーに顔を近付け、詳しい事情を聞き出そうとする。

「どういうことよ？　あいつ、またお宝を見つけたの？　何もしなくても金持ちよね？」

「知らないわよ。最近は妙に気が抜けて浮ついているしさ」

「あいつの気が抜けているのは、いつものことでしょ。他にも色々と抜けているわよ」

　血を分けた姉弟であるため、ジェナのリオンに対する評価は辛辣だった。

　フィンリーもそこは否定しない。

　実家で見ていたリオンは、皆が言うような英雄などではなかった。

「実家にいた時より酷いよ。妙にアンジェリカさんにべったりだしさ」

「あの馬鹿、儲けたなら私にも分け前を寄越しなさいよね」

　ジェナに何の権利もないのだが、そこは姉としての理不尽さの表れだろう。また、口悪く言っているだけで、本当に分け前が欲しいわけではない。

　フィンリーが首をかしげる。

「でも、姉貴の王都暮らしの資金は兄貴が出しているって聞いたわよ」

「それはそれ、これはこれ、よ」

「姉貴も屑だよね」

　こんな姉のどこに惹かれたのだろうか？

　フィンリーは気になって、オスカルに尋ねる。

「オスカルさん」

「何でしょうか？」

「どうして姉貴に惚れたの？　妹の私から見ても、結構な屑だよ」

　目の前で屑と言われて、ジェナが激怒する。

「──フィンリー、あんた私に恨みでもあるわけ？」

　私の幸せを壊す者は許さない、という険しい視線を向けてくる。

　だが、フィンリーはオスカルへの忠告を止めない。

　だって姉が憎いから。

「オスカルさん、今からでも別れた方がいいわよ」

　無視されたジェナが妹に殺意のこもった瞳を向ける中、オスカルは気恥ずかしそうに頭をかく。

「それはありません。ジェナさんは素敵な女性ですから」

　言い切るオスカルに、ジェナは瞳を輝かせて手を組む。

　オスカルに祈りを捧げているような姿で。

「オスカル様」

「ジェナさん」

　二人が見つめ合っている光景を見るフィンリーは、両手で顔を覆った。

（こいつの目は節穴かよ!!）




　　　◇




　フィンリーから昼食時の話を聞いた俺は、自室で頭を抱えていた。

「俺はホーガン子爵に何て謝罪したらいいんだよ」

　うちの姉がお宅の息子さんを誑たらし込んでしまいました、と謝ったら許してくれるだろうか？　いや、ないな。

　俺がホーガン子爵なら、大事な跡取りが誑し込まれたと知ったら憤慨ものだ。

　落ち込む俺に飲み物を用意するアンジェは、呆れた顔をする。

「そんなに気にしなくてもいい。ホーガン子爵は、むしろ喜ぶんじゃないか？」

「姉貴だよ!?　学生時代に散々遊び回って、俺に散々迷惑をかけているあの姉貴だよ!?　オスカルが不ふ憫びんすぎる」

　馬鹿だがいい奴なのに、惚れた女が悪すぎる。

　俺はジェナという人間をよく知るからこそ、オスカルのためにも別れて欲しかった。

　そう、オスカルのために！

　どうして俺は、三作目の攻略対象である野郎の恋愛に頭を悩ませないとならないのか？

　アンジェはこの話にも飽きたのか、話題を実家との縁切りに切り替えてくる。

「それよりも、そろそろ私が実家と縁を切ったと知られるだろう。そうなれば、王宮も学園も大騒ぎになる。周囲がお前の動向を気にするだろうな」

　俺が誰の味方をするのか、皆が注目しているらしい。

　もっと他のことで注目されたかったね。

　学園きってのお茶の紳士、とか。

「注目されたくないな」

「私を選んだ代償は高く付いたな」

「──じゃあ、我慢するか」

　クスクスと笑うアンジェは、俺に今後どのように行動すればいいのかを聞かせてくれる。

「リオンは王宮と懇意にしていると見せておけ。ユリウス殿下と親しくしているように見せればいい」

「ユリウスと？　エリカとジェイクは？」

　王族と親しい姿を見せればいいなら、エリカもジェイクも同じだ。

　しかし、アンジェはユリウスにこだわっていた。

「ジェイク殿下は野心が強すぎる。お前が近付けば、関係を利用して王太子の地位を狙っていざこざを起こしかねない」

「あのジェイクが？　アーレちゃんに夢中なのに？」

　学園内では、二人が一緒にいるところをよく見かける。

　聞けば、ジェイクが追い回しているそうだ。

　アーレちゃんも満更ではないのか、嬉しそうにしているそうだ。

　──ただ、どっちも男だ。いや、片方は性転換して女になったのだが、問題はこの世界に性転換という概念がないことだ。

　そのため、アーレちゃんはどんなに女性らしくても書類や戸籍上は男扱いを受ける。

　アンジェもその事実を知っているため、ジェイクを心配する。

「真実を知ったら、ジェイク殿下は荒れるだろうな」

「荒れたらアロガンツでぶちのめして、ユリウスたちみたいに愉快な連中にしてやるよ」

「最終手段として考えておこう。それから、エリカ王女とのお茶会は最低限に止めておけ」

　エリカが駄目な理由がわからない。

　首をかしげていると、アンジェが俺の頬に手を伸ばして摘まんだ。

「アンジェ、痛い」

「理解できない顔をしているからだ。エリカ王女と親しくしないで欲しいのは、政治的な意味もあるが、私の個人的なわがままが大きい」

「え？」

　アンジェが俺の頬から手を離すと、赤く腫れた部分を指先で優しく撫でてくる。

「嫉妬だ。それに、あまり親しくすれば、ミレーヌ様が動き出すぞ。あの方は、祖国を守るためなら手段を選ばないはずだ」

　手を離したアンジェは、俺の知らないミレーヌさんについて教えてくれる。

　もっと危機感を持て、と。

「あの方が嫁いできた頃は、レパルト連合王国が切り札を切ったと騒がれていた。いずれは盟主国の女王になっていたとも噂された人だからな」

「ミレーヌさん凄いな」

　感心していると、アンジェが面白くなさそうな顔をするので咳払いをして誤魔化す。

　アンジェは過去にミレーヌさんのそばで行儀見習いをしていたらしく、本人から色々と聞いていたようだ。

「連合王国はラーシェルに長年苦しめられているからな。それを知るあの方は、軍事同盟やラーシェルの押さえ込みに必死だったよ」

「だから娘を利用すると？」

「情もあるが、王族としての判断もできる人だ。実際、エリカ様は幼い頃にフレーザー家の嫡男と婚約している」

　婚約させられたのが、前世の姪だから複雑な気分だ。

　アンジェが冗談を交えて締めくくる。

「だから、個人的にも、政治的な意味でもお勧めしない。ここまで言ったのだから、お前も考え直してくれるよな？」

　顔を近付けてくるアンジェに、俺はやや体を引く。

「前より積極的になったね」

「遠慮は止めた。お前に遠回しの愛情表現は通じないからな」

　何も言えないでいると、ドアがノックされる。

「こんな時に誰だ？」

　椅子から立ち上がると、アンジェが目を細めていた。

　来客に心当たりがあるらしい。

「時間前に来るのは好ましいが、もっと気を利かせて欲しいものだな」

「え、誰か呼んだ？」

「ユリウス殿下だ」




　　　◇




　アンジェに呼び出されたユリウスと一緒に、俺は王都の街を歩いていた。

　ユリウスと二人、王都を歩けと言われた。

　野郎二人でお出かけとか、悲しくなってくる。

　それなのに、ユリウスは上機嫌だ。

「お前の金で屋台巡りをしていいと言われた。ここは、俺のお勧めの店を巡りつつ、新規開拓もしようじゃないか」

　無駄にキラキラと輝くイケメンスマイルを俺に向けてくる。

　周囲を歩く女性たちが、そんなユリウスに見み惚とれていた。

　──お前、そんな笑顔を俺に向けて何の意味があるの？

　俺はときめいたりしないぞ。
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「屋台巡りとか、お前は王子様としてそれでいいの？」

「これも日々の修行。もっとも、趣味と実益を兼ねているけどな」

「いや、そんな話は聞いてないよ」

　何で野郎と出歩くだけで、こんなに楽しそうにできるの？

　ユリウスが理解できない謎の生物のように感じられ、不思議そうに見ているとルクシオンが俺に話しかけてくる。

『マスター、周囲に不審な人物たちを確認しました』

「暗殺者か？」

　これでも他国に十億円の懸賞金を賭けられている身だ。

　俺の命を狙う奴らも出てきているのだが、今回は違うらしい。

『いえ、マスターの交友関係を探っているようです。アンジェリカが言っていたように、マスターの周囲が騒がしくなっていますね』

「俺の交友関係を必死に調べるとか残念な奴らだな」

『同意しますね。こんなマスターが重要人物であるこの国は、もう末期ですよ』

「お前はもっと優しくなれないの？　命令すれば優しくなるかな？」

　命令したら、少しは優しい相棒になってくれないだろうか？

　そんな淡い希望はすぐに打ち砕かれる。

『前向きな善処を検討した結果、残念ながら見送らせていただきます』

「即答しといて検討したって何？」

　ルクシオンと日常会話をしていると、ユリウスが周囲に視線を向けて小さくため息を吐いた。

「この感覚は久しぶりだな。いや、俺以上か？」

　何の話かと顔を向けると、ユリウスが真剣な表情で俺を店に案内する。

　早歩きで、人の間を縫って進む。

「おい、どうした？」

「結構な数に見張られているぞ。リオンは俺以上の人気者だな」

　笑うユリウスを見て、腹立たしくなってくる。

「嫌な奴らばかり寄ってくる」

「昔の俺もそうだったよ」

　王太子として注目を集めていたユリウスの気持ちが、少しだけ理解できた。

　常に見張られているというのは、確かに居心地が悪い。

　そして、ユリウスはこれから何が起きるのかを俺に聞かせてくる。

「これから大変だぞ。王宮はもちろんだが、学園内も騒がしくなる」

「そうか？」

「そういうものだ。それはそうと、アンジェリカとうまくやったらしいな」

「ばっ！　やったとか言うなよ」

　ユリウスは首をかしげるが、気にしなかったのか話を続ける。

「思い詰めた顔をしなくなった。今まで以上に覇気に満ちているぞ。お前、これから大変じゃないか？」

　吹っ切れたアンジェは、色々とたくましくなってしまった。

　おかげで俺はタジタジだ。

『既に尻に敷かれていますね』

「おい！」

『事実ではありませんか？』

　言い返せないので顔を背けると、ユリウスが笑う。

「やっぱりお前は俺以上だよ。──うまくやれよ、リオン」

　うまくやれ、という部分には今後のことも含まれているのだろう。

　アンジェのことばかりではない。

「言われなくても大丈夫だ」











第12話　「恒例行事」









「まさかレッドグレイブ公爵家と手を切り、王家を支持したのか？」

　イーサンがその知らせを聞いたのは、リオンとユリウスが王都で食べ歩きをした翌日のことだった。

　レッドグレイブ公爵家がアンジェと絶縁したのに、リオンとの婚約は破棄されなかった。

　また、リオンがユリウスと王都を歩いていたことで、王家を支持している立場にあると推測される。

　それが間違いではないという証拠も出ており、確かな情報としてイーサンに届けられた。

　予定が狂ったイーサンは、顔を歪める。

「これでは──アーレ嬢がジェイク王子と結ばれてしまう！」

　頭を抱えてその場にうずくまるイーサンは、アーレとの出会いを思い出す。

　それは、入学式から数日経ったばかりの頃だ。

　周囲のレベルの低さに呆れ、誰とも話さず距離を置いて過ごしていた。

　自分は周囲と違う。

　その思いから孤立していた。

　しかし、そんなイーサンに優しく声をかけてくれた人物がいた。

　アーレだ。

　本人は覚えていないだろうが、一人で過ごしていたイーサンに話しかけてくれた。

　数分の会話だったが、イーサンは今も覚えている。

　たわいない会話をしながら、心臓の鼓動が速くなるのを感じていた。

　そして、アーレが離れた後に気付いたのだ。

「この完璧な私が恋したのだから、アーレ嬢は完璧な女性だ。それなのに、ジェイク殿下と親しいなどあり得ない。本当なら、亡国の王子として処刑台に消えるはずだったのに」

　将来的にジェイクは必ず殺されると思っており、ならば短い間だけでも夢を見る時間を与えるつもりだった。

　それなのに、リオンが王家を支持する立場に回ってしまった。

　リオンが王家を支持するとなれば、ホルファート王国を滅ぼしたがっている領主貴族たちも二の足を踏むだろう。

　事実、レッドグレイブ公爵家の派閥から抜け出す貴族たちも出ていた。

　イーサンの実家であるロブソン伯爵家も同様で、学園では慎重な行動をするようにと指示が来ている。

　つまり、ジェイクが処刑台に送られる可能性は大きく下がってしまった。

「どうして私の計画通りにならない!?　私は天才だぞ!!」

　自分が天才であると信じて疑わないイーサンは、貴族云々という立場を忘れて行動を起こすことにした。

「こうなれば、ハッキリさせなければならないか」

　全ては、アーレに愛を伝えるために。




　　　◇




　学園の廊下を歩くのは、俺とヘリング。

　そして、仲の悪い相棒たちだ。

　ルクシオンがブレイブを赤いレンズを怪しく光らせ睨むと、ブレイブはルクシオンを血走った目で睨んでいる。

　不良同士がガンを飛ばしあうように、空中に浮かんで俺たちについてくる。

　そしてマスターであるヘリングは、襟元を緩めて緊張した様子だった。

「ロブソン──ミアに相応しい男か、この俺が見極めてやる」

　鋭い目つきをしているヘリングは、これから戦いに行くような顔つきをしていた。

「お前はロブソン君を殺したいの？　その殺気をどうにかしろよ」

「す、すまない。どうしても力んでしまうんだ」

　何も知らないロブソンが可哀想になってくる。

　だが、あの乙女ゲーの攻略対象だ。

　まともな奴がいるとは思えないので、会って人となりを確認してから同情するべきか判断するとしよう。

　ヘリングが不安そうにしている。

「──バルトファルト」

「もうリオンでいいよ。何？」

「なら、リオン、俺もフィンでいい。それから──もしも、ロブソンがミアに相応しくない男だったら、お前ならどうする？」

　会う前から期待外れだった場合を考えるとか、悲観的すぎる。

　いや、そうでもないか。

　これまでの経験から考えると、悲観的すぎるくらいが丁度いい世界だった。

「俺は最初から攻略対象たちに期待していないから問題ない。それに、鍛えてどうにかすると言っていたじゃないか」

「そ、そうだな。駄目なら鍛えればいいか。死線を何度か越えさせたら、少しはまともな男になるだろうか？」

「──そんなに条件が厳しいと、ミアちゃんはいつまでも結婚できそうにないな」

　ヘリング──フィンの過保護ぶりも問題だ。

　俺たちがロブソンと話をするために、一年の教室へと向かっていると騒がしい声が聞こえてくる。

「一年生は騒がしいな」

　賑やかだと思って教室に近付くと、フィンが首をかしげる。

「いや、普段はこんなに騒がしくない。何か問題でも起きたか？」

　気になって駆け出すと、教室からはミアちゃんの声が聞こえてくる。

「男だったら正々堂々と勝負ですよ!!」

　──ミアちゃんに何があったのだろうか？




　　　◇




　話は少し戻り、一年生の教室ではジェイクとイーサンが睨み合っていた。

　長身のイーサンを、小柄なジェイクが見上げる形だ。

　互いに激怒した顔をしている。

「もう一度言ってみろ」

　ジェイクの低い声での問い掛けに、イーサンは冷たい声で答える。

「お前にアーレ嬢は相応しくない。兄を押しのけ王太子にもなれないお前が、可憐なアーレ嬢と一緒になれると思っているのか？」

　イーサンの言葉に、ジェイクは額に青筋ができる。

「兄を押しのけ、跡取りの地位を奪った男は言うことが違うな。自称天才殿は、他人の実力が測れないらしい。──俺が兄上に劣るとでも？」

　物騒な言葉が飛び出しており、周囲も不安そうにしている。

　イーサンの言葉遣いは不敬極まりないし、学生という立場を差し引いても行き過ぎだ。

　ジェイクにしても継承権問題に触れるような話題を控えるよう、学園側から注意を受けたのを忘れているようだ。

　一触即発という状況に、一年生たちが騒ぎ出す。

「エリカ王女様は!?」

「今日は診察があるからってもう帰ったわ」

「そ、それなら、オスカル様は!?」

「──恋人に会うからって、さっき普通に教室を出て行ったわ」

「何で!?　この状況で、何で出て行けるの!?」

　オスカルの非常識さに一年生たちも困惑していた。

　すると、視線はこの場を収められそうな女子に向けられる。

　──フィンリーだ。

　女子たち数人が、フィンリーに近付いて場を収めて欲しいと願い出る。

「フィンリーさん、ちょっとお願いがあるんだけど？」

　何が言いたいのか察したフィンリーは、深いため息を吐いて席を立つ。

「兄貴の名前で何とかしろ、って言うのよね？　わかったわよ」

　入学してから、このような面倒を押しつけられることが増えていた。

　フィンリーもこの役割に慣れており、ジェイクとイーサンに近付いて声をかける。

「お二人ともよろしいですか？」

　猫なで声で下手に出るフィンリーに、ジェイクとイーサンが顔を向けるが今にも怒りで爆発しそうな雰囲気を放っている。

　そんな二人に、フィンリーが頼み込む。

「みなさん困っていますし、今日はここまでにしませんか？　これ以上の騒ぎになれば、お二人にとっても面倒ですよね？　ね？」

　互いの立場を考えれば、ここは引いた方が得策だ。

　二人ともそれくらいの頭はあるだろうと思っていたのだが、フィンリーの予想は簡単に外れてしまう。

「黙っていろ、バルトファルト。お前の兄が出てきたとしても、俺はこいつを許すつもりはない」

　ジェイクが引き下がらない姿勢を見せると、イーサンが馬鹿にしたように笑う。

「いい度胸ですね。公爵の後ろ盾がないと何も出来ない王子にしては、立派な覚悟だと言っておきましょう。──バルトファルトさん、私も引き下がれないのですよ」

　二人揃って引き下がろうとはしなかった。

　これを引き起こしたのが、一人の女性というから問題だ。

　フィンリーが泣きそうになる。

「いや、あの、こういうのは良くないと」

　フィンリーでも説得できないとなると、教室の雰囲気は更に悪くなった。

　中には逃げ出す生徒たちも現れる。

　そこで、一人の女子生徒が机に両手を勢いよくついて立ち上がった。

「いつまで口喧嘩をしているんですか！」

　全員の視線が──ミアに集まると、教室内が静かになった。

　ミアは僅かに恥ずかしそうにしながらも、ジェイクとイーサンを叱る。

「男だったら正々堂々と勝負ですよ!!」

　ざわつく教室。

　ジェイクとイーサンが顔を見合わせると、黙ったままだった。

　ミアはそんな二人の態度が気に入らなかった。

「男の子が口喧嘩なんて情けないですよ。お二人が好きな人だって、こんな姿を見たら幻滅しちゃいますからね」

　二人がアーレの幻滅する姿を想像したのか、狼狽えていた。

　ミアは畳みかける。

「男の子なら、好きな子がいたら真っ向勝負です！」

　ジェイクとイーサンが、俯いてミアの言葉を受け入れていた。

「そうだな。俺がどうかしていた。口喧嘩でアーレが喜ぶとは思えない」

「留学生のミアさんだったかな？　君のおかげで、私は目が覚めたよ。確かに、彼女は喜ばないだろうね」

　二人の殊勝な態度にミアは笑みを浮かべる。

「二人ともわかってくれたんですね！　そうです。二人とも、正々堂々と告白して──」

　ミアが思い描いた正々堂々の勝負とは、二人がアーレに告白することだった。

　それなのに、ジェイクとイーサンは互いを睨み付ける。

「手袋はないが、ここは正々堂々とアーレを賭けて決闘しようじゃないか。勝負方法は鎧を使用した決闘でいいな？」

　ジェイクが決闘を申し込むと、イーサンが前髪を手で払いのける。

「清く正しく、正々堂々と決闘ですね。私に不満はありませんよ。もっとも、怪我をさせてしまわないか心配ですが。仮にも君は王子ですからね」

　イーサンが決闘を承諾すると、生徒たちのざわめきが大きくなる。

「決闘だ！」

「一人の女性を賭けて決闘なんて──最高に燃えるわ！」

「楽しくなってきたね！」

　先程まで狼狽えていた生徒たちが、色めき立っていた。

　ミアは一人困惑している。

「え？　あの？　あ、あれ？　どうして決闘？　告白すれば済む話ですよね!?」

　周囲はそんなミアの提案をきいておらず、決闘の話題で盛り上がっている。

　教室内にフィンが戻ってくると、ミアが駆け出して泣きつく。

「騎士様ぁぁぁ！」

「どうした、ミア!?　何があった？　誰かにいじめられたのか？　──誰がやったか教えろ。すぐに後悔させてやる」

　心配するフィンに、ミアは自分の責任で殺し合いが起きると伝える。

「ミアのせいで決闘が起きるって」

「──何？」

　顔を怖くするフィンは、後ろに控えていたリオンに顔を向けた。

「どういうことだ？」

　リオンは頭をかきつつ、騒がしい一年生たちを見て呆れるように呟く。

「気にするな。恒例行事だ」

「決闘が!?」
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　男が男を巡って決闘をすることになった。

　場所は学園にある闘技場。

　観客席には生徒たちが集まり、これから決闘が行われるのを楽しみに待っていた。

　俺たち三年生も見学に来ており、一年生たちの様子を眺めている。

　女子生徒たちは、アーレちゃんを巡って決闘を行う男子たちに興奮気味だ。

「ジェイク殿下とイーサン様が、一人の女性を巡って決闘なんて凄いわ」

「まるで物語みたい」

「二年前も決闘が行われたらしいわよ」

　二年前の話題が出たせいか、俺の周囲は苦々しい顔をしていた。

　俺の周囲には婚約者たちがいて、更にその周りにはマリエと五馬鹿たちがいる。

　丁度目の前の席に座っているのは、友人のダニエルとレイモンドだ。

「リオン、お前の噂をしているぞ」

「一年生に大人気じゃないか」

　からかう二人に、俺は素っ気ない態度を取る。

　真面目に答えれば、余計にからかわれるとわかっているからだ。

「好きで決闘したんじゃない。そもそも、一人の女性を巡っての決闘じゃないから、あいつらみたいにロマンの欠片もない決闘だっただろうが」

　レイモンドはアゴに手を当てて二年前を懐かしんでいた。

「いや〜、あの時はリオンが社会的に死んだと思ったよ」

　ダニエルも同様に、俺が貴族社会で死んだと思っていたらしい。

「そんなリオンが、今では公爵様だからな。何故か王子様たちとも一緒だし」

　どうしてこんな状況になったのか、俺の方が教えて欲しい。

　決闘で五馬鹿をボコボコにしたら、何故かそいつらを養う羽目になった。

　こんなの罰ゲームだ。

　俺の右隣に座るノエルが、膝に肘をついて両手にアゴを乗せた姿勢で呆れている。

　ジト目で闘技場に立つ二体の鎧を見下ろしていた。

「リオンは共和国でも決闘をしたよね？　二年前も、ってことは、ほとんど毎年のように決闘しているじゃない。この国怖すぎ」

　俺もノエルの意見に同意する。

「まったくだ。繊細で優しい俺は、こんな野蛮な国に生まれて不安で仕方ないよ」

「──その割に楽しそうに見えるけど？」

「だって俺は参加しないし。そもそも、決闘と言っても命のやり取りはしないよ。ただの見世物だから、楽しめばいいんだって」

「これを楽しめるだけでも、リオンは王国が性に合っているんじゃない？」

　ノエルと話をしていると、左隣に座るリビアが俺の腕を指でつつく。

　顔を向けると、ユリウスたちを指さしていた。

「リオンさん、みなさんが見ていますよ」

　そちらを見れば、ユリウスたちが俺を睨んでいる。

「お前に喧嘩を売ったのが間違いだった。過去に戻れるなら、俺は絶対お前とは喧嘩しない」

　ジルクなど後悔しているらしい。

「もっと入念に準備をするべきでしたね」

　ブラッドは今も二年前を忘れていないようだ。

「卑怯だよね。絶対に負けないってわかっていた上で、勝負を受けたんだからさ」

　グレッグは腕を組み、脚を揺すっている。

「あの時の煽りを思い出すと、今でもムカムカしてくるよな」

　クリスは眼鏡を怪しく光らせていた。

「──決闘の最中に、心まで折られたからな。私はあの時のことを忘れないし、いつか仕返ししてやるつもりだ」

　そんな五人に俺は申し訳なく思い、頭をかいて謝罪する。

「悪かったよ。お前らがあそこまで弱いと思わなくてさ。次回があれば、もっと手加減してやるから許して」

　憤慨する五人の顔を見てケラケラ笑っていると、俺の後ろの席にいたアンジェが背中を軽く叩いてくる。

「煽るな、馬鹿者」

「怒られちゃった」

　肩をすくめた俺は、視線をマリエたちに向ける。

　マリエの隣にはカーラがいて、一緒に飲み物や食べ物を片手に観戦している。

　マリエは今日もマリエだった。

「決闘というより娯楽よね。さっさと始めなさいよ！」

　文句を言うと、手に持った飲み物を一気に飲み干していた。

　おい、ちょっと待て。

　お前たちが持っているのは、もしかしてお酒か？

　日の高い内から飲んでいるのか？

「マリエ様、今日もいい飲みっぷりです！」

　そしてカーラは、そんなマリエに見惚れている。

　どこに見惚れる要素があるのか？

　斜め後ろを見ると、不安そうにしているミアちゃんとフィンの姿があった。

　決闘が起きたきっかけを作ったミアちゃんは、責任を感じて緊張している。

　その隣でフィンは、ミアちゃんを不安にさせたとして──仇敵でも見るような目で、ジェイクとイーサンを見下ろしていた。

　フィンの呟きが聞こえてくる。

「──後悔させてやる」

　う〜ん、やっぱり過保護だ。

　俺は近くに浮かぶルクシオンに、決闘の結果を尋ねる。

「ルクシオン、どっちが勝つと思う？」

『今回も賭けるのですか？』

「そのつもりだ」

『──能力的にはイーサンが優勢ですね。このまま決闘が始まれば、ですけどね。中断される可能性も高いですから』

「そうだよな」

　何しろ、これは男同士が男を巡って争う決闘だからだ。
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　闘技場の貴賓席。

　そこには、今回の決闘を引き起こした女性？　が座っていた。

　アーレだ。

　闘技場では、賑やかし役の生徒が決闘のいきさつを語っている。

『これより始まりますのは、一人の女性を巡って争う男たちの戦い！　第二王子殿下と、伯爵家の跡取りを虜にした女性の名前は──あ、あれ？』

　女子生徒が場を盛り上げようとしていたのだが、何故か書類を見て困惑している。

　アーレは椅子に座りながら、目をつむり膝の上で手を握りしめていた。

　女子生徒が戸惑いながらも真実を告げる。

『えっと、女性と思われたアーレさんですが、本名はアーロンで男子生徒として登録されています。あの、えっと、これってどういうこと!?』

　闘技場の観客席がざわつく。

「男？　男!?」

「え、どう見ても女の人」

「──何がどうなっているんだ？」

　見た目は女性のアーレが、本当はアーロンという名の男であると皆に知られてしまった。

　アーロンは罵声が飛んでくるのを覚悟していた。

　そして。

（ジェイク殿下にも嫌われたわね）

　短い夢だったと涙がこぼれるが、そんなアーレの過去を知る友人たちが声を上げる。

「アーレ、顔を上げろ！」

「君は悪くないぞ！」

「そうだ。君は俺たちの女神だ！」

　一部の男子生徒たちから上がる声に、アーレが顔を上げた。

　そこには同級生のカーティスもいた。

「みんな」

　温かい声援に涙を流していると、闘技場の観客席から決闘に文句が出てくる。

「男が男をってこと？」

「詐欺じゃない？」

「これは駄目でしょ」

　この世界の価値観からすると、アーレというのは非常に希なケースだ。

　そのため、受け入れられない生徒たちも出てくる。

　だが、闘技場から鎧に乗っているジェイクが。

『それがどうした！　男かどうかなど関係ない。アーレはアーレだ！　俺はこのまま決闘を続行するぞ。イーサン、止める気になったら言え。そして、アーレに二度と近付くな』

　決闘の継続を望むジェイクに対して、イーサンは鎧に武器を構えさせた。

『この胸の高鳴りこそ真実の愛だ。性別など天才の私には関係ない！』

　武器を構える鎧が二体。

　審判は決闘を始めていいものか、悩んでいる様子だった。

　闘技場の観客席からは、困惑する声が聞こえてくる。

「え？　男同士でもいいの？」

「このまま続行するのよね？」

「でも、アーロンって見た目はどう見ても女子だろ？　あ、あれ？　誰かと入れ替わっているんじゃないか!?」

　普通に見れば一人の女性を男性二人が取り合っているのだが、書類を確認すると三人揃って男である。

　結果、審判が開始の合図を告げる。

『そ、それでは正々堂々と戦いなさい！　始め！』

　もう、半ばやけくそで開始を宣言すると、二体の鎧が激しくぶつかって火花を散らす。
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「もう何が何だか」

　攻略対象同士が、攻略対象を巡って決闘している。

　これにより、三人の攻略対象がミアちゃんの恋人候補から外れてしまったわけだ。

　後輩君が入学していない現状、全滅と言っていいだろう。

　頭を抱える俺の斜め前には、オスカルの姿があった。

　両隣にジェナとフィンリーが座っている。

　オスカルはジェイクを応援していた。

「ジェイク殿下、そこです！　もっと攻めて下さい！」

　オスカルの両隣にいるジェナとフィンリーは、まるで喧嘩直前の不良のように睨み合っている。

　俺はもう、何もかも投げ出してしまいたい。

　激しく戦う鎧の戦闘を見ていたリビアが、二年前を思い出したのか思い出話をしてくる。

「二年前もここで決闘をしましたけど、こんな風に拮抗した勝負にはなりませんでしたね」

　ルクシオンの見立ての通り、イーサンの方が優勢だ。

　しかし、実力に大きな差がないため、イーサンも勝負を簡単には決め切れていない。

　後ろからアンジェが二人の評価を話す。

「イーサンは天才を自称するだけあって強いが、ジェイク殿下も気迫が違うな。もとから努力家ではあったから、いい勝負になっている」

　俺は努力しているジェイクのことを想像し、少しだけ好感度が上がった。

　──いや、俺は攻略されないけど。

「そう聞くと、ジェイクを応援したくなるな」

　アンジェが後ろで笑っている。

「だが、何事にも無気力なイーサンが、ここまでやる気を見せるのも希だ。アーレは二人の男を惑わせた美女──美女だよな？」

　最後は断言できなかったらしいので、俺が頷いておく。

「ロストアイテムで性転換をしたから、完全な女性だってさ」

「一度きりしか使えないロストアイテムか。思い切ったことをする」

　そうして決闘を眺めていると、徐々にジェイクが追い込まれていく。

　鎧の肩が剥がされ、表面の傷も増えていた。

　イーサンが降伏を勧める。

『──ジェイク殿下、素直に尊敬しますよ。私とここまで戦えるとは思いませんでした。だからこそ、負けを宣言して下さい。あなたを傷つけたくない』

　それに対して、ジェイクは拒否するのだが。

『悪いが引き下がるつもりはない。だが、俺もお前を見くびっていた。お前は確かに天才だよ。俺が認めてやる』

　男同士で友情でも芽生えたのだろうか？

　イーサンの鎧が持つのは、レイピアだ。

　細身の剣でジェイクの鎧を突き刺そうと身をかがめる。

　ジェイクの方は、グレイブという長なぎ刀なたのような武器を持っている。

　長物を持ちながら、レイピアでジェイクに追い込まれているわけだ。

　イーサンの実力は本物だし、ジェイクも弱いわけじゃない。

『これで終わらせます、殿下！』

『かかってこい、イーサン！』

　二人の鎧が激突すると、ジェイクの鎧が刃に貫かれていた。

　しかし、イーサンの鎧も、グレイブが深々と突き刺さって動けずにいる。

　ルクシオンが、鎧の機能停止を確認する。

『──引き分けのようです』

「あ〜あ、面倒になったな」

　勝負が付かなかった。

　俺はフィンの方に顔を向けて、二人の評価を尋ねる。

「男気を見せた二人をどう思う？」

　フィンは無表情のまま。

「──駄目だ。ミアに相応しくない」

　やっぱり駄目みたいだ。

　そもそも、ミアちゃん狙いじゃないからね。

　こうして、アーレちゃんを巡って争った男たちの戦いは幕を閉じる。

　閉じるというか、今後も継続するのだろうけど。

「俺はどうしたらいいんだ」
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　決闘後。

　俺は久しぶりにマリエと二人きりになっていた。

　闘技場の人通りの少ない廊下で、ルクシオンに周囲を見張らせながら会話をしている。

「結局、フィンが気に入った攻略対象はいなかったな。あれだと、ミアちゃんは恋愛できないんじゃないか？」

　俺がフィンの過保護ぶりを話すと、マリエは大きなため息を吐く。

「フィンも兄貴と同類よね。本当に鈍いわ」

「あいつが鈍い？」

　首をかしげると、マリエがミアの気持ちを教えてくれる。

「そもそも、ミアちゃんが攻略対象と恋愛するのは無理よ」

「何で？」

「考えてもみなさいよ。自分を守ってくれる理想の男性がそばにいるのよ。目は肥えるし、当然比べるわ。それ以前に、あの子はフィン以外を恋愛対象として見ていないもの」

　俺は口元を両手で押さえる。

「嘘だろ!?」

「というか、フィンの言う理想ってそのまま自分じゃない？　地位も名誉も、帝国で凄く強い騎士なわけだし？　財産は知らないけど、強くてミアちゃんのことを第一に考えてくれる存在ってさ」

　マリエが言いたいことが俺もようやく理解できた。

「それフィンだわ」

「二人とも似ているわね。まぁ、容姿だと兄貴は似ても似つかないけど」

「そうかよ」

「──え？」

　マリエに素っ気ない態度を取ると、何故か驚かれた。

　俺の様子をまじまじと眺めたマリエは、何故か落ち着かない様子で問い掛けてくる。

「兄貴、何かあったの？　前だったら、ムキになって色々と言ってきたわよね？　今日に限っておかしいわよ」

「俺は前からこんな感じだ。それより、自立する話はどうなったんだ？」

　ダンジョン探査で一攫千金を狙っていたマリエだが、どうやら諦めたらしい。

　ない胸を張って堂々と宣言する。

「止めたわ。エリカも、私と再会できただけで嬉しいって言ってくれたし」

「本当に出来た子だよな。お前と違って」

「引っかかる言い方だけど、今回は見逃してあげる。それよりも、私は気付いたのよ。このまま一生、兄貴のすねをかじって生きた方が得だってね」

　嫌な気付きである。

　俺としては真面目に働き、さっさと自立して欲しい。

「嫌だよ。さっさと自立しろよ」

「私を捨てるの!?」

「拾った覚えもないけどな」

　さて、ミアちゃんがフィン狙いとすると──あの乙女ゲー三作目のシナリオは、以前から崩壊していたわけだ。

　他でもない、フィンの手によって。

　本当にグダグダだな。











エピローグ









　ラーシェル神聖魔法王国。

　白の都と呼ばれる湖の上に存在する首都では、王城に重臣たちが集まっていた。

　謁見の間で膝をつく重臣たちの前では、玉座に座る白髪の老人がいた。

　脇に立つ宰相が老人──神聖王に報告する。

「偉大なる陛下に報告させていただきます。蛮族共が英雄と呼ぶ外道騎士が、ホルファート王家を支持する立場に回りました。これにより、ホルファート王国の内戦は回避される方向に向かうと思われます」

　神聖王が立派なアゴ髭を手で撫でながら、玉座から立ち上がる。

「外道騎士の振る舞いは許容できん。各国に親書を送る。ホルファート王国に誕生した外道騎士を放置しては、周辺国はことごとく滅ぼされるだろう、とな」

　重臣たちが俯いたまま返事をすると、宰相が神聖王の判断を褒め称える。

「素晴らしいご決断です。これを機に、ホルファート王国を攻め立て、我らに服従させましょう」

　神聖王は髭を撫でながら、右手を掲げる。

「ホルファート王国など、歴史ある我が国が滅ぼしてくれるわ！　──しかし、外道騎士はよい大義名分となった。彼奴きゃつがいれば、各国が外道騎士を脅威に感じてまとまるからな」

　リオン一人を恐れて、各国と軍事同盟を結んでホルファート王国を攻める。

　これがラーシェルの方針になった。

　宰相が懸念点を伝える。

「偉大なる陛下、素晴らしい計画でございますが、問題もございます。──あの曲者ローランドと、連合王国の腹黒姫の動きが気になります。こちらの動きを察知していてもおかしくありません」

　曲者ローランド。

　腹黒姫ミレーヌ。

　二人の名前を思い出す神聖王は、表情を変えなかった。

　だが、少し目を細める。

「歴史も浅い低俗な輩共に煩わされるのも飽きた。今回はホルファートを焼け野原にするまで戦いを止めぬ」

　宰相が膝をつくと、神聖王は続ける。

「強力なロストアイテムを手に入れ、いい気になっているのだろうが──所詮は個の力に過ぎぬ。周辺国が一気に攻め込めば、ホルファート王国などすぐに地図から消える」

　宰相がすぐに返事をする。

「仰せの通りかと。それでは、聖騎士たちの出撃準備を急がせます」

　神聖王が右手を前に出し、そして広げた手を握る。

「偉大なる祖国に勝利を捧げよ！」




　　　◇




　ホルファート王国の王宮。

　重臣たちが激しく言い合いをしていた。

「周辺国全てが敵に回っただと!?」

「共和国はこちらの味方だ」

「あの国は当てになるものか。まだ立ち直ってすらいない！」

　ラーシェル神聖王国が盟主となり、ホルファート王国の周辺国に軍事同盟を呼びかけた。

　本来ならばまとまるはずがないのだが、ここに来てリオンの存在が仇あだとなる。

　たった一人で国を滅ぼしたリオンに、周辺国が怯えていた。

　今回の軍事同盟も、これ以上リオンが力を得る前に協力して叩くという意図がある。

　重臣たちの会議を眺めながら、ローランドは深いため息を吐いた。

「──息子が男を取り合って決闘するとか、流石の私も予想外だ。あいつ、王座を狙っていたんじゃないのか？　相手が男だと子供ができないだろうに」

　ジェイクが何を考えているのか理解できず、気が抜けた顔をしていた。

　その隣で冷めた目を向けてくるのは、ミレーヌだ。

「この状況でよくそんなことを考えられますね。周辺国が全て敵に回ったのですよ」

「共和国とお前の故郷は違うだろ？　孤立無援ではないさ」

「アルゼル共和国にまともな戦力は残っていません。私の祖国も戦力を出せる余裕がないのを知っているはずです」

「敵に回られるよりいいだろ」

　慌てた様子のないローランドに、ミレーヌは苛立っている。

「バルトファルト公爵がいかに強くとも、各国が一斉に攻め込めば国が焼け野原ですよ。国力は落ちる一方です」

　加えて、王国は領主貴族たちにそっぽを向かれている。

　リオンが声をかければ従うだろうが、裏切り者たちも出てくるだろう。

　侵攻してくる他国が、大陸に領地を得てしまう。

　そうなれば脅威だ。

　ローランドは欠伸をする。

「小僧一人に頼るしかない時点で詰んでいる。負けを認めて降伏するか？」

「私も陛下も、ラーシェルで処刑されるでしょうね。あの国は昔から私たちを下に見ていますから」

「歴史ある国だからな。そもそも、私たちの先祖もあの国の出身だ。出自は下級貴族だったらしいぞ」

「口に出して言う話ではありませんよ」

　ラーシェル神聖王国がホルファート王国に攻め込もうとしていた。

　ローランドは面白そうに呟く。

「さて、小僧はどう動くかな」




　　　◇




「俺はローランドに復讐したい」

　学生寮の自室に集めたのは、ルクシオンとクレアーレ。

　そして、婚約者のアンジェにリビア、ノエルの三人。

　更に追加でエリカにも参加してもらい、ローランドに対する復讐について会議を行っていた。

　みんなのために用意した紅茶とお菓子がテーブルに並び、心地よい香りを部屋の中に漂わせている。

　窓から差し込む光も暖かく、とても過ごしやすい一日の昼下がり。

　物騒な会議をするには、もったいなさ過ぎる日だな。

　こんな日にローランドに対する復讐の話をしないといけないのが、忌ま忌ましい限りだ。

　ルクシオンとクレアーレが、一度互いのレンズを見合わせてから俺の方を向いて話しかけてくる。

『ラーシェルが動いたと聞いて、すぐにローランドへの仕返しについて考えるとは正気とは思えませんね』

『マスターってば本当に非生産的な行動が好きよね』

　ラーシェル神聖王国が、ホルファート王国に対して戦争の準備を始めていると先程情報が届いた。

　以前から動いているとは思っていたが、今回はホルファート王国の周辺国まで巻き込んでいる。

　この事態にアンジェは不安もあるのか、ローランドに対する仕返しを話し合おうとする俺に呆れた視線を向けていた。

　紅茶を一口飲んでから、鋭い視線を向けてくる。

「その様子ならラーシェルに対しては、何か対抗策があるようだな」

　俺はお茶請けに手を伸ばし、指先で掴む。平べったい一枚のクッキーを視線よりもやや上まで持ち上げて、表と裏を見ながら説明する。

「そこは相手次第かな？」

　俺の様子に僅かに苛立っているノエルに、持っていたクッキーを横取りされた。

「ちゃんと考えてよ。今はリオンが頼りなんだよね？」

　アルゼル共和国で戦争を経験したノエルからすれば、俺の態度は許せなかったのだろう。

　俺は肩をすくめる。

「何とかするさ。それよりも、今はローランドに対して復讐したい！　みんなにもアイデアを出して欲しいんだ」

　俺一人では限界がある。

　あのローランドを苦しめるために、頼りになる相棒や婚約者たちを集めたわけだ。

　リビアは小さくため息を吐く。

「その陛下は王宮で忙しそうですよ。リオンさん、そろそろ喧嘩をするのは止めたらどうですか？　相手は国王陛下ですよ」

　確かに敬うべき相手かも知れないが、俺にとっては憎むべき敵だ。

「あいつが俺を無駄に出世させた恨みは絶対に忘れないし、五馬鹿を俺に押しつけたことも許すつもりはない」

　俺の揺るがぬ決意に対して、リビアは適当な言葉を見つけられなかったのか最後は口をつぐんでしまう。

　その様子を見ていたエリカが、深いため息を吐いた。

「お父様へ仕返しをするために、わざわざ私まで呼び出したのですか？」

　エリカをお茶会に呼びたかったのもあるが、娘ならばローランドへの嫌がらせに何かヒントを持っている可能性が高い。

「ローランドの野郎は、エリカ様を随分と可愛がっているからな。何かローランドの嫌がる秘密とか知らない？」

　エリカは俺に呆れた視線を向けていた。

「知っていても教えるつもりはありません。公爵様も、子供のような嫌がらせは止めたらどうですか？」

「絶対に嫌だ」

　俺が断固として拒否すると、ルクシオンとクレアーレが互いに頭を振るような仕草を見せる。

　そして、俺にルクシオンが提案してくる。

『それでは、いっそローランドを暗殺してはいかがでしょうか？　今後、このようなことで悩むような無駄な時間を減らせますし、マスターの悩みの種も一つ消えて効率的です』

　あまりにも酷い提案に、俺はドン引きする。

「それは俺が嫌だ。あいつが死んだら、余計な面倒が増えるだろうが。俺は、あいつの苦しむ顔が見たいだけなんだよ」

　そう言うと、アンジェとリビアが顔を見合わせた。

「本当にリオンと陛下は仲が悪いな」

「殺し合わないだけ、まだ穏便なんですけどね」

　ローランドに死んで欲しくない。

　ただ、苦しんで欲しいだけだ。

　俺に対して嫌がらせを続けるあいつが、苦しむ顔を見たいだけだ。

　ノエルが俺から奪ったクッキーを口に放り込み、やや乱暴にかみ砕くと。

「何もこんな時にしなくてもいいでしょうに」

　ローランドへの嫌がらせは、このタイミングでするべきでないと言いたいらしい。

　何しろ、周辺国の殆ほとんどが敵に回っている。

　ラーシェル神聖王国は、本気で戦争をするつもりだ。

　悪戯などしている場合ではない──だが。

「今だからこそ、だよ。このタイミングなら、多少やり過ぎても有耶無耶にできる。何しろ、今の王国は俺に頼っているからね」

　そう、このタイミングならば、多少やり過ぎても大目に見てもらえるという計算があっての計画だ。

　俺の打算的な考えに、周囲がやや引いていた。

　そんな中、興奮して提案してくるのはクレアーレだ。

『それなら私に任せて！　本物のブレインブレイクってやつを見せてあげるわ』

　ブレインブレイク？　脳破壊って意味か？

「おい、物騒なことを言うな。流石の俺も引くぞ」

『もう！　勘違いしないでよ。本当に脳を破壊するつもりはないわよ』

　アーロンをアーレちゃんにしたクレアーレが、こんなことを言っても説得力の欠片もない。だが、気になるので内容を確認する。

「それなら、何をするんだよ？」

　陽気なクレアーレが、やや低い電子音声でローランドへ消えないダメージを与える方法を告げてくる。

『マスターとエリカちゃんが、同じベッドで眠っている写真を撮影します。もちろん、手を出すのは駄目よ。あくまでも、事後に見えるような写真を用意するの』

　クレアーレの提案に、アンジェをはじめ、リビアやノエルまでもが無表情になっていたのが怖くて俺は顔を背けた。

　エリカの方は、手で額を押さえている。

「そんなことをすれば、様々な罪で公爵様が裁かれますよ」

　婚約者のいる王女様に手を出すとか、やり過ぎにも程がある。

　しかし、クレアーレには自信があるようだ。

『大丈夫！　試算してみたけど、ギリギリ許されるわ。マスターがラーシェルを撃退すれば、今の王国なら絶対に無視してくれるわよ。むしろ、見逃すしかないわ！』

　クレアーレが言うなら間違いないのか？

　そんなことを一瞬考えたが、即座にアンジェが否定する。

「確かに許されるが、同時にミレーヌ様がこれ幸いと責任を取れと迫ってくるな」

　俺は責任を取れと迫ってくるミレーヌさんを想像する。

　ちょっと怖くなってきた。

「俺、責任って嫌い」

　呟くと、クレアーレが俺の周りを回り始めた。

『大丈夫よ。証人も用意して、手を出していないことを証明すればいいの。それでね、ローランドに言ってやるの。〝お前の娘、可愛かったよ〟ってね』

　俺は思ったね。

「お前最低だな」

『──新人類相手には、何をやっても許されると思うの。マスター、一緒にローランドの心に止めを刺しましょう！』

　俺がゆっくりと首を横に振ると、アンジェとリビア、そしてノエルが席を立ってクレアーレを無言で捕まえる。

　アンジェがクレアーレに、暗い笑みを向けていた。

「お前の提案は、きっと陛下の心に深刻な傷を負わせるだろうな。だが、リオンがエリカ様と寝たなどと噂されては私達が迷惑だ」

　リビアは満面の笑みでクレアーレを見ていた。

「アーレちゃん、ちょっと話し合おうか。男の子を女の子にした件も、詳しく聞いておかないといけないし」

　二人に捕まったクレアーレは、必死に抵抗するそぶりを見せる。本気を出せば、抜け出すのは容易いだろう。

　しかし、俺の婚約者に傷を付けてはならないと判断したのか、抵抗は最低限に止められていた。

『二人とも待って！　お願いだから話を聞いて!?　これは、古来より伝わる由緒正しき作法なの!!　ノエルちゃんも、笑っていないで助けて！』

　クレアーレをニヤニヤ笑いながら見ているノエルは、助けを求められると両手を上げてひらひらとさせる。

「ごめんね〜。あたしも結構頭に来ているからさ」

　クレアーレが、助けを求めるように俺を見てくる。

『マスターは理解してくれるわよね？』

「俺はお前が少しも理解できないよ」

　確かにローランドは苦しめたいが、そのための方法が酷すぎる。

　三人に連れて行かれるクレアーレを見送ると、ルクシオンが俺とエリカを交互に見る。

『マスターがクレアーレの提案を採用した場合、ローランドの精神に大きなダメージを与えられたはずです。そうなれば、今後に支障が出てくるかと』

　俺は何も理解していないルクシオンに、頭の後ろに手を当てて教えてやる。

「ローランド以外にも問題ありまくりだ。それにしても、アンジェたちがあそこまで怒るとは思わなかったな」

『それには私も同意します』

　俺とルクシオンが二人して首をかしげるように、三人があそこまで怒る理由を考えているとエリカが頬を引きつらせながら笑っていた。

「伯父さんたち、本当に理解できないの？」

「エリカには理解できたか？　なら、教えてくれよ」

　確かに俺がエリカと同じベッドに入って写真を撮れば、三人は面白くないだろう。しかし、ただの悪戯だから、手は出さない。

　嫌だろうが、怒るほどではないはずだ。

　ミレーヌさんが俺とエリカの結婚を迫る可能性もあって、面倒になるだろうが──わざわざ怒るほどだろうか？

　エリカはやや呆れた顔をした後に、少し照れたように口の前で指を組む。

　表情を隠すようにしながら。

「それだけ愛されているってことだよ」

「そ、そうかな？」

　恥ずかしがるエリカは可愛いと思っていると、すぐに目を細めて真顔になった。

「それとね、クレアーレの提案ってお父様だけに向けたものじゃないからね」

「え？」

　理解しない俺に、エリカは小さくため息を吐いた。

「あの三人からすれば、たとえ嘘でも伯父さんが私と浮気したようなものだよ。それ、面白くないよね？　というか、三人も傷つくよね？」

　そこまでは考えていなかった。

　ルクシオンが言う。

『クレアーレの提案は、諸刃の剣でしたね』

　採用しなくてよかった。

　俺に三人の気持ちを気付かせてくれたエリカだが、表情が曇ると心配そうに尋ねてくる。

　胸の前で手を握りしめながら。

「伯父さん、戦争の件は本当に大丈夫なの？　信じてはいるけど、今回ばかりは伯父さんでも大変だと思うんだけど？」

　周辺国全てが敵に回っては、いくらルクシオンでも王国に被害が出るのは避けられない。

　ラーシェルの件は本当に厄介だが、可愛い姪っ子を心配させるわけにもいかない。

　まぁ、姪と言っても前世の、だが。

「心配しなくていいぞ。俺とルクシオンで何とかするさ」

　ルクシオンに手を伸ばし、指先で軽くつついてやる。

　すると、ルクシオンが俺から距離を取る。

『何とかするのは、いつも私なのですけどね。マスターは、面倒ごとはいつも私に押しつけてばかりです』

　普段と変わらず口の悪い相棒に、俺はいつも通り軽口を叩く。

「お前ならうまくやれるって信じているからな」

『人工知能である私にも、気持ちのこもらない薄っぺらい台詞にしか聞こえません』

「あ〜あ、ひねくれた人工知能は嫌だね。少しはマスターである俺の言葉を素直に受け止めたらどうだ？　お前は可愛げがなさ過ぎるんだよ」

『嘘は吐かないだけで、真意を語らないマスターの言葉を？　ご冗談でしょう』

「希に褒めればこれだ。そのくせ、普段はもっと自分を褒めろと言ってくる。エリカ、ルクシオンはこういう奴だ」

　エリカにルクシオンのことを教えてやった。

　今度は逆に、ルクシオンがエリカに俺のことを話す。

『エリカ、マスターの言葉を信じてはいけませんよ。前世を持ちながら、精神は素直になれない子供のままですからね。何かあれば、私に相談して下さい』

「お前、姪っ子に何てことを言うんだよ！　伯父としての威厳がなくなるだろうが！」

『そんなもの、最初から存在しないので気にされるだけ無駄です』

　アッサリ言われた俺が、ルクシオンを手で掴もうとするとエリカが笑い始めた。

　俺たちの視線がエリカに向かうと、本人が恥ずかしそうにする。

「ごめんなさい。何だか、二人が凄く楽しそうに見えたから。文句を言いながらも、仲良しなんだって伝わってくるよ」

　少し顔を赤らめたエリカの言葉に、俺とルクシオンは互いに顔を背ける。

「誰がこんな奴と」

『ただの主従関係ですよ』

　そんな俺たちを見て、困ったように笑っているエリカだった。

　──さて、可愛い姪っ子のためにも、ラーシェル神聖王国の件はどうにかしないとな。
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　乙女ゲー世界はモブに厳しい世界です──略称「モブせか」もついに十巻に到達しました！

　二桁ですよ。二桁！

　ここまでモブせかが続いてくれて、作者としても大変嬉しく思います。

　これも、今まで応援して下さった皆様のおかげ！　大変ありがとうございます。

　物語も終盤に差し掛かっておりますが、最後までお付き合いいただければ幸いです。

　さて、今巻はアンジェリカがメインの巻となっております。

　Ｗｅｂ版もそうでしたが、アンジェリカのエピソードが足りないのは自覚しておりました。

　ヒロインなのに出番が少ないって（笑）。

　そこで、今回はリオンとアンジェリカの関係を改めて見直そうと話を作りましたね。

　二人にとって大事な話になっておりますので、あとがきから読んだ読者さんも楽しみにしていただければと思います。

　Ｗｅｂ版は七章。書籍にして七冊分の文量で完結しております。

　元から続いても七章で終わらせるつもりだったので、リオンとアンジェリカがイチャイチャするような話はＷｅｂ版では書いていませんでした。

　そもそも恋愛描写が苦手ですから（笑）。

　ただ、書籍でそんなことを言ってもいられないので、今回は自分も勉強しましたよ。

　恋愛物のライトノベルを数冊読んでみましたが、確かにこれは面白いと納得しましたね。人気が出るわけです。

　これまで苦手意識から避けていましたが、もったいなかったですね。

　そんなわけで、今後は恋愛要素にも力を入れていこうと思うのですが──二作品続けてロボ物を書いてしまったせいで、自分はロボ物作家と勘違いされている気がします。

　違うんだ！　ロボ物は好きだけど、メインじゃないんだよ!!

　本物のロボ物を書いている作家さんに申し訳ないよ（汗）。

　というわけで、次回作はロボ要素を削って王道物を書く予定です。

　剣と魔法の夢のある王道ファンタジー物を書いてやりますよ！

　酷いヒロイン──ヒドインを書く作家と言われないためにもね。

　本当だよ？

　それでは、今後も応援よろしくお願いいたします!!
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